









































会長の切ジヨりーカ札ー




逆転プランの用意あり！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　樫かし森もり町の中央公民館に設けられたメイン会場に、実じつ況きよう中ちゆう継けいのアナウンサーの声が響ひびいていた。

『さあ、すべてのゲームが終わり、樫森商店街の各物件の権利者が確定しました！

　山やま仲なか鮮せん魚ぎよ店てんは、樫森高校！

　樫かし葉わ湯ゆは、桜さくら川がわ女子高！

　ブティック・ライラックは、桜川女子高！

　ウサギヤは、樫森高校！

　神しん明めい神社は、桜川女子高！

　そして、メイン会場である、この中央公民館は桜川女子高！

　獲得ポイント数の合計は、桜川女子高が四千ポイント、樫森高校が二千五百ポイント、桜川女子高の圧あつ倒とう的てきな有利のまま、前半戦の終しゆう了りようです！

　しかし、午後からのモノポリーでこの優位を保てるかどうかはわかりません！

　アクシデントカードの中には、物件を失ったり、ポイントを失ったり、貧びん乏ぼう神がみがついたりと、物件地図を塗ぬり替かえるようなアクシデントが山のように存在しています！

　さあ、いよいよ目が離はなせなくなった高校対決！

　後半戦は午後一時三十分から、ご覧のチャンネルで実況生中継です！』

　アナウンサーの声が終わるのと同時に、フロアディレクターの声が会場に響いた。

「はーい、皆みなさんお疲つかれ様でした！　午前の中継は、ここで一いつ旦たん終了です！　午後一時三十分から、モノポリー対決が始まりますので、午後一時十五分になりましたら、樫森高校と桜川女子高の生徒会長さんと審しん判ぱん役の所ところ光みつ明あき君は表のスタート地点に来てください。最終打ち合わせを行います！

　その他ほかの皆さんは午後一時二十分になりましたら、こちらのメイン会場にお集まりください！」

　メイン会場である中央公民館の大会議室に、ほっとしたような空気が流れ、中にいた応おう援えんの生徒たちや、町の人たちが一いつ斉せいに席から立ち上がって、ざわざわと話し始めた。

「やったね！　これで桜川女子高の勝利は間ま違ちがいないわ！　このまま余よ裕ゆうで午後も楽勝ね！」「くそう、六つの物件のうち四つも桜川女子高に取られたら、午後からいくら頑がん張ばっても樫森高校の挽ばん回かいは難しいんじゃないか？」「いや、問題はポイントだ。ウサギヤで二千ポイント稼かせいでいる。まだまだ逆転の目はあるだろう」「サイコロ次し第だいってことか……こいつは午後からの応援も力が入りますな」

　午後から始まるサイコロ勝負は、商店街からの中継であり、午前中のように、各地にカメラとスタッフを送り出して同時中継する必要がないため、準備を進め始めたスタッフの間にも余裕が見える。

　席を立ってメイン会場を出て行く人々の会話のざわめきを聞きながら、朋とも絵えは肩かたの力を抜ぬいて、ふう、と小さくため息をついた。

「午前の部は、なんとか無事に終わったわね」

　その隣となりにいた光明も、ほっとしたようで、にこりとしてみせた。

「ああ、それぞれの物件でやったミニゲームも、事故も無く終わってくれて良かったよ。

　デリバリー競争とか、ウサギヤのカート集め競争とか、一歩間違えば怪け我が人が出る可能性もあったからね」

「そうか、考えてみれば自転車で全速力で街の中走り回っていたんだから、事故を起こす可能性もあったんだ」

「うん、樫森警察署に頼たのんで道路使用許可を取ったときに、樫森町の町長さんの名前で、交通整理を要よう請せいしておいたから、裏通りに一いつ般ぱん車両は入って来なかったけど、いつ、どんなアクシデントがあるかわからないからね、ひやひやものだったんだ」

「そういった段取りもしてあったのね。私、全然気が付いてなかったわ」

「何かあったら、困るからね。念のため、さ」

　と答えた光明が、ふと腹に手をやる。

「いやあ、ほっとしたら腹が減ったよ。お昼ご飯どうする？　この建物の中にも、レストランがあるし、商店街には焼きそばとかの屋台も出てるけど……」

　朋絵は、あわてて自分の足元に置いてあるバッグを指差した。

「あ、お昼ご飯なら持ってきたわよ？　ここにお弁当が入っているの……光明の分もあるから心配しないでいいわ、一いつ緒しよに控ひかえ室で食べようよ」

「え？　俺の分もあるの？」

「うん、お母さんが作った、早乙女さおとめ家名物のから揚あげが入っている特製のお弁当よ！」

「ホント？　いやあ、嬉うれしいなあ」

　嬉しそうに笑う光明を見て、朋絵はちょっとむっとしたような顔で答えた。

「言っておくけど、お母さんが作ってくれたのは、から揚げだけだからね！　それ以外は全部私が作ったんだから！」

「大だい丈じよう夫ぶ、あのから揚げさえあれば、あとは文句言わないから」

「なんか、いまいち喜べないなあ、その言い方……」

　出演者用の控え室にやって来た朋絵は、バッグの中から三段重ねのお弁当箱を取り出して、光明の前に置いた。

「一番上がサラダとかフルーツ。二段目にから揚げとかのおかず、三段目におにぎりが入っているからね、どれでも好きなものを食べて。お箸はしとフォーク両方持ってきたけど、どっちがいい？　あと飲み物はこっちね。お番茶持ってきたから、いまコップに入れるわね」

　朋絵が、容器の蓋ふたを開けながら、あれやこれやと説明しはじめると、控え室の入り口に芽め衣いがやってきた。

「早乙女会長！　お昼ご飯どうします？……って、お弁当持ってきていたんですか！　さすが用よう意い周しゆう到とうですね！」

　芽衣は光明と朋絵の顔と、そして一人分にしては明らかに量の多い弁当箱を素す早ばやく見比べて、照れたように笑った。

「あ、あはははは、そうか、そういうことですか。二人水入らずで、お弁当を食べるとなれば、私たちはお呼びじゃないですもんね、こりゃまた失礼しました！」

　そう言って逃にげて行った芽衣を見送った朋絵は、黙だまって肩をすくめただけだった。

　から揚げを箸でつまみ上げながら、光明がつぶやいた。

「どうしたの？　なんか元気ないみたいだけど……」

「え？　私？　そんなことないよ？　元気元気！」

　びっくりしたように目を丸くして、首をぶんぶんと振ふった朋絵は、怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「なんで、私が元気なさそうに見えたの？」

「いや、だって、いつもなら、芽衣ちゃんにあんなふうに言われたら、そんなんじゃないわよ！　って元気良く言い返しているじゃない」

「ああ、そのことね。私、言い訳しないことに決めたの」

「言い訳？」

「うん、光明のためにお弁当を作ってきたんだよ、ってことを、そのまま認めた方が楽だってことに気がついたの」

「そ、そうか、どうもありがとう……」

　光明は、少し焦あせったように答えた。

　その光景を、少し離はなれたところで見ていた桜川女子高の大おお西にしが、半分泣きそうな顔で言った。

「か、華か之の宮みや会長……なんか、私たちの上にフラグが……巨きよ大だいな『負け犬フラグ』が見えます……」

「負け犬？　そんなことはありません。私たち桜川女子高は、圧あつ倒とう的てきなポイント差をつけて午前中のゲームを勝ち抜いたではありませんか！」

「今日の勝負のことじゃありません、人生の勝負です！」

「人生の？」

　怪訝な顔をする華之宮に、大西は、二人で仲良くお弁当を食べている、光明と朋絵を指差してみせた。

「ええ、あんな風に彼氏と仲良く食べるお弁当を見ていると、なんというか、こう、負けた……って気分に……」

「ふむ……」

　朋絵と光明の間に置かれているお弁当を見つめた華之宮は、小さくうなずいた。

「なかなか手の込んだお弁当ですわね。でも、おかずを充じゆう実じつさせるのに手て一いつ杯ぱいだったようで、肝かん心じんのおにぎりのつくりがイマイチのようですわね」

「あ、いえ、その、問題はおにぎりのことじゃなくてですね……」

　華之宮は聞いていなかった。

「でも、安心しなさい。あなた方のお弁当として、私がかまどで炊たいたご飯で作った最高のおにぎりを持ってきました！」

「いや、ですから、おにぎりの話じゃないんですが……聞いてないですね」

　はあ、とため息をついた大西をよそに、華之宮が嬉き々きとして机の上に置いたのは、紫むらさきの風ふ呂ろ敷しきに包まれた、見るからに重そうな四角い箱だった。

　華之宮が優ゆう雅がな手つきでするすると風呂敷を解くと、その中から現れたのは、根ね来ごろ塗ぬりの三段重ねの重箱だった。

　重箱の蓋を開けると、蓋の裏には鮮あざやかな金蒔まき絵えで名な取とり川がわの文様が描えがかれていた。鑑かん定てい団に持っていけば、即そく座ざに『いい仕事していますねえ～』と言われそうな逸いつ品ぴんである。

　華之宮は、その美術品のような重箱の段を机の上に広げ始めた。

「一段目には、梅のおにぎり。二段目には、鮭しやけが入ったおにぎり。そして三段目には昆こん布ぶの佃つくだ煮にが入った特製おにぎりが入っておりますわ」

「お重全部おにぎりですか……一体どれだけおにぎり好きなんですか会長は。しかし、特製おにぎりとは一体……」

　三段目の特製おにぎり、という言葉と共に現れたのは、コンビニで売っている普ふ通つうのおにぎりが、その場にひれ伏ふしてしまいそうな巨大なおにぎりだった。

「こ、これは……でかっ!?」

「特製、というよりは特大、と言った方が良いのでは？」

　目を丸くする大西と淵ふち田たを見て、華之宮は胸を張った。

「おにぎりは、質と量を兼かね備そなえていなければなりません。見てくれの可愛かわいさに走った、ピンポン玉より小さいおにぎりに、何の意味があると思いますか？

　しっかり食べてもらって、お腹なかの中で力に変わる、それがおにぎりの使命です。華か美びに走り己おのれの使命を忘れたおにぎりにどれほどの意味があるでしょうか？

　そんなものに意味はありません！　あえて言いましょう、カスであると！

　おにぎりは実直でなくてはいけません。決して目立つことなく、しかし、食べた人間に、確かにものを食べた、というしっかりとした実感を与あたえることこそが、おにぎりのあるべき姿なのです！」

　大西と淵田はお互たがいの顔を見合わせてため息をついた。

　──また始まったわね。

　──ホント、うちの会長は、おにぎりの国からおにぎりを広めに来た伝道師じゃないかしら。

　──というか、目立つことなく、って……これはさすがに目立つと思うわよ？

　──食べたという実感、というか、逆に嚙かみつかれそうなぐらいの大きさね……。

　その時、そこから少し離れた、控ひかえ室の隅すみに陣じん取どっていた樫森高校の生徒会メンバーの中にいた生徒会長の真しん行ぎよう寺じが、華之宮の言葉を聞いて鼻で笑った。

「ふん。料理というのは、つまるところ、美味うまいか不味まずいか、それしかないのだ。能書きをいくら並べても、味が変わるものではない。そんなこともわからぬ馬ば鹿かな女が作ったおにぎりなど、たかが知れている」

　真行寺の言葉を聞きつけたのだろう、華之宮の形の良い眉まゆが、ぴくりと動いた。

「おや……なかなか面おも白しろいことをおっしゃいますわね……」

　その時、大西と淵田は、華之宮の全身から、ゆらりと闘気オーラが立ち昇のぼるのを見た。確かに、見た。

「いけない！　会長のオーラが戦せん闘とう色よ！　なんとかしないと！」

「ダメよ！　あの色を発したら、もう誰だれにもとめられないわ！　会長は、胸の大きさとおにぎりを馬鹿にされることだけは我が慢まんできないの！」

「胸の大きさを馬鹿にされるのは私一人が背負えばいいことです。でも、おにぎりを馬鹿にすることは許せません！　それは、お米を作ってくれた農家の方、そして具になるおかずを作ってくれた方を馬鹿にしたことになるのです！」

　華之宮は怒いかりもあらわに、大西と淵田に向かってそう言うと、あらためて真行寺をにらみつけた。

「確かにあなたの言うとおり、能書きで味は変わりませんわね。でも、食べもしないで、その味を決め付けるというのも、馬鹿のやることではありませんか？」

「う……うむ」

　言葉に詰つまった真行寺を見た華之宮は、自信ありげな微笑ほほえみを浮うかべると、三段目の重箱の中にあった、特製の特大おにぎりを一つ『持ち上げて』真行寺に近づき、それを差し出した。

「まず、お食べなさい。食べてのち、あなたの評価をお聞かせ願えませんこと？」

　真行寺は目を見開いて、華之宮の顔と、差し出された特大おにぎりを交こう互ごに見た後で、あわててそのおにぎりを受け取った。

「あ、ああ、すまない。ありがとう」

　素す直なおに礼を言う真行寺を見て、華之宮はちょっと意外そうな顔でつぶやいた。

「手がつけられないほど傲ごう慢まんな方かと思っていましたけど、意外と礼れい儀ぎ正ただしい方ですわね……」

　だが真行寺は、その華之宮の呟つぶやきを聞いていなかった。

「こ、これは……」

　真行寺は、自分の手の中にあるおにぎりを、食い入るような目で見つめていた。

「会長……いかがされましたか？」

　後ろに立っていた副会長の本ほん俵だわらが声をかけると、真行寺は真しん剣けんな目でふりむいた。

「この、おにぎりは、ただものではないぞ、本俵！」

「ただものではない、と申しますと？」

「うむ。単に炊たき上げた白米を寄せ集めただけの、形だけのおにぎりではない。このおにぎりは、文字通りのおにぎりだ！　握にぎりこんだ白米でなければこの質量は出せない！」

「は、はあ……」

　返答に困る本俵をよそに、真行寺は力説し始めた。

「だが、おにぎりというのは力任せに握りこめばいい、というものではない！　米の形も分からぬほどに押し潰つぶしたのでは、白米一ひと粒つぶ一粒の持つ弾だん力りよくが失われてしまう。それは丸いきりたんぽ、丸い五ご平へい餅もちであって、おにぎりではないのだ！」

　おにぎりを手に、力強く語る真行寺を遠目に、大西と淵田は呆ぼう然ぜんとつぶやいていた。

「わかるんだ、持っただけで……」

「わかるのねえ、持っただけで……」

「だがしかし。しっかりとした質量がどれだけ感じられようと、米こめ粒つぶの押され具合は、食べてみねばわからんのだ……！　では、遠えん慮りよなく頂く」

　そして真行寺は、小さく会え釈しやくすると、おにぎりにかぶりついた。

　華之宮の目と耳は、自分の作ったおにぎりを頰ほおばる真行寺の顔に集中していた。

　口の中に入ったおにぎりを数回咀そ嚼しやくした真行寺は、小さく目を見開いて「む……」と、小声でうなった。

　そして、そのまま、何も言わずにひたすらおにぎりをむさぼった。

　大人の握りこぶしほどもある大きさのおにぎりを、ぺろりと平らげた後で、真行寺は、ふう、とため息をつくと、華之宮に向き直った。

「見事な出来だった。米は魚うお沼ぬま産コシヒカリの天日干し。この塩味の深みはおそらく藻も塩しお。中の具になっている昆こん布ぶの佃つくだ煮には、味と切り方から見て、東京、柳やなぎ橋ばしの小こ松まつ屋やの日高産三みつ石いし昆こん布ぶと見た……違ちがうかな？」

　今度は、華之宮が目を見開く番だった。

「そ、そのとおりですわ……良くお分かりになりましたわね……」

「見み損そこなってもらっては困るな。こう見えても、この真行寺正まさ之ゆき、将来この日本を背負って立とうと思っている男だ。

　日本という国を支えて来た食文化に興味を持つのは当然のことだし、自分の食べるものに無関心な人間は、他人が食べるものにも無関心だ。そういった人間は他人の悲しみにも苦しみにも無関心であり続けるだろう……私はそうはなりたくない。そう思っているだけのことだ……」
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　真行寺はそこで言葉を切ると、姿勢を正した。

「だが、私が言いたいのは、単なる素材の良さではない。どんなに素材が良くてもそれを生かすだけの技量が無くては意味が無い。そしてその技量を支えるのは意志だ。

　意志、という言葉は、矜きよう持じ、誇ほこり、そして愛！　と言い換かえてもいいだろう。より美味おいしく作ろう、より良いものを作ろう、という意志が無ければ、これだけのおにぎりを握ることはできない。

　素直に、ご馳ち走そう様さまと言わせていただこう。この真行寺正之、心より感服した！」

　そう言って、自分に向かって深々と頭を下げた真行寺を見て、華之宮は一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたような表情を浮かべた後で、つん、と上を向いた。

「わ……わかればいいのです！　それにしても、情けない人ですわね、あなたは……敵である私の作ったおにぎりを手放しでほめるなんて、情けないとは思いませんの？」

　言葉はきつかったが、華之宮の頰は赤く染まっていた。

「……会長、照れてるわよね？」

「……うん、あれは、間ま違ちがいなく照れているわね」

「照れてなんか、いません！」

　後ろの方で、ひそひそと会話する大西と淵田に、華之宮が言い返したとき、真行寺が答えた。

「勝負の行方ゆくえと、おにぎりの味は、別の次元の話だ。たとえそれを作った相手が、敵だろうと味方だろうと、美味うまいものは美味い。

　敵の作ったものは、たとえ美味いものでもけなす。そんな人間の方が情けないと私は思うがな……」

　真行寺は微笑ほほえみを浮うかべて言葉を継ついだ。

「それに……君の作ったおにぎりを、私が褒ほめたからといって、我が樫森高校が君たち桜川女子高に屈くつ服ぷくしたわけではない。それはそれ、これはこれ、だ」

　真行寺の言葉を聞いた華之宮は、はっと目を見開いて、小声でつぶやいた。

「それは、それ、これは……これ……」

「そうだ、君のおにぎりを食べて褒めたからといって、この私が午後からの勝負を手加減するわけがない。君もそれを願って私におにぎりを勧すすめたわけではあるまい？」

「当たり前です！　そんな下心などありません！」

　華之宮はそう言って胸を張った後で、すっと視線をそらして、言葉を続けた。

「……ですから、ここで、ここにある他ほかのおにぎりを食べていただいて、私がその感想をお聞きしたとしても、それは、この勝負とはまったく関係ないということですわ！」

　真行寺は、嬉うれしそうに目を見開いた。

「もしかして……他のおにぎりも食べさせてもらえるのか？」

「い……嫌いやなら構いません。別に、食べてくれと頼たのんでいるわけではありません。私はただ、自分の作ったおにぎりの評価を知りたいだけです。あなたは……その、つまり……詳くわしそう、ええそうです、おにぎりに詳しそうですから」

　そう言いながら真行寺に向かっておにぎりの詰つまった重箱を差し出す華之宮と、それを嬉しそうに受け取る真行寺を見て、淵田が思わずつぶやいた。

「……運命の神様って、本当に悲劇が好きね」

「それって、どういう意味？」

　怪け訝げんな顔をする大西を見て、淵田はため息をついた。

「おにぎりオタクの華之宮の、おにぎりに対する情熱を理解できる知識とこだわりを持つ、変な……じゃない、奇き特とくな男の人を見つけたと思ったら、よりによって対決相手の高校の総大将だったなんて……まるでロミオとジュリエットみたいだと思わない？」

「うーん、ロミオとジュリエットねえ……」

　首を傾かしげる大西の前で、華之宮と真行寺は、鮭しやけのおにぎりについて盛り上がっていた。

「この塩鮭は……村むら上かみの塩引き鮭だな？　うむ、間違いない。この淡たん白ぱくな、それでいて深みのある絶ぜつ妙みような塩加減の鮭こそがおにぎりにふさわしい」

「よくおわかりになりましたね。そのとおりですわ。新にい潟がた県けん村上産の塩引き鮭をつかっておりますの。村上市には、日本の塩鮭の食文化を伝える『イヨボヤ会館』という、鮭の博物館がありますのよ。山漬づけと呼ばれる、塩の中に長時間漬け込む辛から塩しお鮭を好む方もいらっしゃいますが、私はこっちの塩引き鮭の方が好きですわ」

「うむ、辛塩鮭もあれはあれで美味だが、このコシヒカリの繊せん細さいな美味さを生かすには、やはり日本の塩引き鮭だろう。最近は外国産の紅べに鮭を使うところもあるが、あの脂あぶらはソテーやフライには向いているかもしれないが、おにぎりには不向きだ」

「ええ、私もそう思いますわ」

　うんうん、とうなずく華之宮を見て、大西はつぶやいた。

「どう見ても、あの二人、お互たがいが好きなんじゃなくて、お互いにおにぎりが好きなだけだと思うよ？」

「うん、今はね。でも……自分のこだわりを理解してくれる相手にめぐりあった華之宮が、その人を嫌きらいになると思う？　ましてや、おにぎりの話をしても、ドン引きしないで乗ってくる人なんて、果たしてどれだけいることか。おにぎりオタクなんて、地球上に何人いるかもわからない希少種なのよ？」

「希少って……まあ確かにレアキャラには違ちがいないわね……それに、こうやって、あらためてよく見ると、真行寺って結構イケメンよね。キャラ濃こすぎて忘れがちだけど」

「うん、家いえ柄がらも成績も人望も、華之宮の相手としては申し分ないわ。少なくともお見合いの席でお茶を頭からかけられることだけはなさそうね」

　妹を気き遣づかうような眼めで華之宮を見ていた淵田は、ほっとしたように微笑んだ。

　大西も同じく微笑……もうとして、気がついた。

「あれ？　負け犬フラグ立ってるのは、私だけなの!?」

　大西がそう言って目を見開いたとき、朋絵の作ったお弁当のおにぎりを二つ食べ終わった光明が周りを見回した。

「さて、と……ちょいと根回しに行ってくるとするか……」

「もう食べないの？　お母さんのから揚あげも残ってるのに……って、え？　根回し？　何のこと？」

「この勝負がついた後のことを、桜川女子高と樫森高校の副会長さんたちと相談してくるのさ」

　朋絵は、声と眉まゆをひそめた。

「それって……談合して八百やお長ちようするってこと？」

「違うよ……」

　光明は苦笑いを浮うかべた。

「勝負は公正に正々堂々とやるに決まってるじゃないか。俺が言っているのは、この勝負がついた後、どうするのかってことさ。樫森高校と桜川女子高、どっちが勝っても、根本的な問題……つまり少子化で生徒数が減っている、という問題は解決しないんだ」

　朋絵は怪訝な顔をした後で、目を見開いた。

「あ、そうか！　だから、共学の楢なら山やま高校を廃はい校こうにして、楢山高校に通う予定の女子と男子を桜川女子高と樫森高校が吸収して、生徒数を増やすって計画だったんだものね！」

「そうさ。もし、樫森高校が負けて廃校になれば、樫森高校に進むはずの男子生徒は、楢山高校が吸収することになる。楢山高校の生徒は増えるけど、勝った桜川女子高の生徒が増えるわけじゃない。じり貧になっていく今の状じよう況きようがそのまま続くだけなんだ。勝負に勝っても何一つ根本的な解決になってないんだよ」

　朋絵は難しい顔のまま、光明に聞いた。

「じゃあ、素す直なおに楢山高校が廃校になった方が良かった、って言いたいの？」

「違うよ、そんなことを言ってるつもりはないさ。楢山高校を廃校にする方針は、県の教育局が、単なる生徒数の数合わせだけを考えて決めちゃったことだ。

　まあ、楢山高校の卒業生には、国会議員とか大だい企き業ぎようの幹部とか、そういった権力を持った人間がほとんどいないから、抵てい抗こうも小さいってのがあったんだろうけどね。

　とにかく、楢山高校に通っている俺たちや、その高校を卒業した人のことなんか考えもしなかったんじゃないかと思うんだ。

　だから、それに『ＮＯ！』を突つきつけた君の行動には、充じゆう分ぶん意味があると俺は思う。

　高校の統とう廃はい合ごうって、そんなに簡単に廃止したり、くっつけたりして、どうにかできるもんじゃない。もっと根本的な部分を解決しないとどうにもならないような気がするのさ。

　この問題は、俺だけ、つまり楢山高校だけの問題じゃない。三つの高校が足並みそろえないと解決できない。だから、これから桜川女子高と樫森高校の副会長を集めて、話をしようと思うのさ」

「なんで副会長なの？」

　光明は、にやっと笑った。

「副会長は、生徒会の切り札だからさ」




　腕うで時計に目を落として、時間を確かく認にんした光明が、顔をあげて言った。

「時間がありません、手短に説明します！」

　そこは、控ひかえ室に使われている中央公民館の会議室の一つだった。

　樫森高校生徒会の副会長である本俵寿とし明あきと、桜川女子高の生徒会副会長である淵田美み津つ子こは、目の前にいる光明と藍あい山やまを見て、怪け訝げんな顔になった。

　最初に口を開いたのは、本俵だった。

「いきなり呼び出されて、説明します、と言われても何のことだかわからない。一体何の用なんだ？」
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「ええ、ですからそれをこれから説明します」

　光明はそう言って、手に持っていたプリントされたレジュメを本俵と淵田に配った。

「根こん拠きよになっている細かい数字とか資料とかは、全部そこに書いてあります。ですから、これから私と、そして藍山さんの話の内容の根拠となることについては、細かい説明を省きます。

　疑問に思ったら、後でその資料を読んでください」

　光明の真しん剣けんな表情を見て、どうやら大おお真ま面じ目めな話らしい、と気がついたのだろう。本俵と淵田の顔から、反感と不満の色が消えた。

　光明は、その表情の変化を見計らったように口を開いた。

「お二人は、今日、ここでやっているゲームの目的は、何だとお考えですか？」

　本俵と淵田は思わず顔を見合わせた。

「ゲームの目的って……そりゃあ、勝負に勝って、自分の高校を存続させるためだろう？」

「ええ。そもそも、この高校対決はそちらの藍山さんの発案で、高校統廃合をどうするのかを、当事者である高校生に決めさせるために始まったのではありませんか？」

　光明はうなずいた。

「そうです。でも、考えてみてください。勝ち負けを決めるだけなら、こんなゲーム仕立てにする必要はありません。真行寺君と華之宮さんで、じゃんけんをしたっていいし、くじを引いてもいいんです。なのに、なぜゲーム仕立てにしたのか、ということです」

　本俵と淵田は考え込んだ。

　最初に口を開いたのは淵田だった。

「納なつ得とくさせるため……ですか？」

「納得させるため？」

　思わず聞き返した本俵を見て、淵田はうなずいた。

「ええ。勝敗の結果に全く関係の無い立場に置かれていれば、その結果に納得いかない、と思う人が多いでしょう。でも、こうやってゲーム仕立てにして、その結果に関かん与よできる要素を作っておけば、結果の責任の一いつ端たんは自分にあるわけですし、自分はこれだけやったのだから、という理由であきらめもつきます。つまり、納得できるんです」

　本俵は目を見開いた。

「そうか、選挙のようなものだな。自分も投票して、他人も投票した。その結果だから受け入れようと思える。これが、どこかの誰だれかが勝手に決めたことのその結果だけを受け入れろ、と言われたものだったりしたら、納得する人はいないのと同じだ」

　光明はうなずいた。

「そうです。それもあります、でも、本当の目的はそれだけじゃないんです。本当の目的は、楢山高校、桜川女子高、樫森高校の楽しさや魅み力りよくを知ってもらって、生徒数を落とさないためなんです！」

「生徒数を落とさない？」

「どういう意味ですか？」

「私から説明させていただくわ」

　黙だまって話を聞いていた藍山が、進み出た。

「そもそも、この騒さわぎの根本は、桜川町、樫森町、楢山町の三町合がつ併ぺい問題にある、ということはご存じよね？　実を言うと、この合併が本気で動き始めたの。

　まだ議会とかには上がってないけど、三町合同の作業部会が作られて、話がかなり具体的にまとまり始めたわ。今のところ仮だけど「三みつ樹ぎ市」という新しい市の名前も決まっていて、現実的になっているわ。

　そして、その三樹市として最初に打ち出すのが、この高校統廃合問題に対する対策案なのよ。これについては、そこの所くんが、今回のイベントを引き受ける、その交こう換かん条件として、三町の偉えらい人たちに突きつけたんだけどね」

　藍山の言葉を聞きながら、光明に渡わたされたレジュメに、ざっと目を通した本俵と淵田は、あらためて光明の顔を見た。

　その目には、驚おどろきの色が浮うかんでいた。

「……すごいな」

「と、いうか……さすがです……」

　光明は、にっこり笑った。

「そこに書いてあるのは、あくまでも『案』です。決定事じ項こうではありません。三校のうち一つを廃はい校こうにして、残り二校に統合する。今は、それが決定事項です。私たちは、その決定事項をひっくり返そうと思っています。真剣に、一いつ生しよう懸けん命めい戦う姿を見せることは、それをひっくり返す、てこの棒の支点を作ることなのです。

　本当の勝負は、この決戦が終わり、桜川女子高、樫森高校、どちらかの勝敗が決定してから始まります。そのことを理解していただきたかったのです」

　本俵は、うなずいた。

「わかった、この話は、私の胸に納めておこう」

「私もです。この話は、素す晴ばらしい解決策です。しかし、この策が成り立つには、これから始まる勝負の手を緩ゆるめてはならないのですから」

　本俵と、淵田は顔を見合わせると、どちらともなく手を差し出して、がっちりと握あく手しゆをした。

「樫森高校は負けないぞ！」

「ええ、桜川女子高だって負けはしません！」
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　中央公民館のロビーにある大時計の針が午後一時を指した頃ころ。

　メイン会場である中央公民館の前に作られた、大きく「スタート！」と書かれた看板が取り付けられた特設ステージの上に、桜川女子高の生徒会長の華之宮と副会長の淵田。そして樫森高校の生徒会長である真行寺と副会長の本俵が立っていた。

「えーと、桜川女子高の会長さんと副会長さんのお二人はそこに、そして樫森高校の会長さんの立ち位置は、そこです。バミってありますから……」

「バミって？」

　怪け訝げんな顔になった華之宮を見て、フロアディレクターはあわてて言い直した。

「あ、いけね。バミるってのは、立ち位置を決めるってことなんです。フロアに黄色いテープが貼はってありますから、それを目印にしてください。樫森高校の副会長さんは、後から登場していただきますので、カメラに映らない位置にいてくださいね」

「わかりました。私は、デリバリー競争で負けて、刑けい務む所しよ送りになっていますから、最初からここに立つわけにはいかない、ということですね」

　本俵の言葉を聞いた光明は、笑ってうなずいた。

「ええ。最初に私が真行寺君に、樫森高校が獲かく得とくしたポイントの中から、いくらかを保ほ釈しやく金として支し払はらいますか？　と聞きます。真行寺君が承しよう諾だくした後で、本俵君に登場してもらうわけですが……ポイント支払いますよね？」

　光明が聞くと、真行寺は、何をいまさら、という表情でうなずいた。

「当たり前だ。参さん謀ぼうがいないのでは話にならん！　ポイントを支払って刑務所送りになっている他ほかの生徒たちも解放する！」

「しかし会長、それでは手持ちのポイントが……」

　驚おどろく本俵を見て、真行寺は首を振ふった。

「いや、モノポリーの展開次し第だいでは、持っている物件が白紙化されることもあるらしい。再びゲームで取り合うとなれば、最も必要なのは人材だ。確かに手元のポイントは大切だが、必要とあれば惜おしみなく使うべきだと私は思う」

「確かに、会長のおっしゃるとおりですな」

　本俵は、そう言って頭を下げた。

　ステージ上では、インカムをつけたディレクターが、立ち位置を細かく指示していた。

「実際にサイコロを転がして、商店街の中を回る時は、ハンディカメラで追いかけますから、あまり気にしないでも構いませんけど、このステージの上では固定カメラですので……」

「かしこまりました」

「わかりました」

　足元の黄色いビニールテープに目を落とした華之宮と真行寺がうなずいた頃。

　その特設ステージの裏にある出演者控ひかえ室では、出番を待つ芽衣と麻ま衣いの二人を、楢山高校の生徒会の仲間たちが取り囲んでいた。

　芽衣が着ている黒いゴスロリ風のミニスカートの衣装の背中には、黒い小さなコウモリの羽根と、お尻しりに黒い矢印のような尻尾しつぽがついている。

　一方、麻衣の着ている衣装は、真っ白で、袖そで口ぐちと襟えり元もとに、白いふわふわした羽う毛もうのような飾かざりがあり、背中にも白い羽がついている。

　宇う佐さ見みが聞いた。

「最初に聞いた話だと悪魔だったんだけど、天使と悪魔になったの？」

　芽衣は、にっこり笑ってうなずいた。

「うん、アンラッキーカードを引く悪魔が私で、ラッキーカードを引く天使が麻衣ちゃんなの。

　でも、悪魔じゃなくて小こ悪あく魔まってイメージにしてくれって、所副会長に言われたから、その方向性で頑がん張ばってみたんだ！　どう？　堕だ落らくの道に、くらくらっと足を踏ふみ外はずしたくならない？」

「くらくらって言われてもなあ……芽衣ちゃんのミニスカはいいかげん見み飽あきたし……」

「なんですって!?」

　芽衣は眉まゆを逆立てた。

「見飽きたってのはなによ、見飽きたってのは！　人がどんなに努力して、このカモシカのようにすらりと伸のびた足とプロポーションを維い持じしてるのか知ってるの？」

「えー？　努力？　私は太らない遺伝子持ってるからって、いつもケーキとかパフェとかバクバク食べてるけど、どこか僕の見てないところで努力してたの？」

「う、うるさいわね！」

　芽衣はそう言うと、手に持った先せん端たんがフォークのように三つに分かれた、トライデントと呼ばれる銛もりで宇佐見の頭を小こ突づいた。

　その先せん端たんは、金属のように輝かがやくメッキが施ほどこされたプラスチック製なのだろう。宇佐見の頭から「ぽこん！」という音が聞こえた。

「痛いて！」

　頭を押さえてうずくまった宇佐見を見て、文芸部の部長である長なが篠しのが、苦笑いを浮うかべながらたしなめるように言った。

「芽衣ちゃん、ダメよ。それじゃあ小悪魔じゃなくて、ただの悪魔よ。

　いくら小悪魔っぽい衣装を着ても、ケンカ腰ごしじゃあ、小悪魔になれないわよ。そういう時は、しおらしい態度で男の子の心の隙すきに入り込むのよ。

　ああ、この子は俺の思いどおりにできそうだ……と、思わせるような言葉とか態度で、男の子を堕落させていくの。そして、ギリギリのところでひらりと身をかわす！

　男の子は、ずるずると深みにはまっていく自分を自覚しながら、それでもなお憎にくめない……これこそが小悪魔の本領よ」

「さすが、長篠センパイは文芸部ですねえ。男×女の心理を知り尽つくしたアドバイスの仕方が小説っぽいです……あ、でも、長篠センパイの書いている小説だと、男×男ですよね？」

「細かいことはいいの！」

　長篠は、そう言って芽衣をちらっとにらむと、麻衣に向き直った。

　天使をイメージした真っ白な衣装に身を包んだ麻衣は、どこか浮かない顔で立っていた。

「麻衣ちゃんは、幸運の天使なんだから、もっとにこやかな顔してなきゃダメよ？」

「そうだよ！　麻衣ちゃんも、せっかくミニスカ姿になったんだから！」

「でもボクは……女の子の格好が似合わないから……」

　白いミニスカートの裾すそを押さえて、困ったような顔をする麻衣を見て、長篠は首を振った。

「そんなことないわよ、そりゃあ小悪魔風の芽衣ちゃんに比べれば、お色気は少ないけど、その分清せい楚そな雰ふん囲い気きがあって、これはこれで、なかなかのものよ」

「でも……」

　言い訳を口にしようとした麻衣の口をふさぐように、長篠は人差し指を立てた。

「自分を女の子っぽくないって、思い込んでるあなただから、天使の役はぴったりなのよ」

「え？」

　長篠は微笑ほほえんだ。

「知ってる？　天使って、男女の区別が無いの。中性というか女の子の美しさと、少年の美しさを兼かね備そなえた、いいとこ取りのキャラクターなのよ」

　長篠の言葉を聞いた麻衣は目を見開いた。

「あの、それって……本当ですか!?　天使が……女の子でも男の子でもないって……」

「え？　あ、うん、そうよ。神の使いに、明確な区別は無いの。はっきりと決まってるわけじゃないから、青年の姿で描えがかれたり、美少女として描かれたりしているのよ」

「そうですか……」

　麻衣が、そう言って、ほっとしたような表情を浮かべたとき、控え室のドアを開けて、髪かみの毛けをぼうぼうと逆立てて、派手な模様の和服を着込んだ若い男が顔をのぞかせた。

　それは、楢山高校応おう援えん同好会の会長である霧きり島しまだった。

「おーい。天使と悪魔のお二人さん、そろそろリハーサルが始まるよ」

　霧島を見て、長篠が嬉うれしそうに笑った。

「似合ってるわよ、その格好。大おお泥どろ棒ぼうの石いし川かわ五ご右衛え門もんの役は、あなたで決まりね！」

　霧島は顔をしかめた。

「よりによって、なんで俺が石川五右衛門をやんなくちゃいけねえんだ？　最初は『スリの銀ぎん次じ』の役だって聞いたから、引き受けたのに……」

「仕方ないじゃない、スリの銀次ってキャラクターは、あのゲームをやっている人にしかわかんないんだもの。石川五右衛門なら、誰だれが聞いても大泥棒ってイメージじゃない」

「そりゃそうかも知れねえけど……」

「それをあなたがやれば、完かん璧ぺきよ」

「褒ほめてねえだろ」

「あら、褒めてるわよ？　だって私、石川五右衛門、好きだもの。石川五右衛門って、ただの泥棒じゃないのよ？　世をすねたアウトローだけど、権力者に媚こびを売らないストイックな雰囲気が必要なのよ、そう考えればあなたに白羽の矢が立つのは当然じゃない！」

「好きなキャラだから、褒めてるのか？」

「違ちがうわよ。あなたが、好きなキャラに似ているから褒めてるのよ。察しなさいよ」

「なっ!?」

　少し頰ほおを染めながらもあっさりと言い切った長篠に、霧島は慌あわてふためいた。

「麻衣ちゃん麻衣ちゃん、いまの聞いた!?　言い切った！　言い切ったよ！」

「うん、聞いた。自然に言ったね……そっか、これぐらい言えないと女らしくないのか……」

「長篠さん、言うわね……私には言えないわ。きっと恥はずかしさのあまり逃にげ出しちゃうわ」

「まるでドラマみたいです、長篠先せん輩ぱい……」

　口々に感想を言い合う、生徒会の面々。

「こらこらこらっ、私だって、恥ずかしいわよっ！　っていうかそれ以上言わないで！」

　だんだん頰の色が濃こくなって、とうとう長篠が爆ばく発はつした。

「あーっ、もうあんたたち、あっちいけーっ！」

「きゃー噴ふん火かした噴火したー。宇佐見君、麻衣ちゃん、避ひ難なんよ避難ー」

　二人の手をとって、ぱたぱたと駆かけ出す悪あく魔ま姿の芽衣をにらみつける長篠の横顔を見ながら、朋絵は思った。

　──長篠さん、強くなったなあ。

　自分の気持ちに素す直なおになって、飾かざることが無くなれば、人間は強くなれるんだ。

　──私も強くならなくっちゃ。

　朋絵が、胸の中で拳こぶしを握にぎり締しめたその時、控ひかえ室にテレビ局のアシスタントディレクターがやってきた。

「すいませーん！　中ちゆう継けいが始まりますので、出演者の方は特設ステージの方に集まってくださーい！」

「あ、はい、わかりました！」

　朋絵はそう言って頭を下げると、控え室の隅すみっこに逃げていた芽衣と麻衣に声をかけた。

「芽衣ちゃん！　麻衣ちゃん！　出番よ！」




「本放送開始！　ステージからの中継三分前！」

　タイムキーパーの声が響ひびくのと同時に、中央公民館の前に作られた特設ステージの上のライトが一いつ斉せいに点灯した。

　照明の位置や、マイクの位置を調整していたスタッフが工具を抱かかえて、そそくさと特設ステージの上から去っていく。

　ステージの脇わきに置かれたモニターには、メイン会場の中で中継を行っている、アナウンサーが大写しになっていた。

『桜川女子高対樫森高校の、高校の存続を賭かけた実物リアルモノポリー対決！　いよいよ後半戦の始まりです！

　午前中のミニゲームの結果、こちらのスクリーンに映し出されておりますとおり、樫森商店街の六つの物件のうち四つが桜川女子高、二つが樫森高校の物件となりました。

　午後からのモノポリー対決は、四対二、という樫森高校側に圧あつ倒とう的てきに不利な条件で始まることになります……』

　アナウンサーはそこで言葉を切ると、横に座っていた解説者に話を振ふった。

『黄こ金がねさんは、この勝負をどう見ますか？』

『そうですね、確かに物件数を見れば四対二ですが、物件と一いつ緒しよに獲かく得とくしたポイント数を見ると、桜川女子高側が四千ポイントに対し、樫森高校側が二千五百ポイントという結果になっております。

　この勝負は、最終的に持っているポイント数の多い方が勝利するわけですから、何らかの方法でポイントを獲得できれば、樫森高校にも勝ち目があると思われますね』

　解説者はそう言うと、机の上においてあったフリップを立てた。

　モノポリーと同じように縁ふちに四角くマス目が区切られているが、上と下だけで、左右の縁にはマス目がない。

『さて、この樫森商店街モノポリーの概がい略りやく図で、もう一度ルールをご説明しましょう。

　これは真ん中の道路を挟はさんで、向かい合わせに商店が並んでいる様子を略図にしたものなんですが、この上のマス目と下のマス目は、商店街の商店を意味しています。ここに書いてありますけど、このマス目には山仲鮮せん魚ぎよ店てん、銭湯の樫葉湯、ブティック・ライラック、ウサギヤ、そして神明神社と書いてあります。

　それぞれの物件、つまりお店や場所は、すでに所有者が決まっています。中央公民館前の特設ステージ上で、桜川女子高と樫森高校の、それぞれのチームの生徒会長がサイコロを振って、出た数字に合わせて、副会長さんがコマとなってスゴロクのように、実際にこの商店街を反時計回りに回ることになります。

　副会長さんが敵の所有する物件に止まると、物件の評価ポイントの一割を相手に支し払はらわなくてはなりません。自分の所有する物件で止まれば、物件の評価ポイントの一割をもらうか、カードを二枚引けます』

『そのカードというのは、どのようなものでしょう？』

『はい、一周目には関係ありませんが、二周目からは、天使か悪あく魔まの、どちらかが一緒に回ることになります。

　マスに止まるたびに、自分についている天使、または悪魔の持つアクシデントカードを一枚引き、カードに書かれている内容に従わなければなりません。

　天使の持つカードはラッキーカードが多く含ふくまれています。ポイント数が倍になるとか、物件の評価ポイントが上がる、などの有利なカードです。

　そして悪魔の持つカードには、アンラッキーカードが多く含まれています。これには物件の評価が下がってしまったり、せっかく取った物件が白紙化されてしまう、などの損をするカードです。

　ポイント数を大きく左右するカードを引くか引かないか、サイコロの次し第だいで、大きく結果が変わってくるわけです。サイコロを振る、生徒会長の責任は重大ですね』

　モニターの中で、解説者が解説を終えるのと同時に、外にある特設ステージの横では、タイムキーパーが秒読みを始めていた。

「三十秒前……二十秒前……十秒前……九、八、七」

　タイムキーパーの読み上げるカウントは五秒前で無言になり、その代わりに、フロアディレクターが右手の指を折りたたんでいく。

『……はい、では、その責任重大な生徒会長さんたちがいる、中央公民館の前にある特設ステージの方にカメラを回してもらいましょう！　レポーターの中なか村むらさん、聞こえますか？』

　モニターに映っているアナウンサーの言葉が終るのと同時に、フロアディレクターがキューを出し、特設ステージのカメラの赤い表示が点ともった。

　女性レポーターが営業スマイルを浮うかべて、カメラに向かって話し始めた。

「はい！　こちらは、スタート地点の特設ステージです！　ご覧のように、すでに桜川女子高と樫森高校、双そう方ほうの生徒会長さんが待機していらっしゃいます。ちょっとお話をうかがってみましょう。こちらは桜川女子高の生徒会長さんである、華之宮姫ひめ子こさんです！」

　メイン会場のメインモニターに、端たん正せいな華之宮の顔が大写しになると、あちこちから『ほう……』とか『へえ……』という、感かん嘆たん符ふの混じったため息が漏もれた。

「日本人形のような、純和風の美女、という感じのお嬢じようさんですけど、実は薙なぎ刀なたの達人なのだそうです。桜川女子高は、午前中のデリバリー競争で勝利して、大きくリードしていますけど、いかがですか？　これから始まるモノポリー勝負に勝つ自信はありますか？」

　華之宮は、にっこりと笑った。

「ええ、勝つつもりでおります。今、私に与あたえられているこのアドバンテージは、我が桜川女子高の生徒の皆みな様さまの努力によって勝ち取ったものです。その努力の結果を勝利に結びつけることが生徒会長たる私の役目ですから」

「なるほど、さすがは伝統ある桜川女子高の生徒会長さんですね。実に堂々としていらっしゃいます……さて、対するこちらは、六つの物件のうち、四つを桜川女子高に先取され、ポイント数でも圧あつ倒とう的てきに不利な立場に追い込まれた樫森高校の生徒会長、真行寺正之君です！」

　メイン会場のメインモニターに、険しい顔つきの真行寺の顔が大写しになると、これまた、あちこちから、女の子たちの『きゃあ！』とか『ああ……』という歓かん声せいの混じった声が聞こえてきた。

　レポーターに、今の気持ちを聞かれた真行寺は、思いつめたように眉まゆを寄せて話し始めた。

「確かに、我々は午前中に行われた前半戦で、六つの物件のうち四つを失う、という失態を演じました。

　しかし、勝負が終わったわけではありません。我々にはまだ、勝利の可能性が残されています。常に攻せめ続けるモチベーションをもらったと考えればいいだけのことです。逆転勝利という劇的なシーンこそが我々の思い描えがくラストです……！」

　メインモニターに大写しになった真行寺の顔を見て、メイン会場にいた長篠が、朋絵に話しかけた。

「……男の人が、思いつめている表情ってさ、女の子の本能をくすぐるよね」

「思いつめるというか、なんというか、悲ひ壮そう感が漂ただよってるのは事実ね……」

　朋絵の返事を聞いた長篠は、うんうん、とうなずいた。

「そうそう、それよ。悲壮感！　覚かく悟ごを決めた時の男の子の顔って、いいよね！　真行寺君って、ただでさえ、うちの女子や桜川女子高の子の間で人気が高いのに、あんな表情見せたら、きっとみんな騒さわぐわよ！」

「悲壮感ねえ……」

　朋絵は複雑な顔になった。

「それって……光明とは、一番遠いところにあるような言葉ね……」

「うーん、悲壮感を漂わせている所くんって、想像できないよね、って言うか……もし、所くんが悲壮感をみなぎらせていたら、どう見ても『地球終しゆう了りようのお知らせ』よね。みんな、この世の終わりが来るんだ！　って言ってパニックになりそうだわ」

「あいつは、たとえ巨きよ大だいな隕いん石せきが地球に落下するって時でも、へらへら笑ってそうだもんね……」

　そう言って、肩かたをすくめた朋絵を見て、長篠はちょっと真面目まじめな顔になった。

「でもさ、みんなから頼たよりにされている時ってさ、たとえ胸の中で『そんなの無理です！』とか『どうしたらいいのかわかりません！』とか思っていても、言うに言えないじゃない。

　みんなを不安に陥おとしいれるわけにはいかないから、やせ我が慢まんして、ええかっこしいをして『平気ですよ、なんてことないっすよ』って笑うしかないよね？

　だから、そうやって笑えるって、ある意味すごい強いってことなんだと思うよ……覚悟とか悲壮感とか、そういうのを顔に出す方が、もしかしたら楽なのかもしれないよ？」

　そして、長篠は朋絵を見て、いたずらっぽく笑った。

「そうねえ……あなたが、へらへらしている所くんを見て、嫌いやだなあって思うのは、きっと、そのやせ我慢が見えるからなんだと思うな……」

「え？」

「私には、本音を見せてほしいって思ってるってことよ……」

「そう、かな……？」

　少し、首を傾かしげる朋絵。

　だが、ゆっくりと、何度かうなずく。

「……そうかも、しれない……いえ、きっとそうなんだと思う……」

「でも、それってお互たがいさまよね。あなただって、所くんに弱いところとか見せたくないって思っているでしょ？」

「それは……そうかも」

「よね。普ふ通つうそうだと思うわ」

「長篠さんも？」

「え……ええと、まあ、そうね。でも、ほら……私、格好悪いところ、思いっきり見せちゃったし」

「あー……」

　長篠が霧島に『告白』するに至った顚てん末まつを思い出して、朋絵は苦笑いを浮うかべた。確かにあれは格好いいとはお世辞にも言えなかった。

「で、よ。私の個人的な経験も踏ふまえて。そういう部分って誰だれにでもあるけど、その垣かき根ねを下げられるかどうか、ってのが結構大きな問題なのよ」

「垣根……？」

「うん、自分と相手の間にある垣根。

　それって結局、相手を信しん頼らいしているかどうかってことなんだ。

　好きな人に、カッコ悪いところ見せたくない、って思ってるうちは、本物じゃないのよ。

　だってそれって、その人に対しても、防衛しているってことだもの。本物なら、その人に無防備な背中を預けて一いつ緒しよに戦っていけるはずだもの……最近、私、そんな風に思うんだ」

　そして、長篠は笑った。

「朋絵は、所くんにとって、特別な存在になりたいって思ってるでしょ？」

「う、うん、だって、それは誰でも同じだと思うな……相手にとって特別な存在になりたいって思うのは、当たり前じゃない」

「そうだよね、そう考えるのが、当たり前よね……」

　長篠は、そう答えた後で、すっと、表情を引き締しめた。

「でもね、私ね、特別な存在なんかになりたくないんだ、私……あいつの『当たり前』になりたいんだ……」

「当たり前？」

「うん、あいつと一緒にいることが『当たり前』。そして、あいつのために私が何かするのも『当たり前』。そして、あいつが私のために何かしてくれることも『当たり前』。

　特別のことじゃないんだ。当たり前のことなんだ。

　当たり前のことは、いちいち口に感謝の言葉なんか出さなくたっていいのよ。わかっていればいいの、根っこみたいなところで、わかっているってことが伝わればそれでいいの……それが私がなりたい存在なの……」

　その時、メイン会場のメインモニターに、光明の顔が大写しになった。

　──私たちも、根っこで、わかりあえているつもりなんだけどな……。

　どこか、すっとぼけた雰ふん囲い気きを漂わせた微笑ほほえみを浮かべる光明を見て、朋絵が、もう一度小さくため息をついた時、若いアシスタントディレクターがやってきた。

「えーと、所君からの伝言でして……北ほう条じよう姉妹と霧島君の付き添そいをやって欲しいので、特設ステージの袖そでまで来てくれ、とのことです」

「付き添い？」

「ええ、ステージに立つとあがっちゃうかもしれないから、そばについていてやってくれ、ってことみたいですよ」

「そうか、芽衣ちゃんも麻衣ちゃんも霧島君も、本職のタレントじゃないもんね」

「本当ならタレントの人に頼たのむんだろうけど、お金をかけられないから仕方ないんだよね……あの中で、タレント並みの度胸があるのは芽衣ちゃんくらいのものね」

「え？　霧島君は？」

「うーん、ダメねえ。度胸が据わればガンガン行けるけどね、度胸が決まるまでは結構ヘタレなのよ、あいつ。この前もふた……」

　と、何か言いかけて、長篠ははっと口を閉とざした。

「この前も……何？」

「え、ええと……な、何でも、ええ、何でも、ないわよ、うんっ」

　なぜか頰ほおを赤く染めた長篠に、朋絵は首を傾げる。

　──どうしたのかしら？

　考えても、わかりそうにはない。

　一方、長篠の言葉を聞いていたアシスタントディレクターは、笑ってうなずいていた。

「芽衣ちゃんっていうと、あの小こ悪あく魔まの格好の女の子のこと？　うん、あの子は度胸があるよね。美人だし、そのままタレントとしてスカウトされてもやっていけそうだ。

　所君といい、芽衣ちゃんといい、最近のシロウトさんは芸達者な人が多いよねえ」

　朋絵は目を見開いた。

「え？　光明が？」

「光明？　ああ、所君ね。うん、彼はすごいよ。午前中のデリバリー競争の時の解説は見事だったよね。モノポリー競技だって、実質的に彼がＭマスター・オブセＣレモニーをやるようなものだし、うちのディレクターが感心してたよ」

　アシスタントディレクターがそう言って再びうなずいていた頃ころ。

　特設ステージでは、その光明が簡単なルールの説明を行っていた。

「私はゲームマスターと、モノポリーにおける銀行役、つまり物件マスで発生するイベントの裁定と、物件上のポイントのやりとりをやらせていただきます。

　この特設ステージをスタートした両チームには、サイコロを振ふって、その目の数だけ、この商店街の中にあるマスを進んでいただきます。

　自校の所有する物件に止まった場合、評価ポイントの一割をもらうか、もう一度サイコロを振るか、カードを二枚引くか選べます。

　相手の高校の所有する物件に止まった場合は、その物件の評価ポイントの一割を相手に支し払はらわねばなりません。

　ぐるっと一周してきて、先にこのスタート＆ゴール地点に入ってきたチームにはボーナスポイントが支払われ、天使が取り付きます。二番手には悪あく魔まがつくことになります。

　悪魔は悪いことが起きるアンラッキーカードを持っています。悪魔に取り付かれたプレイヤーは、自分の物件マス、相手の物件マスに関係なく、サイコロを振って新しいマスに到とう着ちやくするたびに、悪魔の持つアンラッキーカードを引かねばなりません。

　逆に天使がついたチームは、同じように天使の持つラッキーカードを引くことになります。

　悪魔を追い払はらう方法は二つあります。一つめは、サイコロで良い目を出して相手チームを追い抜ぬくことです。追い抜かれたチームには自動的に悪魔が取り付きます。

　二つ目は、エンジェルカードを引いて、幸運のエンジェルを呼ぶという方法です。幸運のエンジェルが来れば、悪魔は相手のところに向かいます。

　どちらかのチームが三巡じゆんした時点でゲーム終しゆう了りようとなりますが、その時に、持っている物件をすべてポイントに換かん算さんし、手持ちのポイントと合計した、総合ポイントの多い方が、このゲームの勝利者となります。

　判定は基本的にサイコロを使います。六が出ればクリティカル扱あつかいになりマスを六つ進むか、もしくはその場でルーレット、ダーツなどを行う権利を得るか、選せん択たくしていただきます。ルーレットやダーツには、一発逆転の要素が仕込まれていますが、ハズレを引けば、ポイントがマイナスされたり、その場で一回休みになったりしますので、気を抜かないでください。よろしいですね？」

　華之宮と真行寺は顔を見合わせてからうなずいた。

「あなたが作ったゲームで気を抜けばどうなるか、身にしみて理解しています。気を抜けと言われても、抜く気はありません！」

「私もだ！」

「わかりました、ではゲームを始めましょう！」

　光明が、にっこり笑ってうなずくのと同時に、特設ステージに、樫森高校の吹すい奏そう楽がく部が奏かなでる、映画「ファイナルカウントダウン」のテーマ曲が鳴り響ひびいた。
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『さあ、いよいよ始まりました、樫森商店街をステージにした、実物モノポリー！

　これより、順番にサイコロを振っていただいて、スゴロクのように、実際に商店街を回っていただきます！　先せん攻こうは、午前中のミニゲームの結果で負けている樫森高校からです！』

　レポーターの声を聞いて、進み出た真行寺に、光明が話しかけた。

「さて、いよいよサイコロを転がす時が来たわけですが、その前に、樫森高校が保ほ釈しやく金を支払うかどうかをお聞きしましょう。

　ご存じのとおり、午前中のミニゲームで破れたチームの選手は、刑けい務む所しよに送られています。刑務所に送られた選手は、その後一いつ切さいのゲームに参加できません。

　その選手を再び戦力に戻もどすには、一人当たり十ポイントの保釈金を支払っていただきます」

　光明は手元のメモ用紙に目を落とした。

「樫森高校は、樫葉湯で五人、神明神社とブティック・ライラックで合計二十人、そして最後のデリバリー競争のゲームに参加した選手五人の、合計三十人が刑務所に送られていますね……さあ、どうします？　この中から何人を釈しやく放ほうしますか？」

「当然、全員だ！」

　真行寺は胸を張った。

「我が樫森高校は、常に生徒一丸となって目的を達成する！　我々には敗者を見捨てるような価値観は無い！　それが誇ほこりだ！」

「わかりました。では、三十人の戦線復帰を認める代わりに、樫森高校の獲かく得とくポイントから三百ポイントを引かせていただきます！」

　光明の言葉が終わるのと同時に、樫森高校のポイント数を表示していた電光掲けい示じ板ばんの２５００という数字が２２００に変わった。

「これで、樫森高校の戦力は元に戻りました。デリバリー対決に負けたチームのリーダーだった、副会長の本俵君が戦線に復帰します！」

　ステージの袖そでから、強こわ面もてではあるが、ちょっと恥はずかしそうな顔の本俵が出てくると、ステージの周りにいた樫森高校の生徒たちから拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わきあがった。

「待ってました、名参さん謀ぼう本俵！」

「敗者復活したんだからな！　絶対リベンジしろよ！」

「頼たのみますよ！　本俵先せん輩ぱい！」

　本俵に送られる声せい援えんを、特設ステージの裏にある控ひかえ室で聞いていた麻衣は、思わず微笑ほほえんだ。

　──本俵さんって、人気者なんだな。見た目はおっかないけど……。

　その微び笑しようを見た芽衣が、んー？　と考える仕草をしてから、そっと小声で聞いた。

「……ねえ、麻衣ちゃん。もしかして、あの本俵って人のこと好きなの？」

「え？」

　振ふり向きながら凍こおりつく麻衣の顔を見て、芽衣はいたずらっぽく言った。

「隠かくしてもダメよ。私にはわかっちゃうんだから」

「そ、そんなこと、ないよ？　芽衣ちゃんの、気のせいっ、気のせいだよっ」

　すすす、と視線を横にずらしながら、麻衣がそう言うと。

　むにゅ、と麻衣の頰ほおをつまんで、芽衣は、

「えー？　そうかなあ？　麻衣ちゃん、こっち見て言ってよ」

「ひふぁいよ、芽衣ひゃん」

「放したらちゃんと言うのよ？」

　そう言いながら、芽衣がつまんでいる頰を放すと、麻衣は、

「気のせいだってば、うんそうだよ気のせい気のせい」

　だが、麻衣の目はやっぱり横に流れていく。

「……ほら、目が泳いでる」

「あ、いえ、だって、その……えーとえーと……ほ、本俵さんはいい人だよ、いい人だけど、ボクはえっと、あんまり釣つり合ってないって言うか、女の子に見えないし、だからその、隣となりにいると本俵さんが誤解されちゃうって言うか、それは迷めい惑わくかもしれないし、ええとええと……」

　うろたえる麻衣を見て、芽衣は優しく微笑んだ。

「そうかー。お姉ちゃんにも春が来たのかー」

「春って……そんな……っ」

「恥ずかしがることなんか無いじゃん！　誰だれかを好きになるって、いいことだと思うよ？」

　芽衣はそう言うと、麻衣の両手を握にぎった。

「私、麻衣ちゃんの味方だよ！　応おう援えんするからね！」

「うん……ありがと……」

　麻衣が恥ずかしそうにうなずいた頃ころ、そのすぐ隣にある特設ステージでは、光明がディレクターに認められたＭ・Ｃぶりを発揮していた。

「さあ、参謀役の本俵副会長が復帰しました！　桜川女子高チームはどうしますか？　桜川女子高の選手で、現在刑務所に送られているのは、山仲鮮せん魚ぎよ店てんの一人、ウサギヤのカート集め競争で敗北した三十人の、計三十一人です。この選手たちを戦線に復帰させますか？」

　華之宮は、胸を張った。

「当然です！　人材こそが、勝利の鍵かぎを握るのです！　全員分の保ほ釈しやく金を支し払はらいます！」

「わかりました、では桜川女子高の所持しているポイントから、人数分のポイントを引かせていただきます」

　光明の言葉と共に、電光掲示板に表示されている桜川女子高の数字が３６９０に変わった。

　光明は数字を確かく認にんした後で、あらためて声を張り上げた。

「さあ、双そう方ほうともに選手が戦線復帰しました！　いよいよ、樫森商店街モノポリーの始まりです！　午前中のミニゲームで、奮ふん闘とうむなしく成績が及およばなかった樫森高校チームの先せん攻こうで競技開始です！　まず樫森高校の生徒会長、真行寺君に最初のサイコロを振っていただきましょう！」

　光明はそう言うと、足元に置いてあった、一辺が六十センチほどもあるウレタン製の大きなサイコロを真行寺に差し出した。

　真行寺がそれを受け取るのと同時に、吹すい奏そう楽がく部のパーカッションが『ダラララララララ！』というドラムロールを始めた。

　真行寺は、特設ステージの中央にある巨きよ大だいスクリーンに映し出されている、樫森商店街ゲームボードを見上げた。

　──中央公民館から反時計回りに進むと、四番目のマスに樫森高校の物件となった『山仲鮮魚店』がある。

　あそこに止まれば、我々に有利なカードを引くことができる……六を出して、ダーツで勝負してポイント数を稼かせぐか、そのどちらかだな……。

　真行寺は小さくうなずくと、サイコロを持ち上げて叫さけんだ。

「出ろ！　四か六！」

　渾こん身しんの気合いと共に真行寺が投げた、ウレタンで作られたサイコロは、ぼうん！　と一回ステージの上を跳はねた後で、ころころと転がって止まった。

　ステージのサイコロの挙動を見ていた吹奏楽部の指揮者の合図と同時に、シンバルが『ジャーン！』と鳴り、レポーターとハンディカメラが止まったサイコロに駆かけ寄った。

　サイコロは「六」の目を出して止まっていた。

「おおっと！　なんと、いきなり『六』が出ました！　すごい！　これは真行寺君の勝利にかける執しゆう念ねんが成した業わざでしょうか！　クリティカルが出ろ、と念じたそのとおり、見事にクリティカルです！」

　特設ステージの周りで、固かた唾ずをのんで見守っていた樫森高校の生徒たちから、大だい歓かん声せいが上がった。

「すげえ！　さすがは真行寺会長！　強運の持ち主だ！」

「いきなりクリティカルかよ！　こいつは幸さい先さきいいぞ！」

「ちくしょー！　なんか、勝てそうな気になってきたぜ！」

　華之宮の脇に立っていた、副会長の淵田がつぶやいた。

「さすがに勝負強い……」

「少しくらい頑がん張ばってもらわないと、張り合いがありませんからね……ちょうどよかったのではありませんこと？」

　自信ありげに微笑ほほえむ華之宮を見て、淵田は思った。

　──華之宮の、この強気は、リーダーとして見習うべきかもしれないわね。

「さすがですね。では、六を出してクリティカルとなった真行寺君には、選せん択たく肢しが与あたえられます。さあ、どうします？　このまま六つマスを進むか、それともダーツに挑ちよう戦せんするか……」

　光明の問いかけに、真行寺は後ろにいた本俵に振ふり返った。

　本俵は即そく答とうした。

「ダーツを選せん択たくしましょう。このゲームは三巡じゆんした時点で終しゆう了りようとなります。先を急げばボーナスがあるとはいえ、今はとりあえず手持ちのポイントを増やすことを考えた方がよろしいかと……」

「うむ、私もそう考えていた」

　真行寺は、そう答えて小さくうなずくと、光明に向き直った。

「我々は、ダーツに挑戦する！」

「わかりました。では、ダーツの的を持ってきてください！」

　光明の言葉を聞いたアシスタントディレクターが、ダーツの的となる直径一メートルほどの大きな円えん盤ばんを特設ステージに押し出して来た。

　円盤の中は、円グラフのように放射状に色分けされて仕切られている。

　光明はその的の前に立って説明を始めた。

「これが、ダーツの的になります。この青いエリアは全体の面積の二分の一に当たりますが、ここに矢が当たれば百ポイントのボーナスポイントを獲かく得とくできます。

　次に、この緑のエリア、これが四分の一で、二百ポイント。黄色のエリアが八分の一で三百ポイント。そしてこの十六分の一を占しめる赤いエリアに当たるとマイナス五百ポイント。しかし、この同じく十六分の一を占める白いエリアに当たると、今現在所持しているポイントが二倍。という配分になっています」

　そして光明は、にやっと笑って付け足した。

「さて、サイコロでクリティカルを出した樫森高校チームには、このダーツに挑戦する権利がありますが、今、持っているポイントの中から、三百ポイントを支し払はらうことで、このダーツで獲得するポイントを、三倍にする権利を得ることができます。

　しかし、その場合、このダーツの的は回転します。つまり、この一番広い青いエリアに当たれば、百の三倍、三百ポイントですから、獲得できるポイントはプラスマイナス、ゼロです。

　当然、狙ねらった所に当てるのは難しいでしょう。そして、マイナスエリアに当たれば、マイナスされるポイント数も三倍、つまり千五百ポイントを失うことになります。

　でも、白いエリアに当たれば、手持ちポイントが一挙に二×三倍！　つまり六倍のポイントになります！

　さあ、どうしますか？　三百ポイント支し払はらって、一いつ攫かく千せん金きんを狙いますか？　それとも、このまま的を回さずに、地道に狙いますか？」

　真行寺は、ためらわなかった。

「よし、三百ポイント支払う。三倍の権利をくれ！」

　その言葉を聞いた観客から「おおーっ！」という感かん嘆たんのどよめきが上がった。

「わかりました。さすがは真行寺君、ためらう気配もありませんでしたね」

　光明がそう言って感心してみせると、真行寺は、当然だ、という風にうなずいた。

「我々は桜川女子高に大きく後おくれを取っているからな。守りに入るわけにはいかんのだ。この状じよう況きようをひっくり返すには、大だい胆たんに、大胆に、常に大胆に行動しなければならん」

　光明は、うなずいた。

「なるほど、勝利を得るには、フリードリヒ大王の言葉のとおり、ということですね。ではスコアから、まず三百ポイントを引かせていただきます」

　電光掲けい示じ板ばんの２２００という数字が１９００に変わった。それと同時に、ダーツの的である円盤が、ぐるぐると回り始めた。

　光明は手に持っていたダーツの矢を真行寺に差し出した。

「では、どうぞ、泣いても笑っても一回限り！　的から外れても、やり直しはできません！」

　真行寺が小さくうなずいて、ダーツの矢を手に取るのと同時に、再び「ダララララララ！」というドラムロールの音が響ひびき渡わたった時。

　メイン会場では、真行寺の決断を見ていた解説者が、解説を加えていた。

『真行寺君の決断は、もっともですね。あのダーツの的の一番面積の大きい、つまり当たりやすい場所に矢が当たったとしても、プラスマイナスゼロで損はしません。確かにマイナスのエリアに矢が当たる可能性もありますが、それよりも、明らかにプラスになるエリアの方が広いわけです。負けている樫森高校としては、ここは狙うのが当然でしょうね』

『なるほど。つまり、樫森高校は序じよ盤ばんでいきなり大きなチャンスをつかんだ、ということなわけですね？』

『そういうことになります。さあ、いよいよ、真行寺君が、ダーツの矢を投げますよ。運命の矢の行く先を見守りましょう』

　解説者の言葉が終わるのと、真行寺がダーツの矢を頭の横に構えるのは同時だった。

　的は、かなりの速度で回転している。

　弓きゆう道どうの心得のある真行寺は、目を細めて、的の中のエリアを見分けようと試みたが、すぐにあきらめた。

　──ダメだな。速すぎて目が追いついていかない。あの速度を見切って矢を命中させるのは不可能だ。

　小こ賢ざかしく狙いをつけようとなど思わずに、自分の運の良さを信じて、思い切って投げた方が良い。

　真行寺は、自分自身に言い聞かせるように小さくうなずくと、肘ひじの関節を軸じくにして、上じよう腕わんだけをテイクバックし、振ふるようにしてダーツの矢を投げた。

　矢は、ゆるやかな弓なりの軌き道どうを描えがいて、回転している的に刺ささった。

「ジャーン！」というシンバルの音と共に、的の速度が落ちていく。

　食い入るような眼めで、その的を注視していたのは、特設ステージの上に立っていた真行寺と本俵だけではなかった。

　華之宮と淵田も、光明も、ステージの周りにいた観客も。その場にいた全員の視線が回転を落とし始めた的に集中していた。

　本俵は、両手の拳こぶしを握にぎり締しめたまま、的をにらみつけていた。

　──どうだ？　青に刺さっていれば、プラスマイナスゼロだ。せめて緑か黄色に刺さっていてくれれば、少しでもポイントが稼かせげる。

　物件の数で負けている我々は、この後商店街を回る時に、相手物件のマスに止まる可能性が高い。

　そこで引くカードは、おそらくポイントがマイナスになるイベントが起こるカードだろう。そう考えれば、今、ここでポイントを稼いでおいた方がいい。

　その、俺の決断は間ま違ちがってはいないはずだ！

　やがて、ダーツの的がゆっくりになり、矢が当たっている場所の見分けがつくようになった。

　矢は……マイナス千五百ポイントとなる、赤いエリアに刺さっているように見えた。

　──くそ！　裏目に出たか！

　ステージの前にある観客席のあちこちから「うおぅ！」とも「うぐう!?」ともつかない悲ひ嘆たんの混じったつぶやきが聞こえた。

　光明と、ハンディカメラが、ダーツの的に向かった。

　特設ステージのメインスクリーンに、ハンディカメラが捉とらえたダーツの矢のクローズアップが映し出される。

　ダーツの矢は、黄色のエリアと赤のエリアのほぼ境界線上に刺さっていた。

　──どうだ？　赤か？　それとも黄色か!?

　本俵は、息を止めてダーツの的に顔を寄せて確かく認にんしている光明を見つめていた。

「ふむ……」

　光明は、小さく首をひねると、芝しば居いがかった仕草で、学生服のポケットから大きな虫むしめがねを取り出し、それでダーツの矢の先せん端たんを覗のぞき込んだ。

　その光景を見ていた真行寺が、ふっと小さくため息をついた。

「さすがだな……」

「何がです？」

「あの、パフォーマンスだ。ダーツの矢が当たった場所を確認するだけなら、あんな虫めがねは必要ない。あれは、自分の下した裁定が、正確で公正であることを見ている人間に印象付け、説得力を与あたえるための小道具だ。

　彼は、自分の行動が他人からどう見られているのか、ということを常に考えて行動している。それはつまり、人を使う能力に長たけているということだ……」

「人を使う能力……ですか？」

「そうだ。他人に信しん頼らいされる能力と言い換かえてもいいだろう。どんなに正しくて真実であっても、信頼の置けない人間の言うことを信じる者はいない。彼はそれを知っている」

　虫めがねでダーツの矢を見ていた光明は、顔を上げて、メインスクリーンに映し出されているクローズアップの画面を確認してから、にっこりと笑って真行寺たちに向き直った。

「おめでとうございます！　ダーツの矢は、黄色のエリアに入っています！　三百ポイントの三倍、九百ポイントが樫森高校の得点となりました！」

　光明の言葉が終わるのと同時に、樫森高校の得点を示す電光掲けい示じ板ばんの数字が、２８００に跳はね上がった。

　ステージの上で右手を上げ、ガッツポーズを見せる真行寺に、観客席にいた樫森高校の生徒たちから再び拍はく手しゆと歓かん声せいが飛んだ。

「すげえ！　保ほ釈しやく金を支し払はらった分を全部取り返したぞ！」

「いや、それどころか、始まった時よりも三百プラスだ！」

「さすがは真行寺会長だ！」

「逆転勝利目指して反はん撃げき開始だ！」

「どうやら真行寺君の運の強さは、本物のようですね……」

　盛り上がる樫森高校の生徒たちを見て、少し焦あせったようにつぶやいた淵田に、華之宮は首を振ってみせた。

「いいえ、単に運が強いのではありません。あれは決断力です。必要な時に打って出ることのできる積極性が、運を呼び込むのです。

　リーダーたるものは、ああでなくてはいけません。まさしく、私の敵としてふさわしい相手ですわね……」

　華之宮はそう言うと、光明に向かって一歩進み出た。

「次は、私たちがサイコロを振る番ですわね？」

「はい、そうです。樫森高校チームは、六マス進む代わりに、ダーツを選せん択たくしましたから、このスタート地点から動いていません。次は桜川女子高チームの番です」

　光明は、そう言うと、足元にあったウレタン製のサイコロを持ち上げて、華之宮に手て渡わたした。

「白い、大きな、サイコロ……おにぎりのようなこのサイコロが、我が桜川に幸運を呼んでくれるはずです」

「何か？」

　華之宮のつぶやきを耳にして、光明がたずねると、

「いいえ。ただの願がん掛かけですわ」

　と、華之宮は受け流した。

　サイコロを両手に持って一歩進み出た華之宮に、観客席から桜川女子高の生徒たちの黄色い声せい援えんが飛ぶ。

「華之宮会長！　がんばってー！」

「こっちもクリティカル出しましょう！」

　華之宮は声援を送る生徒たちに向かって、にっこり微笑ほほえんだ。

　その華之宮の後ろで、淵田は両手の指を胸の前で組んで念じていた。

　──四は出さないで！　四番目のマスは樫森高校の物件よ！　あそこに止まったら、樫森高校を勢いづかせることになる！　その流れだけは、なんとしてでも阻そ止しして！　お願い！

　実際、四でさえなければ、どの目でも問題はない。一・二・三なら樫森の前に出られるし、五ならば樫森の物件を踏ふんでしまうリスクがなくなる。六が出たなら、前に進んでもいいし、樫森のようにダーツに挑ちよう戦せんしてもいいのだ。四でさえなければ、桜川有利は動かない。

　そんなことを計算している淵田の前で、華之宮は息を止めてサイコロを投げた。

「えいっ！」

　すかさずハンディカメラを持ったカメラマンがサイコロを追う。

　サイコロは、大きく一回バウンドしてから、ころころ、と二回転し、三回目の回転の途と中ちゆうで「五」の面を上にして元に戻もどった。

「サイコロの目が出ました！　五です！　では、桜川女子高チームは、このスタート地点を出て、五マス先まで進んでいただきます！」

　華之宮と淵田はお互たがいの顔を見合わせると、安あん堵どのため息をついた。

「四が出なくて、ほっとしましたわ」

「ええ……」

　華之宮はそう言ってうなずいた後で、真行寺を見て、にっこり笑った。

「では、後からごゆっくりどうぞ」

　華之宮の皮肉を聞いた真行寺は、にやりと笑って言い返した。

「うむ、露つゆ払はらいご苦労！」

　華之宮の視線と真行寺の視線が、一いつ瞬しゆん、激しく火花を散らした。

「その虚きよ勢せいがどこまで通じるか、楽しみにしていますわ」

　それを見ていた本俵と淵田の表情が凍こおる。

　──さすが見事な心理戦。だが、空気が気まずいですぞ、会長！

　──さっきのお昼ご飯のおにぎりは、なんだったのよ！

　淵田の後ろに、アシスタントディレクターが駆かけ寄ってたすきを回し、背中には校章をつけた旗指物をくくりつけた。

　本俵にも同じようにスタッフが駆け寄って、旗指物をつけている。

　これは、ゲーム盤ばんでのコマの役をするふたりがテレビの画面上でも目立つように、という配はい慮りよだ。

　準備が終わった淵田を見て、華之宮が胸を張って、商店街を指差した。

「淵田さん！　お行きなさい！」

「かしこまりました、行ってまいります！」

　淵田はそう言って、元気よく走り出した。

　ハンディカメラを持ったカメラマンが、あわてて淵田の後を追う。

『さあ、いよいよ、モノポリーのゲームボードとなった樫森商店街を、桜川女子高の副会長、淵田美津子さんが回り始めました！　彼女の運命は、ステージ上の生徒会長の華之宮姫子さんが振ふるサイコロにかかっています！　出で遅おくれた樫森高校は、追いつき、追い抜ぬくことができるのか！　先にこのステージに帰ってくるのは、果たしてどちらなのか！　目が離はなせません！』

　メインスクリーンに映った実じつ況きようアナウンサーのナレーションを聞きながら、真行寺は、ゆっくりとサイコロを手に取った。

「これからが本番だ！　行くぞ、本俵！」

「はい！」

　本俵は、短く答えて胸を張った。







[image: 第三章　駄菓子と菓子]




「樫森高校生徒会長、真行寺正之、参る！」

　真行寺はそう叫さけぶと、サイコロを抱かかえて、勢いよく放ほうり投げた。

　二、三回バウンドして、ころんと転がったサイコロの目は三を示していた。

「三か……思ったより出なかったな」

　悔くやしそうな顔をする真行寺を見て光明が、にやっと笑った。

「おやあ？　いきなり三が出ましたねえ。これは幸さい先さきいいというかなんというか、ちょっと面おも白しろいことになりました。物件数で負けている樫森高校には朗報かもしれません！」

「朗報だと？」

　光明は、目を輝かがやかせる真行寺に、うなずいてみせた。

「そうです！　では、とりあえず、本俵君に三番目のマスまで行ってもらいましょう！　すべては三番目のマスで明らかになります！」

　光明の思わせぶりな言葉を聞いた本俵は、少し不安そうな表情で、真行寺に一礼した。

「では、行って参ります！」

「うむ、気をつけてな！」

　本俵は、再び一礼すると、小走りに商店街を走り始めた。

　黒い学生服姿のずんぐりとした体形の本俵が、背中に立てた旗指物をはためかせて、のっしのっしと走る姿は、妙みように迫はく力りよくがあった。

　商店街の歩道には、白い幅はば広ひろテープが張られて、店てん舗ぽごとにマスが区切られている。




　──ひとつ、ふたつ……。

　本俵がステージを出て、三さん軒げん目のマスに足を踏ふみ入れた時。

　ぱんぱかぱーん！

　足元に目立たないように置かれていたスピーカーからファンファーレが鳴り響ひびき、いきなり、閉まっていた店舗のシャッターが、びっくり箱のように、ガラララララッ！　と開いた。

「うわあ!?」

　さすがの本俵も、これにはたまげて飛び退のいた。それを見て、シャッターの中にいた長篠が、にっこり笑った。

「おめでとうございます！　隠かくし物件『鈴すず木き商店』にようこそ！」
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　目を丸くする本俵と、にこにこ笑う長篠が大写しになったメインスクリーンを見て、ステージ上の真行寺と華之宮が怪け訝げんそうに顔を見合わせた。

「隠し物件だと？」

「なんですか、それは？」

「鈴木商店……日につ商しよう岩いわ井いの前身になった貿易商……ではなさそうだな」

　真行寺は首をひねった。

　今回の勝負が商店街を利用したモノポリーと決まってから、華之宮も真行寺も、両校の生徒会はすべての商店をリストアップして選手役の生徒とミニゲームの対策を講じてきた。

　その中に『鈴木商店』なる店名が果たしてあっただろうか──？

　首をひねる二人を見て、光明が笑いながら答えた。

「はい、鈴木商店とは、いま樫森高校の本俵君が止まったエリアにある駄菓子屋さんです」

「そうか！　駄菓子屋だったか！　ああ、そういえばあそこにあったな、おばあちゃんが店番している店だった」

「ええ、私も思い出しました。『駄菓子屋』の方で記き憶おくしていましたから。ちゃんと屋号がありましたのね」

　二人の会話をモニター越ごしに聞いていた駄菓子屋のおばあちゃんが、怒おこったように答えた。

「ふん、最近の若いモンは、都会のちゃらちゃらしたブランドの名前は覚えても、地元の駄菓子屋の名前なんか覚えもしないのかね？」

　いつもは店の奥に引っ込んでいる駄菓子屋のおばあちゃんこと、鈴木充みつ恵えさん、七十歳は、いつものように憎にくまれ口をたたいた。

「あ、いや、申し訳ない。部活動の後、何度も利用させていただいているのだが……正直、今回のゲームで調べるまでは店名は知らなかった」

　本俵が大きな図ずう体たいを小さくして謝る。頭を下げるたびに、背中の旗指物がピコピコと揺ゆれる。

「といっても、この看板では店の名前を読み取るのも難しいですね」

　淵田が目をすがめるようにして駄菓子屋の瓦かわら屋や根ねにかけられた看板を見る。いったいいつから掲かかげられていたのだろう、風雨にさらされて黒ずんでおり、よほど目をこらしても最初の鈴の字が読めない。

「はん、冗じよう談だんだよ。戦後すぐにここに店を開いて五十年。店もあたしも駄菓子屋と駄菓子屋のおばちゃん以外の呼ばれ方したことはないよ、まあここ最近は、おばあちゃん、だがね」

　店の前に持ち出した丸椅い子すに座ったまま、おばあちゃんが口を開けて笑う。

「それで、ウチでやるゲームの内容はなんだったかね？　いんべぇだぁゲームでもやるかね？」

　おばあちゃんが、ばんばん、と年代物のテーブル型の筐きよう体たいを叩たたくと、画面を暗くするために置かれた段ボール箱が、ぽんぽん、と小さく跳はねた。

「それも魅み力りよく的ですが、今回そちらでやってもらうゲームは『おやつは五百円まで！　バナナはおやつに入りません！　遠足に持っていくお菓か子しベストチョイス競争』なんです」

　光明は、そう答えながら、ミニゲームのタイトルが書かれたフリップを取り出した。

「なんと！　このミニゲームは、この駄菓子屋でやるのか！」

「ええ、私もてっきり、コンビニかスーパーマーケットでやると思ってました。駄菓子屋は予想外ですわね……」

　光明はうなずいた。

「ええ、対戦する両校には、準備や選手を選せん抜ばつするために、あらかじめミニゲームのタイトルとどんなゲームをするのかを、お教えしてありましたからね。でも、そのゲームをどこでやるかはお教えしていませんでした。これはサプライズ企き画かくです！」

　華之宮は、自信ありげに笑ってみせた。

「ちょっと驚おどろきましたけど、序じよ盤ばんでこのミニゲームとは幸先よろしいですわね。駄菓子屋とスーパーマーケットでは、品しな揃ぞろえこそ違ちがいますが、お菓子はお菓子です。このゲームこそ買い物好きと、スイーツ好き、という女の子の本領発揮のゲームですわ！」

　だが、それを聞いた真行寺も黙だまってはいなかった。

「何を言うかと思えば笑しよう止し千せん万ばん！　女子が好むスイーツとは、小こ洒じや落れた上品ぶった、高価な割にはどれも代わり映ばえしない、生クリームと生チョコレートの素材の味だけに頼たよった、甘味油ゆ脂しのカタマリのような菓子ばかり！　我ら男子は、日々、部活の後で、この駄菓子屋の店先で値段と量を天てん秤びんにかけて逡しゆん巡じゆんしているのだ！　コストパフォーマンスにかけては、我々の右に出るものはおらん！　この勝負、地の利を生かした我が樫森高校が、もらう！」

　華之宮と真行寺が、互たがいに一歩もゆずらず、にらみあう。

　光明は、にこにこ笑いながらルールの説明を始めた。

「このゲームの内容は、まさしくタイトルのとおりです。両校の選手には五百円の予算で、あの駄菓子屋さんにあるお菓子を選んでもらいます。

　審しん査さ員いんは、この中央公民館に来ている観客の中からランダムに選んだ小学生十一人です。

　ランダムとはいえ、出身が偏かたよらないように、樫森町の小学生だけでなく、桜川町、楢山町の小学生も含ふくまれています。

　桜川女子高と樫森高校、両チームが選んだ五百円分のお菓子を、ここに持ってきてもらって、小学生たちに来週ある遠足に自分が持って行くなら、どっちのお菓子セットを選ぶか、それを選んでもらいます。より多くの小学生が選んだ側が勝利です。各校選手は一人。制限時間は十分です」

　メインスクリーンの映像が切り替かわり、駄菓子屋の前に立つ本俵と淵田、そして女性レポーターが映った。

「さあ、いきなり始まった隠かくし物件の鈴木商店を巡めぐって、再度ミニゲームのバトルが始まりました！　樫森高校の本俵君、このゲームに挑ちよう戦せんする選手は決まっていますか？」

　本俵は、自信ありげに小さくうなずいた。

「はい、我が樫森高校は、選手として古こ是ぜ半はん輔すけを選抜いたします！」

　本俵の言葉と、仲間の声せい援えんと共に、駄菓子屋の前に現れたのは、小太りの少年だった。

　選せん手しゆ控ひかえ室のある、中央公民館から駄菓子屋までの数十メートル走っただけで、ふうふうと息を切らし、額から大おお汗あせをかいている。

「はふぅ、ふぅ。古是半輔、ご指名を受けて参上しました。駄菓子選びならば僕にお任せください！」

　レポーターが、本俵にマイクを突つきつける。

「こちらの古是君は、駄菓子の専門家なのですか？」

「ええ、彼は、駄菓子研究家でして。我々が知っている駄菓子のルーツを知るために、わざわざ製造元まで行って、職人さんに話を聞いたりしているんです。駄菓子と言えば彼の右に出るものはいません！」

「へえ、すごいですねえ。ちょっと、そのこだわりぶりを聞いてみましょう」

　レポーターはそう言うと、古是にマイクを向けた。

「この店先に並んでいる駄菓子のなかで、何か面おも白しろい逸いつ話わのある品物はありますか？」

　古是は、店頭を見回すと、手前にあった小さなチョコレートを手に取った。

「えーと、じゃあ、このチョコレートについてちょっとお話をします。このチョコは、俗ぞくにポン菓子と呼ばれている、パフライスをチョコレートで固めたもので、僕たちが子供の頃ころからずっとある品物なんですけど、昭和Ｂ級文化研究家の串くし間ま努つとむさんのお書きになった『ザ・駄菓子百科事典』という本によると、これって関東がメインなんです。東のライスチョコ、西のチロルチョコ、と言われていまして、関東の人間はチョコの中のパフライスのサクサク感を好み、関西の人間はチョコの中にヌガーと呼ばれる、柔やわらかい飴あめの入ったチロルチョコの方が好きなんですね」

　レポーターは目を丸くした。

「なんと、そんなところにも、関東と関西の違いがあるんですか！」

「そうなんです。後、その本に載っていた面白い話というと、このあんずボーというお菓子ですね。見てのとおり、透とう明めいなチューブの中にシロップ漬づけのアンズを細かく切って入れただけのお菓子です。これとか、同じようにチューブに入った色とりどりのジュースがありますよね？

　あれを凍こおらせて食べる、という食べ方を考え出したのは、実は店に来ていた子供たちだったんです。

　アイス用の冷れい凍とう庫こに入れて凍らせてもらう、というやり方が自然発生的に子供たちの間に広まって、メーカー側の方で「ああ、そういう食べ方があったのか！」と、気がついて夏場の出荷が増えたんだそうです。今では、凍らせて食べるのが当たり前になっちゃってますけどね」

「へえ、知りませんでした！　そうだったんですか！」

「身近なもので、ごく普ふ通つうにそういうものだ、と思っていることが、実はその地方だけの常識だったりして、色々調べてみると面白いですよ」

　古是が話している間に、後ろの方で携帯電話を開いて情報を見ていた淵田が、ぱたりと携帯を折りたたんだのを見計らって、レポーターはマイクを向けた。

「さあ、思わぬ強敵が現れましたが……対する桜川女子高はいかがでしょう？　古是君の知識に勝てそうな選手の方はいらっしゃいますか？」

　淵田は、自信ありげに微笑ほほえんで胸を張った。

「ええ、我が桜川女子高にも、お菓か子しの専門家はおります！　確かに駄菓子の種類や歴史、という部分には疎うといかもしれませんが、この勝負は、うんちくのクイズ大会ではありません！　限られた予算で、いかにリーズナブルなお菓子をそろえるか、という勝負です。

　我が桜川女子高は、安あん東どう麻ま里り亜あさんを選びます。麻里さん、よろしくお願いします！」

　選手控ひかえ室のエリアから、黄色い歓かん声せいが上がった。選手の輪の中から、優ゆう雅がに一礼して現れたのは縦ロールの髪かみが似合いすぎる、絵に描かいたようなお嬢じよう様さまだった。

「マリー様、がんばってー」

「男子なんかに負けないでください！」

　駄菓子屋の前まで、ゆっくりとした歩調で進んだ安東麻里亜は、駄菓子屋のおばあちゃんに、そして本俵と古是にも優雅にお辞じ儀ぎをする。

「お手て柔やわらかにお願いいたしますわね、古是さん」

　少しきつめだが派手な美び貌ぼうの少女に、古是は気け圧おされたように一歩後ずさった。

「あ、はっ、はい！」

　メインスクリーン越ごしにその様子を見ていた真行寺が、思わず眉まゆをひそめた。

「うーむ、いかんな。古是め、いきなり気を吞のまれておる……臆おくして判断ミスがなければいいが」

「あら、そちらの選手の方は、あまり女子に免めん疫えきがないようですわね？」

　この勝負いただいた、という顔で華之宮が真行寺を見たが、真行寺はそれに気づかず、メインスクリーンに大写しになった安東に視線を向けたまま答えた。

「我が樫森高校は男子校だからな、ましてや校風が質しつ実じつ剛ごう健けん、という硬こう派はな高校だ。三年間の高校生活で、ただの一度も女の子と言葉を交かわさぬまま、という人間もいる。

　あの安東麻里亜という女子、恐おそろしいまでの美貌と迫はく力りよくだな。あれでは少々免疫があっても圧あつ倒とうされるのは仕方ない……」

　と、そのつぶやきを耳にした瞬しゆん間かん、華之宮の形のよい眉が、すっとつり上がった。

「あら、真行寺会長は、ああいう派手な女性がお好みなのですか？」

　声にも、心なしか棘とげがある。

「いや、派手な女性、というのは、あまり良い表現ではないな。華はなのある女性、と呼ぶべきだろう」

　真行寺は、華之宮の冷たい視線や棘のある言葉に含ふくまれた気持ちに、まったく気づくことなく安東を誉ほめた。

「まあ。そうですの？」

　さらに、華之宮の眉の角度が、きつくなる。その下の目も、少し細くなったような……。

「人の目を惹ひきつけずにはおかない、華があると思うぞ」

「あらあら、素す晴ばらしい評価ですわね」

　その会話をステージ裏の控え室のモニターで見ていた朋絵は、思わずため息をついた。

　──うわー、華之宮さん、にらんでるわ。

　確かに、自分を差し置いて、目の前で異性に別の同性の美貌を誉められるのって、あまり良い気分じゃないものね。

　それにしても、鈍どん感かんというか、フラグクラッシャーというか……どうして、男の子って絶望的に鈍にぶいんだろう？

　戦せん々せん恐きよう々きようとふたりの様子をうかがっていた朋絵はそんな風に考えながら、光明の表情を見た。モニターに映った光明は、真行寺を見て『やれやれ……』という表情をしていた。

　──あいつ。自分のことには鈍感なくせに、他人のことはちゃんと見ているのよねえ……。

　朋絵が小さくため息をついたとき、駄菓子屋鈴木商店では、お菓子選びが始まっていた。

「さあ、始まりました！　おやつは五百円まで！　バナナはおやつに入りませんゲーム！　制限時間は十分！　迷っている暇ひまはありません！　審しん査さ員いんは小学生です！　小学生が遠足に持っていくためのお菓子セットを五百円以内でそろえなければいけません！

　一点豪ごう華か主義で行くのか！　それとも、安いお菓子を数そろえる、戦いは数だ！　方式か！　選ぶセンスが試ためされます！」

　レポーターのナレーションを背中で聞きながら、駄菓子屋の店頭に並ぶ菓子の山を見て、古是は考えていた。

　──遠足のおやつというのが、このゲームのポイントだ！

　どういう順番で、どれから食べるのか、その流れをシミュレートして、それに合ったお菓子を選ばねば！　そう、子供たちにとって、おやつはコース料理なんだ！

　一方の安東も、同じように店先に並ぶ菓子の山を見て考えていた。

　──遠足のおやつというのが、このゲームのポイントね！

　遠足というイベントでは、普ふ段だん、学校で食べることのできないお菓子を、堂々と食べることができる。そして、それは一人で食べるものではない。ということよ！

　友達に見せることのできる、華のある、人目を引くお菓子こそが求められているに違ちがいないわ！

　華、それは「生け花」に通じるもの。主役を中心にした、「脇わき」、「添そえ」、「控え」で構成されたおやつを作り上げるのよ！

　二人は同時に力強くうなずくと、駄だ菓が子し屋の店内に突とつ撃げきした。

　古是は、持っている籠かごの中に、次々に駄菓子を放ほうり込み始めた。

　──まず味の組み立てだ。最初にどれを食べて、次にどれを食べるか。それを考えてまずお菓子をそろえよう！　値段の計算は、後だ！

　安東は、駄菓子屋の中に並ぶ、二十円三十円という菓子には見向きもせずに、高いメーカー品の菓子に手を伸のばした。

　──まず、主役を選ぶのよ！　遠足というハレの日の主役！　そしてそれを支え、引き立てる脇わき役やく！　予算のなかで、どれだけ豪華なメンバーをそろえるか、それが腕うでの見せ所よ！




　やがて、制限時間が過ぎた。

「はい、時間が来ました、そこまでです！」

　長篠が右手をあげて宣言したとき、すでに両校選手は菓子を選び終えていた。

「では、小学生の審査員の方に審査をしていただく前に、値段が制限をオーバーしていないか確かく認にんしてもらいます。鈴木店長、お願いできますか？」

「店長だなんて、よしとくれよ」

　長篠の言葉を聞いた駄菓子屋のおばあちゃんは、面おも映はゆそうな顔でそう答えると、年代物のそろばんをパチパチとはじきながら、大きな皿の上に並べられた菓子を確認し始めた。

「えーと、ラムネが二十円、のしイカが三十円、ガムは十円……と。

　うん、男の子の方が、税込み四百八十二円。女の子の方は、税込みで五百円ぴったりだね」

「では、金額を表示します！」

　長篠が、紙にマジックで大きく値段を書いてそれぞれの菓子を載のせた皿の脇に立てた。

　その光景を、ステージのモニターで見ていた華之宮が、自信ありげに言った。

「まずは一ポイントリード、かしらね？」

「どういう意味だ？」

「審査をするのは小学生よ。小学生にとって、遠足のお菓子と五百円は貴重ですわ。きっちり全額使いきったお菓子リストは、それだけで魅み力りよくに思えるでしょうね」

「なるほどな。だが、必要でないものは買わないという選せん択たくも大事だろう。与あたえられた予算を全部使い切ろうとする姿勢が、公共事業での無む駄だな出費にもつながっているのだ」

　──小学生のお小こ遣づかいと公共事業を一いつ緒しよにするなよ。

　その場にいた全員が、思わず心の中で真行寺の発言にツッコミを入れる中、なぜか華之宮だけがうなずいた。

「学校の部活動の予算でも、そうした傾けい向こうがありますわね。毎年の予算を使い切るために、必要もない備品を年度末に仕入れる部もありますのよ」

「桜川女子高でもそうか。我が樫森高校でも、この問題は頭が痛くてな。余った予算は繰くり越こすべきなのだが、それでは翌年の予算審しん議ぎで削けずられる危険があるから、無駄遣いしてでも使い切れと顧こ問もんが指導することもあるのだ」

「自分の所属する部が損をしなければ、生徒会の会計全体として問題があっても気にしないというのは、ゆゆしき問題ですわね」

　テレビの中ちゆう継けいには流れていないステージ上の二人の会話を聞いていた藍山と野の上がみが、思わず苦く笑しようした。まさに公共事業を『どうこうする』立場の、二人である。

「人間のやることってどこも同じねぇ」

「そうやってみると……こういうゲームの教育効果って、バカにならないですね」

　外野の勝手な思おも惑わくとは別に、駄菓子屋鈴木商店の店先では、選手の古是と安東が、審査員である十一人の小学生たちに、選んだお菓子の内容を説明する最終プレゼンが行われていた。

「僕が選んだこのお菓子には、秘密があります！　それは食べる順番です！」

　古是は、そう言うと、皿の上のお菓子を一つずつ取り上げて、前に並べ始めた。

「まずは、ラムネ！　口の中に広がる酸すっぱさと甘さが、これから始まるお菓子のフルコースへの期待を感じさせる唾だ液えきと共に広がります。そして次に食べるのがチョコボール！　味は言うまでもありません。でも、味より気になる、そのくちばし！

　金のエンゼルには及およびはせぬが、せめて会いたや銀のエンゼル！　もし、ここでエンゼルが出れば、君はクラスの話題独どく占せん！　遠足の間ずっとヒーローだ！　ダメもとで引き出すそのドキドキわくわくは、遠足への期待を弥いやが上にも高めてくれます」

　続いて、お皿の上のポテトチップを取り上げる。

「さあ、甘いものが続いたので、このへんで味を変えましょう。スナック菓が子しの出番です！　待ってました、ポテトチップ！　そろそろお腹なかがすきました、早く来い来いお弁当！　そんなとき、頼たよりになりますポテトチップ！　ラムネにチョコにポテトチップ。午前中は、このスリーコンボで決まり！　さて、お弁当が終わったその後に、エチケット代わりのガムの出番だ！　お弁当に入っていたちくわの磯いそ辺べ揚あげの青のりが歯についていたら、魅力半減だぞ？」

　小学生たちは、古是の言葉に、どっと笑った。

　──よし、受けている。

　古是は手ごたえを感じながら、プレゼンを続けた。

「でも、お弁当を食べ終わった後の、満ち足りた時間は長続きしないんだ。三時になれば、おやつの出番、ゴールデンタイムに登場するのは、こいつ！　お菓子の王様エンゼルパイ！　ただのチョコレートじゃ芸がない！　ビスケットの間に挟はさまれたマシュマロの食感は、絶対に他ほかでは味わえない、まさに至福の瞬しゆん間かん！　まだまだあるぞ、チョコフレーク！　サクサクシリアルの食感と、とろけるチョコレートの絶ぜつ妙みようのバランス！　お菓子だって、食べ応ごたえが必要だ！」

　古是が、エンゼルパイとチョコフレークを両手に持って振ふって見せると、審しん査さ員いん席の小学生たちから声が飛んだ。

「ぼく、チョコフレーク大好き！」

「私も！」

　古是は満足そうにうなずくと、皿の後ろの方においてあったグミキャンディの袋ふくろと、ジューＣを持ち上げた。

「やがて、遠足も終わりの時間が近づきます。バスは学校へとひたすら走る。帰り道のアンニュイな時間を慰なぐさめるグミキャンディ。そして軽くなったリュックのサイドポケットに忍しのばせた、この小さなジューＣが、思い出を甘酸っぱくして、遠足が終わるわけです。

　ラムネに始まり、ジューＣに終わる。以上が、僕が、このお菓か子したちを選んだ理由です！」

　古是が一礼すると、審査員席の小学生と観客の中から拍はく手しゆが起こった。

　レポーターが、感心したように言った。

「いやあ、見事ですねえ。好きこそものの上手なれって、こういうことをいうのかもしれませんね。口調とか、勉強したんですか？」

「いえ、この口調は、昔、駄菓子を売っていた紙かみ芝しば居い屋さんの口調を真ま似ねてみたんです。駄菓子と紙芝居って色々関係があるんですよ」

「ほ～、色々感心してしまうことばかりですね。では、次に桜川女子高の安東選手にプレゼンをしてもらいましょう！」

「はい、では始めます！」

　安東はそう言うと、一歩進み出た。

「わたくしが第一に考えたのは、まず、見た目の華はなやかさです！　遠足は、学校生活のハレの日。その日に食べるべきお菓子は、華がなくてはいけません！

　そう考えれば、主役はこのデザートポッキーティラミス！　標準小売価格二百円という値段は、五百円をちまちま使おうと思っている、普ふ通つうの子には手が出せません。でも、だからこそ、ここで買うのです！

　他の誰だれも持っていない、あなただけのお菓子！　華か麗れいなる遠足の主役！　大量生産されたお菓子でありながら、スイーツの香かおりすら漂ただよう、他を圧あつ倒とうする豪ごう華かさ！

　そして次は、これまた高級感あふれる、クラッシュルマンド！　薄うす生き地じのクレープ菓子、ルマンドをクラッシュして、チョコレートでまとめた、クランチチョコとも違ちがう、他では味わえないブルボンならではのお菓子よ！　わたくしは、このブルボンというお菓子メーカーが大好きですの。なんと言っても名前がよろしいですわね」

　きょとんとする小学生たちを見て、安東はネタが滑すべったことに気がついた。

　──わたくしの名前、安東麻里亜と、マリー・アントワネット、そしてブルボン、という名前をかけたシャレでしたのに、小学生には理解できなかったようですわね……。

　安東は気を取り直して、次のお菓子を取り上げた。

「甘いお菓子ばかりではありません。お口直しに食べるのは、じゃがりこ！　ポテトチップは袋がかさばるし、リュックに詰つめ込むと、中で粉々に割れてしまいます。でも、これなら大だい丈じよう夫ぶ！　食べるときも優ゆう雅がに食べることができますわ」

　そして安東は最後のお菓子を取り上げた。

「そして最後がこのミントキャンディとガムですわね。お口のエチケットを忘れてはいけません。リュックのサイドポケットに忍ばせておきましょう。

　遠足は、お菓子を食べるだけの日ではありません！　遠足は、みんなでお菓子を見せ合う日でもあるのです！　お菓子は見た目が決め手！　それがわたくしの選んだお菓子に込めたメッセージです！」

　安東が一礼すると、審査員、特に女子から熱ねつ狂きよう的な拍手が贈おくられた。

　長篠が一歩進み出て言った。

「はい、桜川女子高の安東選手のプレゼンが終わりました。では、小学生の審査員の方々、審査をお願いします！　遠足に持って行くとしたら、二人の選んだお菓子の、どっちを選ぶか、高校の名前を書いた札を掲かかげていただきます！」

　子供ならではの真しん剣けんな視線をそれぞれの駄菓子の皿に向けていた十一人の小学生たちは、心の中で、支持する高校を決めたようだった。

「では、審しん査さの結果を出します。良いと思った方の学校の名前の札を上にあげてください！」

　一いつ斉せいに、子供たちがカードをあげる。

　桜川、樫森、桜川、樫森、樫森、樫森……。

　一目で分かった。樫森高校の圧勝だった。

　長篠が宣言した。

「桜川女子高、４票！　樫森高校７票！　この勝負、樫森高校の勝利です！

　駄菓子屋鈴木商店は、樫森高校の物件となりました！　樫森高校に物件のポイント五百を加算します」

　電光掲けい示じ板ばんの、樫森高校のポイント数を示した数字が一回点てん滅めつして、一気に五百ポイント増え、３３００に変わった。

「よっしゃああ！」

「取ったぞぉおおおお！」

「物件獲かく得とくだああああ！」

　樫森高校の生徒と、樫森町から来た応おう援えん団たちが、飛び跳はねて喜ぶ。

「やった！　取ったぞ！」

　本俵が吼ほえた。その隣となりで、精せい根こん尽つき果てたのか、選手の古是がへなへなと地面に座り込んだ。

　レポーターが、樫森高校の札を上げた小学生にマイクを向けた。

「君はどうして、こっちの方を選んだの？」

「えーとね、数が多かったから！」

　横にいた小学生がうなずいた。

「こっちの方が、いろんな種類があるし、お腹なかがいっぱいになりそうだったから！」

「うん、あっちのお姉さんのお菓子じゃ、足りないよねえ」

「美味おいしいかもしれないけど……量が……」

　小学生たちの言葉を聞いた安東麻里亜は、思わずつぶやいた。

「なによ！　お腹が一いつ杯ぱいになりたいのなら、お菓子じゃなくてパンを食べればいいのに！」

　その言葉を聞きつけたのだろう、後ろから古是が答えた。

「確かに、そのとおりです。僕が勝ったのは、見慣れたお菓子だったからです。選ぶのが大人だったら、きっと僕の負けです」

　安東は、古是が選んだ菓子が載のっている皿と、自分の皿をあらためて見比べた。

　並べ方、色合い、どう見ても自分の方が上だった。

「確かに、今でも負けたとは信じたくありませんね……」

「ええ、あなたは、あのデザートポッキーの味を知っていますよね？　食べ慣れているかもしれません。でも小学生は、毎日普通に食べるおやつに、二百円も使いません。

　食べたことのない味をいくら説明されても、想像するのは難しいんです。でも、僕の選んだ駄だ菓が子しは、食べ慣れているから、すぐに味を思い浮うかべることが出来たってわけです」

　安東は、顔を上げて古是を正面から見て言った。

「古是半輔さんでしたわね」

「あ、はいっ！」

　なぜか気をつけの姿勢で返事をする古是。

「その名前、覚えておきますわ。あなたのその戦略眼、見所がありましてよ」

「はい！　光栄です！」

　胸を張って話す安東に、古是は気をつけのまま、さらに背筋を伸のばし、出っ張ったお腹を突つき出す。

　まるで王おう妃ひと従者のようなふたりの様子をみて、真行寺が首を振ふった。

「やれやれ、あの二人を見ていたら、どっちが勝ったのか分からんな」

「あら、声に嬉うれしさがにじんでますわよ？」

「むろん、嬉しくはある。古是はよくやってくれた。だが、これが駄菓子屋でなければ……審査員が小学生でなければ、危あやうかったろうな」

　真行寺はそう言って、ほっとため息をついた。
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　隠かくし物件の争そう奪だつ戦せんが終わった後は、これといったイベントも起こらなかった。

　真行寺も華之宮も、振ったサイコロの目が器用にイベントを避さけていたのだ。

　出た数字の目は、相手の物件に止まることも自分の物件に止まることもなく、するりと商店街を一周してしまった。

　そして、一周目が終わるかどうか、というところで華之宮が、ステージで気合いを入れて投げたサイコロは、五の目を出して止まった。

　実じつ況きようアナウンサーが声をはりあげる。

『おーっと、桜川女子高、サイコロの目がいい！　またもや五！　これは？　どうですか？　ゴールに入りますか？　入りますね？』

　解説者がうなずく。

『ええ、ぴったり一周しましたね。先に一周したことになります！』

「きゃああああ！　やったわよ！　先に一周したわ！」

「これで樫森高校には悪魔がつくわけね！」

「我が桜川女子高、ますます有利！　勝利に向かって驀ばく進しんよ！」

　桜川女子高の生徒たちのあげる、きゃあきゃあという黄色い大だい歓かん声せいが巻き起こる中を、背中に桜川女子高の旗指物を立てた淵田が、にこにこ笑いながら、元気良くステージに駆かけ込んできた。

　その光景に、メインスクリーンに映った解説者の言葉がかぶる。

『桜川女子高が、最初の一周目をリードしたのは大きいですね。これで、先着した桜川女子高には千点のボーナスポイントと幸運の天使が、そして後を追う樫森高校には悪魔が取り憑つくことになります』

『天使と悪魔はどのような影えい響きようがあるのでしょうか？』

　解説者は、天使と悪魔が描えがかれたボードを手に取った。

『たとえば、物件がない場所に止まったとき、天使がついていれば天使の持っているアクシデントカードを、悪魔がついていれば、悪魔の持っているアクシデントカードを引きます。カードを引くのは会長ではなくて副会長ですね』

『名前からなんとなく想像ができますが、どのような効果があるのでしょう？』

　解説者の黄金は表計算ソフトで作ったとおぼしきカードリストを広げた。

『ここにカードリストがありますが、なかなかよく考えてありますよ。アクシデントカードの中にあるラッキーカードは、物件のポイントが増える、あるいは特定の物件を保有しておけばサイコロをもう一回振ることができる、などの自校を優位にするものや、ポイントの増減とは関係ない「全員釈しやく放ほう」とか、ゲームボードの回る方向を逆にする「反転」などのカードが中心になっています。

　逆にアンラッキーカードは、物件が白紙化してしまう、選手が刑けい務む所しよに送り込まれてしまう、などの自校が不利になるものが中心ですね』

　アナウンサーは心配してみせた。

『ですが、カードであまり極きよく端たんに差がつくようでは、それだけで勝敗が決まってしまうのではありませんか？』

　解説者の黄金は、うなずいた。

『ええ、ですからアクシデントカードの中には、両方とも有利になるカードや、両方とも不利になるカード、そして天使と悪魔を入れ替かえてしまうようなカードも入っているわけです』

　解説者は、ボードの上の樫森高校と桜川女子高のコマを動かして、さらに説明を加えた。

『それと、先行する桜川女子高を樫森高校が追い越こした場合も、悪魔を相手になすりつけ、天使を奪うばうことができます。サイコロの目の出し方によっては、天使と悪魔が入れ替わる可能性は、いくらでもあります』

『なるほど、そうやってバランスを取ってるわけですか』

　解説者がアナウンサーに説明している間に、ステージの上に、天使の姿をした麻衣と、小こ悪あく魔ま、つまり悪魔の姿をした芽衣がやってきた。

『おおっと、ステージ上に天使と悪魔がやってきました。天使の役は、楢山高校生徒会の北条麻衣さん、悪魔の役は同じく楢山高校生徒会の北条芽衣さんが演じます。

　ステージ上の所君。彼女たちは雰ふん囲い気きが似ていますね？　もしかしてご姉妹か何かなんですか？』

　光明は、右手で音声のイヤホンを押さえながら答えた。

「ええ、彼女たちは双ふた子ごなんですよ」

『なるほど、そう言われてみれば、目鼻立ちがそっくりですね。いや、それにしても可愛かわいい天使と悪魔ですね』

「ええ、この後のゲームを盛り上げてくれるものと、期待しています！」

　光明は、にっこりと笑ってみせた。

　その微び笑しようを、霧島と二人並んでステージ裏の控ひかえ室のモニターで見ていた朋絵は、思わず肩かたをすくめた。

「……光明のあの笑いは、絶対に幸運を期待している笑いじゃないわね……」

「いや、だからといって、あいつが不幸を望んでいるってわけでもねえだろう？　あんまり悪口は言わねえ方がいいぜ？」

　石川五右衛門のコスプレ姿の霧島が、そう言って眉まゆをひそめるのを見て、朋絵はあわてて言い訳した。

「べっ、別に光明が他人の不幸を望んでいるってことが言いたかったわけじゃないの。なんて言ったらいいのかな？　あの笑いって『計画通り……』とかそれに近いものじゃないかって思っただけよ」

「ああ、それなら分かる。というかわかりすぎるくらい分かるな」

　霧島がそう言ってうなずいたとき、控え室のドアが開いて、長篠が姿を見せた。

「ああ、ご苦労様！　鈴木商店、大変だったわね！」

　長篠は顔をしかめてうなずいた。

「ホント、大変なんてもんじゃなかったわよ！　小学生をじっとさせておくのが、あんなに大変だとは思わなかったわね」

　そして、長篠は控え室のモニターを見て目を見開いた。

「おっ、麻衣ちゃんと芽衣ちゃんが出てるってことは、どっちかが一周したんだ」

「うん、桜川女子高が先に一周したわね」

　控え室のテーブルの上に置かれている、ウォータージャグのボタンを押して、プラスチックのカップに麦茶を注いだ長篠は、それを飲みながらモニターに向き直った。

「天使の麻衣ちゃんがとりついたのは桜川女子高か……神様って薄はく情じようよねえ」

　長篠の言葉を聞いた朋絵はきょとんとした顔で聞き返した。

「え？　それってどういうこと？　神様が薄情って？」

「気づいてなかったのね……所くんのことを、鈍どん感かんって言っちゃダメよ、あんたは。それを言う資格ないから……」

　長篠が、大きくため息をついた……その頃ころ。




　特設ステージの上では、天使役の麻衣が、華之宮と淵田に挨あい拶さつをしていた。

「天使です。桜川女子高の皆みなさん、よろしくお願いします！」

「こちらこそ、よろしくね。可愛い天使さん」

　緊きん張ちよう気味の麻衣に、淵田が柔やわらかな笑みを返した。

　──楢山高校生徒会の双子の子ね。この天使の役の子って、大西が悪い病気をだしてた、男装の子だっけ？

　どう見ても普ふ通つうの女の子よね。大西は、この子と樫森の本俵とは、ホモ的な愛情がどうとか……どう見てもそんなことありえないわよねぇ。

　もし、ここに大西がいて、淵田の内心のつぶやきを聞けば、血の涙なみだを流しながら、

「ホモとボーイズラブは違ちがうものなんですっ！」

　と、三時間でも四時間でもこんこんと説教しただろうが、そのケがない淵田には、両者の違いが分からなかった。

「さて、天使の加護がついたところで、さっそく天使のカードを引いてもらいましょう。麻衣ちゃん、カードを出して」

「はい！」

　光明の言葉を聞いた麻衣は、手に持っていたＡ４判のノート大の大きさの、ラミネート加工されたカードの束を取り出し、トランプのばば抜ぬきのときのように扇おうぎ形がたに広げた。

「淵田さん！　カードを一枚引いてください！」

　その光景を見ていた華之宮がつぶやいた。

「あら、普通に山札から一枚引くのではなくて？」

「ええ、こうした方が面おも白しろいだろう、ってテレビ局の人がアドバイスをくれたんです」

　麻衣の後ろには、カメラマンが来て、カメラを回している。テレビカメラにはカードが見えている。

　淵田がうなずいた。

「つまり、私が何のカードを引くのかお茶の間でテレビ見ている人にはまる分かりで『それ違うー！』『その隣となりだー！』とか盛り上がるってわけね」

　麻衣はにっこり笑った。

「はい！　一番盛り上がるのは、後で録画された自分の選せん択たくを見た本人だろうって、所副会長が言ってました！」

　それを聞いて、華之宮と淵田は、涼すずしい顔で微び笑しようを浮うかべている光明をにらんだ。

「……魔ま王おうめ！」

　以前、人前で光明のことを魔王と呼んだ大西をたしなめた華之宮だったが、このときばかりは、そう叫さけばずにはいられなかった。

「くう……後で録画を見て、もだえ苦しめってことなのね……分かりました、こういうのは悩なやめば悩むだけ見苦しいものね。スパッと引くわ」

「お願いします！」

　そう言って麻衣が突つき出したカードに、淵田は逡しゆん巡じゆんすることなく右手を伸のばし、一番左のカードを引いた。

　麻衣は、カードに書かれた言葉に目を落とすのと同時に叫んだ。

「おめでとうございます！　物件のポイントアップカードです！　カードに書かれている物件に、なんと八百ポイントが追加されます！」

「よしっ！」

「良くやりました、淵田！　さすがです！」

　華之宮に褒ほめられた淵田は、嬉うれしそうに引いたカードを読んだ。

　が。

「えーと、ポイントアップされる物件は……物件は……ウサギヤ……ウサギヤっ？」

　思わず声が裏返った。

　麻衣は、にこにこ笑いながらうなずいた。

「はいっ！　ウサギヤのポイントが八百点プラスされます！」

「ちょっと待ってよ！　ウサギヤはうちの物件じゃないのよ？　これってラッキーカードに見せかけて、敵に塩を送るカードじゃない！　こういうのが出たら無効になるとか、引き直すとかじゃないの？」

「いいえ、有効ですよ？」

　あくまでにっこりと答える麻衣。

「うそおおおおおっ!?」

　ムンクの『叫び』のようなポーズで悲鳴を上げる淵田。

「なんでしれーっとこんなカードまで入ってるの!?　天使と悪あく魔まのカード間ま違ちがえてない!?　それか、印刷ミスとか！」

「落ち着きなさい、淵田」

　猛もう烈れつに抗こう議ぎする淵田を、華之宮が凜とした声で制した。

「このゲームは魔王……じゃなくて楢山の所副会長がデザインした、ということを忘れたのですか？　こうしたアクシデントは予想の範はん疇ちゆうです。それにすべての物件はゴールするまで確定されているわけではありません。この後で、ウサギヤごと、こちらのものにしてしまえば良いだけのことです！」

　淵田は、はっとしたように目を見開くと、すぐに目を伏ふせた。

「はい、うろたえて申し訳ありませんでした、会長！」

　華之宮と淵田のやり取りが一段落ついたのを見計らって、光明が電光掲けい示じ板ばんを指差した。

「はい！　というわけで、桜川女子高の敵に塩を送るカード発動！　ということで、樫森高校に八百ポイントが加算されます！」

　電光掲示板が一回点てん滅めつして、３３００から、一気に４１００に跳はね上がった。

　とはいえ、先に一周した桜川女子高のポイントは、千点のボーナスポイントを得て４６９０ポイントに達している。

　それでも、同じ四千台に乗ったということで、樫森高校の生徒たちは、歓かん声せいを上げた。

「行ける！　行けるぞ！　この戦い！」

「あまりにドン臭くさいから、こっちからめぐんでやっただけよ！」

「そうそう、あんたたちはこの後、悪魔がとりつくんだからね！　覚かく悟ごしてなさい！」

　観客席にいる、樫森高校の生徒たちと、桜川女子高の生徒たちが、わいわい言い合って盛り上がる中で、淵田は、そっと天使役の麻衣にウィンクしてみせた。

　麻衣は驚おどろいた。

　──え？　あれ？　なんで淵田さんがボクにウィンクしたの？　今、ボクに食ってかかったのは、本気じゃなくて、お芝しば居いってこと？　そういえば、なんだかリアクションが大きかったし……やっぱ、テレビとかの見み栄ばえを気にしてるのかな？

　麻衣が小さく首を傾かしげている間に、樫森高校に手番が廻めぐった。

　サイコロを持ち上げた真行寺に、悪魔のコスプレをした芽衣が声をかける。

「私、ここにいます！　早く本俵さんを呼んでくださーい！　あー、早く取り付きたいなあ！」

　真行寺は忌いま々いましそうな目で芽衣を見ると、サイコロを頭の上に振ふり上げた。

「くそ……『一回休み』でも振りたいところだが、モラトリアムしていては、先には進めん。リーダーたるもの、たとえ先に災さい厄やくが待ち構えていることが分かっていても、先に進まねば道は開けぬ、ということか！　ていっ！」

　真行寺の投げたサイコロは、一回大きくバウンドして、ころりと転がった。

「サイコロの目は五！　ジャストでゴール＆スタートに到とう着ちやくです！」

　光明の言葉と共に背中に樫森高校の校章が染め抜ぬかれた旗指物を背負った本俵が走ってきて、真行寺の前に片かた膝ひざをついた。

「本俵寿明、ただいま帰着いたしました！　敵に一歩及およばざりしこと、申し訳ございませぬ！」

　その、時代劇のような言こと葉ば遣づかいに、真行寺は少し驚いたように小さく目を見開いたが、すぐに表情を消して、鷹おう揚ように答えた。

「いや、すべてはサイコロの目を出せなかった私の責！　お前が責めを負うことはない！」

　そして真行寺は双そう方ほうのポイントが表示されている電光掲示板を指差した。

「見よ、我が校と桜川女子高との差はあそこまで縮まった！　安心しろ！」

　だが、真行寺の励はげましの言葉をぶち壊こわすように、悪魔のコスチュームに身を包んだ芽衣が答えた。

「そうですよー、私がついたからもう安心ですよー、きゃははははは！」

「笑うな、この悪魔！」

　露ろ骨こつにいやな顔をする真行寺を見て、芽衣は傷ついたような表情を浮うかべた。

「あー、ひどーい！　私はそういう仕事だからやってるだけなのに、なんか人間的に否定されたって感じー」

「あ、いや、悪かった。そういう意味で言ったわけではないのだ」

　あわてる真行寺を見て、本俵は大だい丈じよう夫ぶ、という風に言った。

「いつまでも悪魔にとりつかれているわけではありません。桜川女子高を追い抜ぬけば悪魔と離はなれることができます！　会長はサイコロで良い目を出すことだけに専念してください！」

「それって、早く麻衣に会いたいって意味？」

　本俵の脇わきに回った芽衣が、にしし、という顔でささやいた。

「な、何を言う！」

　冗じよう談だんだと分かっていても、本俵は自分の顔が真っ赤になるのを止められなかった。

　その、真っ赤な顔のまま、本俵は言い訳した。

「天使に来て欲しいのは事実だ。だが、それは、あくまでこのゲームに勝利するためであって、君が悪魔の役を演じているからといって、君を忌き避ひするつもりではないから安心してくれ！」

　朴ぼく訥とつに、一いつ生しよう懸けん命めい言い訳する本俵を見て、芽衣は目を丸くした後で、やれやれ、という風に微笑ほほえんだ。

「なるほど、こりゃ直球タイプだ。それもど真ん中に重い球投げるタイプ」

「何を言っているのか、よく分からないのだが？」

「応おう援えんしてるってこと！　さ、カードを引いて引いて！」

　芽衣は、そう言うと本俵の前に、アンラッキーカードを広げた。

　ハンディカメラが芽衣の後ろからカードを映す。

「どれを引いても、アンラッキーなら、迷うのも馬ば鹿か馬鹿しい！　これだ！」

　本俵は、そう小さく叫さけぶように言うと、迷うことなく、ど真ん中のカードを引いた。

　芽衣の口が、小さく『あ！』と言うように開いた。

　本俵は、引いたカードをひっくり返した。そこに描えがかれていたのは、にっこりと笑う天使の絵だった。

「む？　このカードは？」

　芽衣は、あちゃー！　という顔で答えた。

「うわ、一枚目からそれ引くかなー」

　芽衣が驚おどろくのも無理はない。本俵が引き当てたのは、アンラッキーカードの中に一枚しかない、天使カードだった。

「天使カード？　なんだそれは？」

　芽衣は、本俵に答えずに、桜川女子高の華之宮と淵田の隣となりにいる天使姿の麻衣に向かって両手を振って叫んだ。

「大当たりー！　天使カードだよー！　麻衣ちゃーん！　入れ替かわりだよーっ！」

「え？　なに？　もう天使カードが出ちゃったの？」

　事情が飲み込めないのだろう。観客席がざわついた。

　すかさず画面が実じつ況きようアナウンサーと解説者に切り替わる。

『黄金さん、どうやら樫森高校は、とんでもなく有利なカードを引いたみたいですねえ』

　解説者は、手に持っていた、カード一覧をカメラに向けた。

『ええ、樫森高校の本俵君が今、悪魔から引いたカードは、悪魔と天使を入れ替えるカードなんです。このカードは悪魔が持っているアンラッキーカードの中に、一枚しか入ってないのです。いきなり初手でそれを引き当てるとは、樫森高校の本俵君は、強運の持ち主ですね』

　解説者の説明が流れる中で、天使の麻衣と悪魔の芽衣は、互たがいに駆かけ寄ってハイタッチすると、そのまま、入れ替わりに相手側の副会長の元へ進んだ。

　樫森高校の本俵の前に来た麻衣は、頰ほおを上気させながら、頭を下げた。

「あの……天使です……よろしくお願いしますね」

「あ……うむ。こちらこそ」

　本俵も、ぎくしゃくしたように頭を下げた。

「びっくりしました。いきなり天使カードを引いちゃうなんて……本俵さんって、運が強いんですね……」

　何かしゃべらないと、と、麻衣がつっかえつっかえそう言うと、本俵は、ああとかうむとか、口ごもってから、

「いやあ、どうだろう。親しん戚せきの集まりや旅行でトランプをする時には、いつも負けてばかりいるのだがな。内心の思いが顔に出やすいらしい」

　本俵が言うことは本当だった。いかつい顔に似合わず、いや、いかつい顔だからこそか。本俵の内心の思いがその小さな目にくっきりと浮かんでいた。

　麻衣の胸が、きゅんと締しめ付けられたように痛んだ。

　──なんでそんな優やさしい目で、ボクのこと見るんです？　ボクが天使だから？　中性っぽいから？　それとも、ボク自身を──？　ボク、期待してもいいんですか？
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「イイっ！　イイのよっ！　それでっ！」

　見つめ合うふたりをみて、ステージの隣となりにある桜川女子高の選せん手しゆ控ひかえ室で魂たましいの叫びをあげているのは誰だれあろう、大西である。桜川女子高のメンバーが不思議そうに顔を見合わせる。

「どうしちゃったのかな、大西さん？」

「幸運の天使が敵側についたのが『イイ』ってどういうこと？　普ふ通つうは逆じゃない？」

「でも、大西さんだもの。何かきっと策があるのよ」

「そうね、大西さんを信じて頑がん張ばりましょう！」

　大西の嗜し好こうを知らない桜川女子高の生徒たちが、そんな会話を交かわしていた頃ころ。

　天使と悪魔が入れ替わってしまった桜川女子高チームは、二周目に入ろうとしていた。

「悪魔から逃にげるには、あまり大きな目を出さずに、樫森高校が追いついてくるのを待った方がいいのかもしれませんけど……」

　華之宮は、そうつぶやくと、サイコロを持ちあげた。

「できれば、二か三が出ろっ！　えいっ！」

　願いが通じたのだろうか、出目は三だった。

「おおっと！　サイコロの目は三！　ということは、桜川女子高チームのコマは、樫森高校の物件、鈴木商店に止まることになります。相手の物件があるマスに止まると、その物件の評価ポイントの一割を支し払はらわねばなりません！　鈴木商店のポイントは五百ですから、五十ポイントが樫森高校に移動します！」

　光明の言葉と共に、両校の電光掲けい示じ板ばんの数字がチカチカと点てん滅めつして、桜川女子高の数字が五十減り、樫森高校の数字が五十増えた。

　この時点で、樫森高校のポイント数は４１５０。桜川女子高のポイントは４６４０となっていた。

　華之宮が眉まゆをひそめて言った。

「これ以上ポイントで追いつかれるわけにはいきません。とはいえ進んだ先で、悪あく魔まからアンラッキーカードを引かねばなりません。試練が続きますが、淵田さん、よろしくお願いします！」

　淵田は、決意を込めた目で華之宮を見た。

「はい、いかなる試練にも耐たえてご覧に入れます！　では、行って参ります！」

　そう言って一礼すると、淵田は背中の旗指物をはためかせながら、三つ先のマスまで走り出した。

　その後ろから、悪魔ルックの芽衣が、

「待ってよぉ～、せっかく一いつ緒しよになったんだから、手つないでいこうよぉ～、仲良くしましょ～」

　と、スキップしながらついて行く。

「仲良くするわけないでしょ！　あんたはそこで留守番でもしてなさい！」

「やだも～ん、ついていくのが私の仕事だも～ん」

　控ひかえ室のモニターで、そんな芽衣の仕草を見ていた朋絵が、感心したようにつぶやいた。

「ああいったスキップとか、小さな仕草とか、芽衣ちゃんはホント、計算しているわよねえ……」

　横に並んでモニターを見ていた長篠が、うなずいた。

「うん、でも、可愛かわいく見えれば見えるほど憎にくたらしいってことも、ちゃんと計算しているわね……さすがだわ」

　そんな風に分ぶん析せきされていることなど知りもしない……あるいは分析されてるということも知っているのかもしれないが……芽衣は、鈴木商店の前で、持っていたカードを淵田に差し出した。

「はい！　三つ先のマスに到とう着ちやくしました！　それではカードを引いてください！　アンラッキーカードばっかりですけど遠えん慮りよせずに、ささっ！　どうぞどうぞ！」

　淵田が、さっきと同じように左ひだり端はしを取ろうと手を伸のばすと、芽衣が驚おどろいたように目を見開いた。

「ええっ！　それを引くんですか！」

　淵田の指が止まる。

「何よ、引いちゃいけないの？」

　芽衣は、にっこり笑って首を振ふる。

「いえいえ、どれを引いていただいても結構です、今のはちょっとしたお節せつ介かいです」

「お節介なんか焼かないでもいいわよ！」

　淵田は、不ふ機き嫌げんそうにそう答えると、今度は一番右のカードに手を伸ばした。

「ひえ！」

　芽衣が、また、恐おそろしいものでも見たかのように目を見開いて息を吞のんでみせた。

　またもや淵田の指が止まる。

「何よ！」

「いえいえ、何でもありません」

「ほんとにもう、脅おどかすのはやめてよ！」

　淵田がそう言ってカードに手を伸ばすと。

「はあああぁぁ！」

　芽衣は、痛々しいものでも見るかのように顔をしかめ、絶望したようなため息をついてみせた。

「だから、何だっていうのよ！」

「いえ、面おも白しろがっているだけです」

「いいかげんにしなさい！」

　淵田が、右手でチョップするようにツッコミを入れると、芽衣が、てへ！　と舌を出した。

　その、お約束の呼吸に、観客席から笑いが起こる。

　──よし、受けた！

　淵田は胸の中でガッツポーズを作った後で、芽衣に聞いた。

「アンラッキーカードって、物件のポイント減らしたり、物件の所有権奪うばったりするのもあるのよね？」

　芽衣は、真面目まじめな顔に戻もどってうなずいた。

「ええ、アンラッキーカードですから、引けば一発で地じ獄ごく行きのカードとか、じわじわと足元が崩くずれて地獄に落ちるカードとか、およそ不幸になるカードのオンパレードですね！　さあ、あきらめて引いてください」

「さっきラッキーカードを引いたら、物件のポイントが増えるってカードだったんだけど、相手側が持ってる物件だったのよ」

「あらまあ、ラッキーだかアンラッキーだかわかんないですね、そりゃ」

　淵田は身を乗り出して聞いた。

「それと同じことが、そのアンラッキーカードにもあるの？　物件のポイント減らすカードを引いたけど、その物件が相手の持ち物だった……みたいなこと」

「ええ、ありますよ。でも、カードによっては、自分の持ち物件から一つ選ぶ、なんて条件のカードもありますから、安心はできませんよ？」

「そうなのよねえ……」

　そう答えながら、淵田は考えていた。

　──どうせなら、ここで相手の物件を白紙に戻すカード。それも、ウサギヤのように、大きなポイントを持つ物件を白紙化させるカードを引きたいわね……神様仏様、お願いします！

　淵田はすっと右手を伸ばし、自分から見て右端を引き抜ぬいた。

　カードをひっくり返すとそこには白い紙のイラストが描えがかれていた。

　芽衣が嬉うれしそうに言った。

「でろでろでろ～～ん！　はい！　物件の白紙化カードです！」

　淵田はカードに書かれていた文字を読む。

「物件名は……神明神社っ!?　ウチの所有物件じゃないのっ！　なんでっ？　神様の馬ば鹿かーっ！」

　地団太を踏ふむ淵田を慰なぐさめるように芽衣が言った。

「いやいや、アンラッキーカードなんですから、そのくらい当然ですよ～。人間、あきらめが肝かん心じんですよ？　嫌いやなことはスパッと忘れて、明るい明日を目指しましょう！」

「悪あく魔まに言われたくないわよ！」

　淵田と芽衣のやりとりを見ていた華之宮が額を押さえてつぶやいた。

「ああ、どうしましょう？　淵田が壊こわれてきましたわ……我が生徒会では貴重な常識人ですのに……早くなんとかしませんと」

　悩なやむ華之宮とは対照的に、真行寺が実に晴れ晴れとした顔で光明に聞いた。

「物件の白紙化というのは、所有者がなくなった、ということだな？　再ゲームによって新しい所有者を決めねばならん、ということだ。再ゲームは何だ？　また宝探しか？」

　光明は、首を振った。

「いえ、あれは色々準備しなくちゃなりませんし、時間がかかりますから、再ゲームはシンプルに、おみくじ対決です！」

「おみくじ対決？」

「はい、双そう方ほうの選手に順番におみくじをひいてもらい、大だい吉きちが先に出た方が勝利です」

　華之宮は拍ひよう子し抜ぬけしたような顔になった。

「え？　それだけですの？」

「はい、そうです」

　にっこり笑ってうなずいた光明を見た真行寺が警けい戒かい心丸出しの表情で答えた。

「噓うそをつけ、楢山高校の諸しよ葛かつ孔こう明めいと言われたお前が、そんな簡単なルールのゲームをするわけがない……きっと裏のあるゲームを……」

　そこまで言ったとき、真行寺は何かに思い当たったように目を見開いた。

「そういえば、事前に渡わたされたゲーム一覧の中に、確か『おみくじロシアンルーレット』というのがあったはずだが……もしかして、あれをやるつもりか！」

　華之宮は、見るからに不安そうな顔になった。

「そういえばありましたわね。実に不ふ吉きつな名前だと思った覚えがあります。確かルールの説明は、ほとんどなくて、ただ『大吉を先に引いた方が勝ち』としか書いてなかったような気がします……」

　光明はステージの袖そでで準備していた山仲に合図を送った。

「では、ご説明します！……と言うより、実際に品物を見ていただいた方がよろしいと思います！　おみくじを持ってきていただきましょう！」

　光明の言葉と共に、三センチほどの白い紙の切れ端はしのようなものを山盛りに載のせたワゴンを押して、山仲が現れた。

「これは……おみくじか！」

　光明はうなずいた。

「ええ、そうです。全部で二百枚のおみくじの山です。この中には、おみくじの元祖と呼ばれる元げん三さん大だい師しが著しるした「元げん三さん大だい師し御み籤くじ本ぼん」に基もとづいた割合で、大吉、吉、小吉、末吉、半吉、凶、大凶という七種類のおみくじが入っています。両校は何人か選手を選び、このおみくじの山の中から、交こう互ごにおみくじを一本ずつ引いていただきます。

　大吉が出たら、その時点で終しゆう了りよう。それ以外が出た場合は、その選手は刑けい務む所しよ送りになります。

　このゲームは選手を何人使うことになるのかわかりませんので、特別に、このステージ上で行います！」

「先に引くのはどちらですの？」

　光明は、華之宮を指差した。

「物件を保有していた側、つまり桜川女子高が選べます。お二人には作戦タイムを五分差し上げますので、選手を選せん抜ばつしてください！」

「分かりました」

　華之宮がうなずくのと同時に、フロアディレクターが台本を持った手を挙げた。

「はーい、ここで五分間、帯番組の天気予報とＣＭに入りまーす！」

　会場の空気がふっとゆるむ中で、華之宮と真行寺は、急いでステージのすぐ隣となりにある、それぞれの高校の選手の控ひかえ室に向かった。

　華之宮が選手控え室に入るのと同時に、五、六人の生徒が飛びついてきた。

「華之宮会長、私たちにやらせてください！」

　それは宝探しゲームで、この神明神社の物件を獲かく得とくした、オカルト研究会の会員たちだった。

　黒マント姿の会長が目を輝かがやかせて言った。

「この物件は、私たちが勝ち取ったものです！　それを防衛するのもまた、私たちの役目です！」

「勝算でもあるの？」

「我が校の誇ほこる霊れい感かん少女、佐さ藤とうさんをお忘れですか？　彼女のダウジング棒にかかれば、おみくじの山の中から、大吉を見分けることなど朝飯前です！」

　オカルト研究会会長の視線の先にいた、ダウジング棒を持った長い黒くろ髪かみの、物静かな少女が、こくり、とうなずいた。

「わかったわ、あなたたちにお願いするわ！　もし、あなたたちがダメなら、大西率いる演劇部にお願いするわ」

　控え室の中にいた、大西が、どん、と胸を叩たたいた。

「お任せください！」

　一方、樫森高校側の控え室でも、見覚えのある男子生徒たちが、真行寺の前でアピールしていた。

「真行寺会長！　ぜひとも我々推理研究会にリベンジの機会を！　前回は、近視眼的な視点に囚とらわれ、桜川女子高に敗れましたが、今回は、山仲鮮魚店で、その博識ぶりを発揮した歩く広こう辞じ苑えんこと新にい村むら出いず男お君を、メンバーに加えました！　今度こそ、おみくじを当ててみせます！」

　真行寺は、怪け訝げんな顔になった。

「雑学の博識ぶりと、おみくじを引くことに何の関係があるというのだ？」

「それが……あるのです！」

　推理研究会の会長は、横に立っている新村出男に向かって、さあ、説明したまえ、という風に手を振ふった。

　新村は一歩進み出ると、ゆっくりと言った。

「所光明は、このゲームのために用意した二百枚のおみくじを紹しよう介かいするときに『元三大師御籤本に基づいて、大吉、吉、末吉、凶など七種類のおみくじがあります』と説明しました。

　この『元三大師御籤本』というのは、元三大師というお坊ぼうさんが著したおみくじに関する本でして、いわば、おみくじの元祖のようなものなのです。そして、その本によると、おみくじの割合は大吉が十六パーセント、吉が三十五パーセント、凶が二十九パーセント。そして残りの二十パーセントが、小吉、末吉、半吉、大凶。ということになっています」

　新村の言葉を聞いた真行寺は、目を丸くした。

「ほう、おみくじの割合は、そんな風になっているのか、知らなかった」

　推理研究会の会長は、小さく首を振った。

「所光明が、果たして、この本のとおりの割合に大吉を入れているかどうかは、わかりません。彼のことですから、まったく割合を変えている可能性もあります。しかし、もしそうなら、彼はわざわざ『元三大師御籤本』に基もとづいた……などとは言わないでしょう」

「引っ掛かけかもしれんぞ？」

　疑うように言った真行寺を見て、推理研究会の会長は、再び首を振ってみせた。

「所光明は、そういう引っ掛けはしません。彼の作るゲームは、エラリー・クィーンが著書の中で読者に突つきつける挑ちよう戦せん状のように、実にオープンでフェアです」

　真行寺は、うなずいた。

「うむ、そうだったな。そのとおりだ。……ということは、あの二百枚のおみくじの中に含ふくまれている大吉の数は三十二枚ということか。引き当てる確率は高そうだな……わかった、君たちに任せよう。頼たのんだぞ！」

「お任せください！」

　推理研究会の会長がそう言って胸を張ったとき、アシスタントディレクターの声がした。

「一分前です！　両チームの生徒会長と選手の方はステージに来てください！」
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　特設ステージに、タイムキーパーが読み上げるカウントの声が響ひびいていた。

　残り三十秒になったとき、フロアディレクターが右手の握にぎりこぶしを突き出した。

「残り十秒前、九、八、七、六、五……」

　残り五秒になったとき、タイムキーパーの声は止まり、代わりにフロアディレクターが、ぱっと右手を開いて五本の指を示した。

　一秒ごとに指を折っていき、ゼロと同時に、握りこぶしを突き出した。

　それが放送再開のキューだった。

「桜川女子高の引いたアクシデントカードは、神明神社の所有権を白紙化するものでした！　これから、もう一度神明神社の権利をめぐって桜川女子高と樫森高校が激げき突とつします！

　再ゲームの種目は『おみくじロシアンルーレット』。ステージ中央に積まれた二百枚のおみくじの山を、大当たりの大吉が出るまで桜川女子高と樫森高校の選手が一枚ずつ交こう互ごに引いていきます！　大吉以外のおみくじだったら、そのまま刑けい務む所しよ送りとなります。

　さあ、最初に大吉を引くのは、桜川女子高か、それとも樫森高校か！」

　実じつ況きようのアナウンサーの声が流れる中で、ステージ中央に華之宮と真行寺が進み出る。

「桜川女子高の選手は……宝探しのときのオカルト研究会の方々ですね？」

　光明の問いに、華之宮はうなずいてみせた。

「ええ、この神明神社は彼女たちが勝ち取った物件です。再び彼女たちが手中に収めることを、私は期待しております……」

　華之宮は、そこで言葉を切ると、ステージの上に立っていた、長い黒くろ髪かみを持つ日本人形のような雰ふん囲い気きの生徒を手招きした。

「桜川女子高の一番手は、オカルト研究会が誇ほこるダウジング霊れい感かん少女、佐藤さんよ！　さあ、佐藤さん、そのダウジング棒で、あのおみくじの山の中から、見事に大吉を当ててごらんなさい！」

　佐藤は、無言のまま、こくん、とうなずくと、胸の前にダウジング棒を持って、しずしずと、おみくじが山盛りになっているワゴンへと歩み寄る。

　ワゴンの一歩手前まできたとき、ダウジング棒がすっ、と開いた。

「わかった……」

　佐藤がそうつぶやくと、観客席から歓かん声せいが上がった。

「うわあ！」

「きゃあ！」

「すごい！」

「なんか怖こわいわ！」

　オカルト研究会の会長が目を輝かがやかせた。

「さすがは佐藤さんのダウジング！　一発で当てたわ！」

　佐藤は、ダウジングの棒を左の脇わきに挟はさむと、こくんとうなずいて、おみくじの山を指差した。

「この中に……当たりくじが入っている……間ま違ちがいない」

「え？」

　期待して佐藤の様子を見ていたオカルト研究会のメンバーは、目を見開いた。

「あ、あああ！　そうか！　大吉がどこにあるかはわかるけど、どれがそうなのか、までは、わかんないんだ！」

　佐藤さんは、どうしましょう？　という顔で、会長を見た。

　会長は、肩かたを落としながら言った。

「仕方がないわ、どれでも好きなのを選びなさい……」

　佐藤は、無言で、こくん、とうなずくと、ひょい、と無造作におみくじを取り上げて、ワゴンの隣となりに立っている山仲に差し出した。

　山仲は、慣れた手つきできれいに小さく折りたたまれたおみくじを開くと、カメラに広げて見せた。

　そのくじは中吉だった。

　観客席にいる桜川女子高の応おう援えん団の間に、落らく胆たんの声が上がった。

「面めん目ぼくない……」

　オカルト研究会の会長は、しょぼんとする佐藤を励はげました。

「いいのよ、あなたはちゃんとやったわ！　少なくともあのおみくじの山の中に、大吉があるのは間違いないみたいだから、いつかきっと大吉に当たるわ！」

　光明が、佐藤を指し示して言った。

「桜川女子高の一番選手は、残念な結果におわりました。さらに、まことに残念なことですが、ハズレを引いた方は、控ひかえ室ではなく、刑けい務む所しよの方に行っていただきます。健けん闘とうした選手に拍はく手しゆ！」

　ぱちぱちと沸わき起こる拍手の中を、佐藤は恥はずかしそうに早足でステージから退場して行った。

「さて、次は後こう攻こうの樫森高校チームですが……これまたどっかで見たメンバーですねえ。宝探しで負けた樫森高校推理研究会の方々ですよね？」

　真行寺はうなずいた。

「うむ。彼らのたっての希望だ。再挑ちよう戦せんの機会をくれと言われてな。頼たのんだぞ」

　推理研究会の会長がうなずいた。

「お任せください！　このおみくじの割合が『元三大師御籤本』に基もとづいているとすれば、大吉は十六パーセント含ふくまれていることになります。二百枚の……今さっき一枚引かれましたから、厳密には百九十九枚の中に三十二枚の大吉が入っていることになります」

　推理研究会の会長の言葉を聞いていた華之宮が言った。

「そんな確率計算をする意味がありますの？　たとえ、大吉の枚数がわかったとしても、それを見分ける方法がなければ、勝算が増えるわけではありませんでしょ？　だったら我が校のオカルト研究会のように、おまじないをした方がよくはありませんか？」

　推理研究会の会長は即そく答とうした。

「いいえ、計算の意味はあります！　数字は、希望も願望も抱いだきません。数字は、噓うそをつかないのです。世の中にはいろんな希望や願望や、ついでに妄もう想そうや迷めい信しんといった主観がまかり通っています。だからこそ、主観の違ちがう人間が一いつ緒しよに何かを考えるときの基準として、数字を出すことに意味があるのです」

「その言葉やよし！」

　真行寺が得たりとばかりに、うなずく。

「十六パーセントを多いとみるか、少ないとみるかは人によって違っても、主観で数字が変わることはない。数字に踊おどらされるな、とはよく聞くが、むしろ人は己おのれの主観に踊らされるもの。数字はそれを明らかにしてくれるわけだな」

　副調整室の片かた隅すみで、ゲームの様子を見ていた藍山が、野上に話しかけた。

「今の真行寺君の言葉、放送時にカットされずに流れるようにしたいわね。実にいいセリフよ。数字に踊らされるなんて、噓なのよ。数字を見る人間が、こうあって欲しい、こうあるべきだ！　みたいな主観で数字をねじ曲げるから踊っちゃうだけなのよ……第三セクター方式の空港や新交通システムの収益が、唐とう突とつに五年後に黒字に転じちゃうパターンとか、みんなそうなのよ……」

　藍山はそう言うと、深いため息をついた。




　ステージでは、樫森高校の推理研究会の会長が、山になったおみくじの中の一つを選び出して、指差した。

「私の長年の推理によるカンは、こいつがホンボシだと告げている！　えーい、じっちゃんの名にかけて！　犯人はお前だ！」

　山仲は、はいはい、という風にそのおみくじを受け取ると、さらりとくじを広げて見せた。

「はずれ、凶です！」

「な、なんとぉおお！」

　推理研究会の会長は、がっくりと肩かたを落とすと、ステージから退場した。

　続いてステージに立った桜川女子高のオカルト研究会の生徒は、山盛りのおみくじの前に立つと、なにやら呪じゆ文もんを小声でつぶやきながら、おみくじに向かって指をひらひらさせながら、念を送り始めた。

　かすかに呪文が聞こえてくる。

「ふんぐるい、むぐるうなふ、くとぅるふ……」

　それを聞いたオカルト研究会のメンバーが騒さわぎ始めた。

「うわーっ！　ダメーっ！　海うみ子こっ！　それ、禁きん呪じゆ！」

　華之宮が怪け訝げんな顔で聞いた。

「……禁呪？　何のことですの？」

　オカルト研究会の会長が真顔で説明を始めた。

「おまじないにも、色々あるのです。あの子の本家は海の方なんですが、室むろ町まち時代には生け贄にえを捧ささげるようなおまじないがあったところで……そういうのは使わないように言ってるのですが」

「使ってるの？」

「声が小さいのでわからないんですが、そんな雰ふん囲い気きなんです！」

　その時、推理研究会の一人がおもむろに何かを掲かかげた。

　それは、五本に分ぶん岐きした線で星のような紋もん章しようが描えがかれた奇き妙みようなメダルだった。

「ああっ！　あれは！」

「エルダーサインよ！　対たい抗こう呪文だわ！」

　オカルト研究会は、大おお騒さわぎである。

　何が起こっているのか、まったくわからない華之宮と真行寺が顔を見合わせたとき、おみくじの前で念を送っていた生徒が「ぬん！」と叫さけんで、一枚を取り上げた。

「これを……」

　据すわったような目で見つめられた山仲は、背筋をぞくり、とさせながらそれを受け取って開いた。

「大凶です……」

「うう、やっぱ反動がきちゃった」

「海子のバカーっ」

　しおしおと肩を落として戻もどる桜川女子高生徒と入れ違いに、ポケットサイズのＪＲ時刻表を持った樫森高校生徒が進み出る。

「がんばれ西にし村むらーっ」

「ダイヤグラムの隙すき間まを狙ねらうのが鉄道ミステリー。おみくじの隙間も狙わせてもらいます。とうっ」

「末吉です」

「ウヤだったか……」

　がっくりと肩を落とした西村は、なにやら鉄道用語らしい言葉をつぶやいて退場していった。次に入れ違ちがいに進み出た桜川女子高の生徒は、手に小さな幣ぬさを持っていた。

「祓はらいたまえ清めたまえ、はぁあーっ！　はっ！　はっ！　はっ！」

　おみくじの前で、幣を振ふった後で、一枚取り上げる。

「これを……」

「小吉です」

「修しゆ行ぎようして参ります……」

　女子生徒は、シャカシャカ音を立てて幣を振りながら退場して行った。

　樫森高校側。背の高い男子が、むすりとした表情で、おみくじの前に立った。

　彼はさっき、桜川女子高の生徒がなにやら呪文を唱えていたときに、それに向かって奇妙なメダルを掲げていた生徒だった。

　彼は、いきなり、その場に座り込んで、おみくじの山と視線の高さを合わせると、やおら、懐ふところから大きな虫めがねを取り出した。

　しげしげとおみくじを観察し始めた生徒に、声せい援えんが飛ぶ。

「待ってました真打登場！」

「頼たのむぞ！　写しや楽らく法ほう輔すけ！　お前だけが頼たよりだ！」

　じーっと虫めがねでおみくじを観察していた写楽の右眉まゆが上がった。

「む？……こいつは……」

　そうつぶやくと、おみくじの山から一枚をつまみあげた。

「こいつだ、こいつだけ紙の折り方巻き方が微び妙みように違う！」

　写楽からおみくじを受け取った山仲は、無造作にそれを開いた……が、次の瞬しゆん間かん目を見開いた。

　そして、ワゴンの上に置いてあった商店街から借りた福引き用の当たりベルを左手に持って振った。

『ちりんちりんちりんちりん！』

「大当たりぃ～！　大だい吉きちです！」

　観客席が、わっと沸わいた。

「よくやった！」

　真行寺が破顔する横で、華之宮は悔くやしそうにつぶやいた。

「どうやって見分けたのかしら……」

　写楽は、大学教授が講義する時のような口調で話し始めた。

「うむ、良い質問だ。だが、その答えを言う前に、君に一つ聞いておきたい。君は、チョコボールというお菓か子しをご存じですかな？　箱がキョロちゃん、という鳥の形になっていて、チョコボールを振り出す部分がくちばしになっているお菓子だ」

「え、ええ、それくらい知っているわよ。それがどうかしたの？」

　華之宮は、いきなり関係ない話を始めた写楽を、怪け訝げんな顔で見返したが、写楽は気にもせずに話を続けた。

「ならば話は早い。チョコボールのくちばしの部分に金のエンゼルのマークがついているものと銀のエンゼルのマークが付いているものがあり、金のマークなら一枚、銀なら五枚で、おもちゃの缶かん詰づめがもらえる、というのも当然知っているだろう。

　この、銀か金のマークが付いているくちばしのチョコボールだけを見分ける方法があるのをご存じだろうか？

　大量生産されているチョコボールのパッケージと、当たりのエンゼルマークのついたチョコボールのパッケージは違うラインで生産されている。つまり、微妙に裁断が違ったり、インクの色が違ったり、外側のフィルムの切り口用の金色のテープの位置がズレていたりするのだ。

　メーカーがチョコボールを出荷するときは、大量生産した普ふ通つうの製品の中に、少数の当たり製品を混ぜ、箱はこ詰づめにして出荷する。

　つまり、箱の中にぎっしり詰つまっている時に、じっくり見比べると、他ほかと微妙に毛色が違ったものが混じっているときがあるのだ。これが当たりである可能性は極きわめて高い、ということだ。箱に詰まっていない場合は、賞味期限が同じものを集めて並べ、じっくり見比べるといいだろう……」

　写楽は、そこで言葉を切ると、自じ慢まんげに胸を張った。

「私はこの方法で、小学生時代からのべ、五十五個のおもちゃの缶詰を手に入れて来たのだよ！」

　観客席にいた、子供たちの間から驚おどろきの声が上がった。

「すげー！」

「神様だ！　神様がいる！」

　写楽は、その子供に向かってにっこり笑って会え釈しやくすると、華之宮に向きなおった。

「さて、それを踏ふまえて、このおみくじを見て欲しい。このおみくじは、おそらく山口県の周南市にある女子道社で作られたものだと思う。

　おみくじを作るときは、くじを印刷し、それを折りたたんで、糊のり付づけしておみくじが完成する。

　大吉は大吉のラインで作られ、小吉は小吉のラインで作られる。私は同じラインで作られたものには、どこかに共通の部分があると考えた。チョコボールの銀のエンゼルや金のエンゼルと同じことだ。

　まず、観察することだ。観察し、他との違ちがいを見み出いだすこと。それが、すべての事件解決の糸口になるのだ」

　観客の間に『ほおぉ』とか『へえぇ』という感心するつぶやきが広がった。

　感心するようにうなずいた華之宮だったが、すぐに『え？』という表情になった。

「ちょっとお待ちなさい。

　そもそもどれが大吉のおみくじなのか、わかっていれば、その特とく徴ちように共通するものを探し出せるでしょうけど、それがわからない状態では、どれが大吉なのかはわからないのではありませんか？　金のエンゼルや銀のエンゼルを探し出すのと違って、このおみくじには大吉、吉、小吉、末吉、半吉、凶、大凶という七種類のおみくじがあるのですよ？　同じ特徴を持つからといって大吉とは限りません、小吉のおみくじにだって共通の特徴があるのではありませんか？」

「ええ、そこはカンで引きました」

　しれっと答えた写楽に向かって、観客席の間から「結局カンじゃねえか！」「感心して損した！」というブーイングが湧わき起こる中で、光明が言った。

「はい！　とにかくこれで神明神社は樫森高校の物件ということになりました。ポイントを移動させてください！」

　光明の言葉と共に、両校のポイント数を示す電光掲けい示じ板ばんが点てん滅めつして、神明神社のポイント五百点が、樫森高校に移動し、４６５０ポイント、桜川女子高が４１４０ポイントとなった。

「やったぞ！　ついに、ここで物件数とポイント数で樫森高校が桜川女子高を抜ぬいたぞ！」

「逆転だ！　俺たちの勝利が見えたぞ！」

「すげえ、このままぶっちぎれ！」

　樫森高校の生徒たちの拍はく手しゆと歓かん声せいが、特設ステージだけでなく、商店街のそれぞれの物件の方からも聞こえて来る。

「参ったわね……このままだと、本当に逆転されたままになってしまうわ……」

　そう言って忌いま々いましげにツメを嚙かむ華之宮を見て、淵田が首を振ふった。

「ご安心を。まだ勝負が決まったわけではありません。まだ二周目も終わっていないうちにあきらめないでください！」

「そ、そうね、あなたの言うとおりだわ。弱気になっちゃダメね、攻せめる気持ちを忘れずに頑がん張ばりましょう」

　華之宮は、そう言って力強くうなずいた。

　そして、それからさらに互たがいの手番が三回続いた。会長がサイコロを振るたびに、両校の生徒から歓声と悲鳴が上がる。

「え、ええと……それじゃ、引いてください……」

「う、うむ……」

『なぜか』頰ほおをうっすらと染めた天使の麻衣から、これまた『なぜか』鼻のあたりを赤くした本俵が、ラッキーカードを一枚引く。

「プ、プラス百ポイントですね……おめでとうございます。ほんのちょっぴりですけど……」

「いや、その、なんだ、少しずつでも点数を重ねていくことが、勝利への一歩でもあるからな」

「そうですね……頑張ってください……！」

「う、うむ……」

　麻衣が小さくガッツポーズを取ると、本俵がうつむいてしまい、それに気づいて今度は麻衣が顔をさらに赤くする。

　カードを引くたび、こんな調子である。

「そうよ、それでイイのよ！　ああっ、後で録画したのも見なきゃ！」

　その様子がカメラで映し出されるたび、大西は激しく身もだえしていた。

　天使姿の麻衣から、本俵がラッキーカードを引いたのを見た観客席の樫森高校の生徒たちから歓声が上がる。

「ラッキーカードだ！　樫森高校に百ポイント追加だ！」

「行ける！　行けるぞ！　この調子だ！」

　その声のトーンが次し第だいに一定の変化を見せ始めたことに、光明は気づいていた。

　物件の数が逆転したことにより、樫森高校の側には余よ裕ゆうが、桜川女子高の側には焦あせりが見え始めたのだ。

　──俺たちはツいてるんじゃないか？

　樫森高校側はそんな風に感じて意い気き軒けん昂こうになり。

　──私たちはツいてないのではないかしら？

　桜川女子高側は、そんな風に感じて意い気き消しよう沈ちんしているのだ。

　だが、ステージの上にいる華之宮と真行寺、そして商店街を回っている淵田と本俵は、それとは違う、あることに気がついていた。

　天使の持つラッキーカードも悪あく魔まが持つアンラッキーカードも、一度引いたカードは、元に戻もどされることはない。札が全部なくなるまで、再配置されないのである。

　つまり、ここ数回、樫森高校側に有利なカードだけが引かれたように見えても、それは確率的な偏かたよりでしかない。

　樫森高校に有利なカードが一枚、また一枚と引かれるたびに、実は、樫森高校にとって、爆ばく弾だんのようなカードだけが残っていくということである。

　真行寺は、そのことに、とっくに気づいていた。

　──とんでもないカードを引く前に、このまま逃にげ切ることができるだろうか？　だが、まだ二周目すら終わっていない。

〝あれ〟で逆転されてしまう可能性を考えれば、ここは、悪魔を擦なすり付けられないように、ゆっくりとポイントを稼かせぎながら、進むべきだろうか？

　いや、しかし、桜川女子高チームが先行して先に二周目を終えてしまえば、自動的に我々のところに悪魔がやってくることになる。

　ここが思案のしどころだな……。

　真行寺が、得点の記された電光掲けい示じ板ばんと、本俵がいる位置を示す商店街の画面を見ながら難しい顔で考えていると、華之宮が、にやっと笑って話しかけてきた。

「あら、なんだか余裕がなくなってきたようですわね」

　真行寺は内心の焦りを押し殺して平然とした口調で答えた。

「そんなことはない。我が校の方がポイント数でも物件数でも勝っているのだからな」

　華之宮はうなずいた。

「ええ、確かにそちらが優位ですわね。評価ポイント二千八百点の、ウサギヤを確保しているのが大きいですわ。でも、それはつまり、ウサギヤを失えば、絶対にポイント数では挽ばん回かいできない、ということでもありますわ」

「その通りだとして、では、どうやって奪うばうつもりだ？」

「もちろん、あの魔王が用意したルールを利用して、ですわ」

　華之宮は、そう言うとサイコロを振った。

　ころころと転がったサイコロの目は四。

　そして、淵田が止まったマスは、桜川女子高の物件である樫葉湯だった。

「自校の物件に止まった場合、ポイントをもらうか、もう一度サイコロを振ふるか──カードを二枚引くか選べますわね」

「ぬうっ。まさか、そこまでする気か」

　華之宮の笑えみに、真行寺は気け圧おされるものを感じた。

「ええ、もちろんです。桜川女子高は、カードを二枚引かせていただきます！　淵田さん！　悪魔の持つアクシデントカードを二枚引くのです！」

　どよめきは、桜川女子高の方が大きかった。

「ええーっ？」

「会長、ダメですっ！　ついてるのは悪魔ですっ！」

「アンラッキーカードですってばーっ！」

　選手控ひかえ室の中であがる悲鳴の中、すっくと立った大西が、それを抑おさえるように、

「いえ、これでいいのです」

　と、周囲の生徒たちに説明する。

「会長が狙ねらっているのは、物件の白紙化カードです。まだ引いてない、ウサギヤの白紙化カード。それは悪魔の手札の中に必ずあるはずです」

「必ずって……確かにまだ出てませんけど」

「引くのは、中央公民館の白紙化カードかもしれないじゃないですか」

「それに、ウサギヤが白紙化されても、ミニゲームで勝たないと手に入りませんよ」

「中央公民館とウサギヤ、白紙化の確率は同じですが勝敗への影えい響きようは段だん違ちがい。それならこのリスクを冒おかす価値は充じゆう分ぶんあります。

　そして、勝たないと手に入らないのなら、勝てば良いのです」

　大西は平然と言い切る。

「我が校の、いえ、皆みなさんの実力はまだこんなものではありません。そして勝つための策は、この大西が考えております。私たち自身の手でウサギヤを奪い、そして勝利するのです！」

　女子生徒たちは、顔を見合わせ、そしてうなずいた。

「そうね！」

「そうよね！」

「生徒会だけに任せてなんていられないわ！　私たちの学校は、私たちの手で守りぬくのよ！」

「やるぞーっ！」

「副会長ーっ！　マイナスポイントでも、手持ち物件の白紙化でもかまいませんーっ！　私たち、絶対に負けませんから、ばーんと引いちゃってくださいっ！」

　樫葉湯の前に立っている淵田は、華之宮のメッセージと、そして、樫葉湯の周りにいた応おう援えんの生徒たちの声せい援えんを聞きながら考えていた。

　──華之宮の言うとおりだわ。

　みんなも盛り上がってるし、ここは、華之宮の言うとおり、カードを二枚引くべきかもしれないわね……。

　淵田は、目の前にいる悪あく魔ま姿の芽衣が、にこにこ笑いながら広げているアクシデントカードを見た。

　──とはいえ、まだ、かなりの枚数が残ってるのよねえ……。

　悩なやむ淵田を見て、芽衣が言った。

「こうなりゃ、スパッといっちゃいましょうよ。思い切って二枚！」

「他人ひと事ごとだと思って……ホント、あんたたち楢山高校の生徒は、悩みが無くていいわよね……」

　芽衣は、再びにっこり笑った。

「はい、私たちは、早乙女会長と所副会長の言うことだけ聞いていれば、間ま違ちがいないので楽なんです。考えないでいいって、楽ですよー？」

「そうか、それが生徒会の仕事ってわけか……そのためにも、ゲームは盛り上げないといけないってことなのね……」

　淵田は、何かに気がついたように、大きくうなずくと、右手を上げて宣言した。

「では、自校の物件に止まりましたので、一割のポイントをもらう代わりに、アクシデントカードを引く枚数を一枚増やし、二枚引きます！」

「はい、どうぞどうぞ！　どーんといっちゃってください！　女は度胸だー！」

「それをいうなら、愛あい嬌きようよ」

　片手でガッツポーズをしてはやし立てる芽衣に、そういいながら、淵田は可愛かわいくも憎にくらしい悪魔の手にあるカードに手を伸のばした。右手で右みぎ端はしから一枚、そして左手で左端からもう一枚。大きな動きで二枚のカードを引き抜ぬいた。

　まず、右手のカードをひっくり返す。

　そこには『マイナス百ポイント』と書かれていた。

「いっち枚目～！　ポイントマイナス百てん～！」

　芽衣が歌うように節を付けて、カードの内容を読み上げる。

　電光掲けい示じ板ばんの桜川女子高のポイントが４０４０になった。

　──くそ！　単なるマイナスポイントカードか！　ならばこっちは！

　淵田は左手に持っていたカードをひっくり返した。

　そこには、大きな文字で『白紙化』と書かれていた。

「出ました！　物件の白紙化！　白紙化される物件は……」

　芽衣は、そこで一いつ瞬しゆん、ためをつくると、大きな声で続けた。

「ウサギヤでーす！」

　メインスクリーンから芽衣の言葉が流れるのと同時に、大だい歓かん声せいが沸わきあがった。

「ホントに出たー!?」
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「ウソだろー？　なんでこっちの物件が白紙化なんだよー！」

「やったわ！　敵の物件をもぎ取るチャンスよ！」

「ウサギヤは二千八百ポイント！　こいつはでっかいわよぉ？」

　実じつ況きようアナウンサーの声が、商店街のあちこちにセットされたモニターから流れ出す。

『なんとぉ！　ここに来てウサギヤ、再ゲームです！　樫森高校側の所有する物件の中で最大のポイント数を持つ重要な物件です！　勝負のゆくえは、これで分からなくなったーっ！』

　樫森高校の生徒たちのうなり声まじりの怒ど号ごうと、桜川女子高の生徒たちの悲鳴にも似た歓かん声せい。

　その声を背に、カードを握にぎった両手を腰こしにあてて仁に王おう立だちした淵田は、テレビカメラの向こうにいる観客と華之宮と真行寺、そして光明に向かって、右手でＶサインを突つき出し、華か麗れいにウィンクを決めた。

「やったね！」

　テレビカメラが捉とらえたその、淵田の映像は、ＵＨＦローカル局の電波に乗って、樫森町、桜川町、楢山町を中心とした、周囲の町のお茶の間に生なま中ちゆう継けいされていた。

　楢山町の町外れにある新興住宅地の一いつ軒けんの家のリビングで、通学ジャージを着たまま、ちょこんと座って、おせんべいをかじりながら高校対決を見ていた中学生らしい女の子が、ぽつり、とつぶやいた。

「……カッコイイなあ、この人。桜川女子高の人って、みんな楽しそう……」

　台所にいた母親が笑いながら答えた。

「細さや香かも、桜川を目標にしたら？　まだ中学一年なんだし、あんたの成績なら、これからがんばれば、桜川くらい狙ねらえるわよ？」

「うん……」

　ジャージ姿の女の子は、小さくうなずいた後で、考え込んだ。

　──でも、桜川って女子校だから、健けん吾ご先輩と一いつ緒しよには通えないよね。

　先輩の志望校は、どこなんだろう？　そうだ、楢山高校だったら……。

　女の子は、夢見るように、ふわっと微笑ほほえむと、口にくわえていたおせんべいを、ぱりん、と嚙かみ割った。
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「さあ、こちらは樫森商店街にある、スーパーマーケット、ウサギヤです！

　桜川女子高チームが引いた白紙化カードのために、樫森高校の物件だったこのウサギヤは、現在所有者がリセットされてしまいました。

　ウサギヤの評価ポイント数は二千八百ポイント！　このウサギヤがどっちのものになるかで、この先の展開を大きく左右することになります！

　新しい所有者を決める再ゲームが行われる会場が見えてきました！」

　女性レポーターが、後ろをついてくるカメラに向かってそう言いながらやってきたのは、ウサギヤのレジの向こうにある、フードコートだった。

　そば、うどん、そしてラーメン、たこ焼き、ソフトクリーム、かき氷などの写真が掲かかげられたその一角には、テーブルが並べられ、樫森高校チーム、桜川女子高チーム、と書かれたフリップが立てられた対決コーナーが出来上がっていた。

　レポーターが、コーナーの脇わきにいた小太りの男子高校生に近づいた。

「こちらが、このゲームの審しん判ぱん員いんを務める、楢山高校の『買い食い立ち食い同好会』の中なか矢や君です、どうぞよろしくお願いします！」

「こちらこそ！」

　中矢が頭を下げた。

「さっそくですが、ここで行われるゲームについて説明していただけますか？」

「はい、今回のゲームは『ニコニコ早食い対決』と申しまして、こちらのフードコートで出されている、ラーメン、たこ焼き、そしてかき氷の三つのメニューを、ひとりずつ交代しながらのリレー形式で食べてもらい、完食した時間を合計して短かった方のチームの勝利となります。ただし、同じ分量では体格が劣おとる女子に不利なので、ハンデとして男子は通常の倍に増量されています」

　レポーターは、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしたような表情になった。

「ええと、ということは、このゲームは、ごく普ふ通つうの早食い競争なんですか？」

　中矢は、にやりと笑ってみせた。

「うちの副会長、所光明が、そんな、何のひねりもないゲームを企き画かくするわけがありません。このゲームは、タイトルのとおり、ニコニコ笑え顔がおで美味おいしそうに食べる、という条件がついています。

　ルールは実に簡単でして、三十秒に一回、正面の笑顔センサーのカメラに向かってにっこり微笑んでいただく。それだけです」

「笑顔センサー？　なんですかそれ？」

　中矢は、挑ちよう戦せん者席の前に立っている小型のＣＣＤカメラと、そこにつながっているコンピューターを指差した。

「これは、このカメラに映った表情をコンピューターがパターン認にん識しきして、笑顔に合がつ致ちするかどうか、笑顔度を判定するソフトなんです。

　企き業ぎようの中には、営業マンや受付窓口の職員が、仕事の前にこのソフトで、きれいで自然な笑顔を作れるように訓練したり、接客業の社員の研修とかに利用しているところもあります。

　この早食い競争は、早く食べるだけでは得点になりません。楽しく、美味しそうに食べることで、初めて得点になります」

「それはつまり、いくら先に食べ終えても、仏ぶつ頂ちよう面づらで食べていたら、得点にならないってことですか？」

「はい、選手には料理を食べながら、三十秒に一回、チャイムに合わせて、カメラに向かって微笑んでいただきます。その時、センサーが『ちゃんとした笑顔ではない』、と判断した場合、ブザーが鳴って、その三十秒はペナルティとして加算されます。

　つまり、一分で食べきったとしても、意い地じ汚きたなくがつがつ食べて、二回のセンサーの読み取りの際に一回も笑顔が作れなければ、記録に一分が加算され、二分として扱あつかわれます。そうなると、いい笑顔を作りながら、一分三十秒で食べきった方に負けてしまうわけです。食べることに集中できないというのは、結構なハンデになると思いますね」

　特設ステージの上で、メインスクリーンに映る中矢の言葉を聞いていた真行寺が、少し離はなれたところに立って、涼すずしい顔で中矢の説明を聞いている光明をにらんで、つぶやいた。

「……まったく、よくもまあ、ああいったへそ曲がりなゲームを考え出すものだ……」

　華之宮が、うなずいた。

「ええ。本当に、感心しますわ……」

　光明は、にっこり笑った。

「やって面おも白しろい、見て面白いゲームというのは、なかなか難しいんですよね。実を言うとひねりは、あれだけじゃないんです」

「なんだと？」

　真行寺が眉まゆをひそめたとき、メインスクリーンの中では中矢が次のルールを説明していた。

『……それから、料理を食べる選手は、くじ引きで決めていただきます。猫ねこ舌じたの人がラーメンに挑ちよう戦せんしたり、冷たいものが苦手な人がかき氷に挑戦することになるかもしれませんけど、そこは運ですね』

「なんですって！」

　声を上げたのは華之宮だった。

「早食い競争の料理を事前に聞かされていたので、我が桜川女子高では、ラーメンが得意な生徒や、たこ焼きを早く食べることのできる生徒などを事前にピックアップして選手に登録しておいたのです！　そこをシャッフルされたのでは、何のために事前に得意な料理を調べておいたのか、わからないじゃないですか！」

「そうだ、我が樫森高校も、料理ごとにスペシャリストを用意しておいたのだぞ！」

「予定調和よりもハプニング。リアルタイムこそがテレビの原点なんですよ」

　光明が、にっこり笑って、そう答えた頃ころ。

　ウサギヤのフードコートでは、レポーターが樫森高校と桜川女子高の選手たちを紹しよう介かいしていた。

「樫森高校の代表選手はこちらの三人、団だん子ご坂ざか三兄弟です」

　テレビカメラは高校生とは思えない貫かん禄ろくのある太った男子生徒と、背が高く、瘦やせて眼光鋭するどい生徒、そして、中学生くらいにしか見えない小こ柄がらで童顔の生徒を映していた。

「こちらの三人はご兄弟とのことですが、恐おそれ入ります、お名前を教えてください」

　太った大おお柄がらの生徒が前に進み出て、口を開いた。

「私は、樫森高校に通う団子坂家の長男・大だい一いち郎ろうです。この背の高いのが次男の中ちゆう次じ郎ろう、そっちの小さいのが末っ子の小こ三さぶ郎ろうです」

　体つきはバラバラだが、言われてみれば三人の顔立ちはよく似ていた。

「なるほど、三兄弟でこの対決に挑いどむわけですね。確かに、兄弟なら連れん携けいもバッチリでしょう。そして、一方の桜川女子高の代表選手がこちらの皆みなさんです」

　桜川女子高の三人も、ずんぐりむっくりの体型の女生徒、ころころとした小動物系の女生徒、細身の物静かな女生徒と順に並んでいる。

　レポーターが、ずんぐりむっくりの体形の女生徒に聞いた。

「恐れ入ります、選手の方を紹介していただけますか？」

「は、はい。私は桜川女子高の武蔵むさし川がわ雅みやびと申します。隣となりが紗さ理り野の千ち恵え、そして志し波ばれ沢ざわ小こ雪ゆきと申します。

　それぞれの得意分野を生かすことを考えて選ばれたメンバーですから、得意なメニューを引き当てることができれば、私たちの勝利は確実です！」

「なるほど、メニューに合わせて選せん抜ばつされたメンバーということですね。さて、それでは、ニコニコ早食い対決の開始です！　まず、各選手が挑戦するメニューを決定していただきましょう」

　樫森高校チームと桜川女子高チームの選手の前に箱が運ばれてきた。

「この箱の中に料理名の書かれたボールが三つ入っています。それぞれ一個をつかんで、前に出してください！　では、手を入れて……大だい丈じよう夫ぶですね？　ボールをつかみましたね？　では前に出してください、一、二、三、はい！」

　それぞれの選手が、一いつ斉せいに箱からボールを取り出して前に突つき出した。

「まず、最初の料理、ラーメンに挑戦するのは、樫森高校の団子坂兄弟長男の大一郎君。桜川女子高からは武蔵川さん！　二番目のたこ焼きに挑戦するのは次男の中次郎君と紗理野さん、そして三番目のかき氷に挑戦するのが、末っ子の小三郎君と志波沢さん！　以上のように決定しました！」

　選手たちを連れてウサギヤまで来ていた大西が、思わずガッツポーズを作った。

「よしっ！　どんぴしゃ！　適材適所！　これで勝てる！」

　本俵は眉をひそめた。

「くそ！　挑戦する料理までくじ引きとは思わなかった……大丈夫か？」

　大丈夫ではなかった。

　団子坂三兄弟の顔はひきつっていた。

「だ、大丈夫か、兄あに者じや！　すれ違ちがった町内の猫ねこがみんな、頭を下げてニャウ、と挨あい拶さつするくらい猫舌の兄者が、ラーメンの早食いなんて！」

　小三郎から声をかけられた大一郎が、気き遣づかうように答えた。

「いや、お前こそ大丈夫か小三郎。アイスコーヒーの氷ですら、こめかみがうずいてしまうほどのお前に、かき氷の早食いというのは拷ごう問もんに等しい。ましてや、にっこり笑えというのは、地じ獄ごくの苦しみだぞ？」

　小三郎は、決意を秘ひめた目で兄を見返して言った。

「わかっております。されど、樫森高校の命運を決する勝負を前にして、棄き権けんしたとあっては団子坂三兄弟の名折れ！　恥はずかしくて、もはやこの街を歩くことはできません！　かくなるうえは、中次郎兄者の活かつ躍やくに期待し、我ら二人は、せめて笑え顔がおで点数を稼かせぐ以外に道はありません！」

「うむ、そうだな。それしかあるまい！」

　三兄弟が悲ひ壮そうな覚かく悟ごを込めた表情でうなずき合った。

「では、双そう方ほうの選手は席についてください、これから笑顔センサーの説明をします！」

　審しん判ぱん員いんの中矢が進み出て、二人の前にある小型のＣＣＤカメラと、その横にある青と赤のＬＥＤのランプを指差した。

「口で説明するより、一度やってみましょう、いいですか？　動かします」

　中矢の言葉が終わるのと同時に、二つのＬＥＤランプの青い方が、一秒間かん隔かくで、ぴかっ、ぴかっ！　と点てん滅めつを始めた。

「ＬＥＤランプの青い方が一秒に一回点滅します、二十七回目から、予告のために点滅と同時に電子音が出ます」

　中矢の言葉の通り、ランプから「ピッ！　ピッ！」という音が聞こえてきた。そして三十回目のとき、電子音が「ポーン！」と鳴って青と赤のランプが同時に光った。

「はい、今がちょうど三十秒目の合図です。このタイミングで、目の前のＣＣＤカメラに向かってにっこり微笑ほほえんでください。

　これを逃のがすと、当然得点は零れい点てんとなり、三十秒のペナルティとなります。電子音に注意して、聞き逃さないようにしてください、いいですね？」

　武蔵川と、団子坂兄弟の長ちよう兄けいが、緊きん張ちようした表情でうなずいた。

　中矢が引っ込むと、レポーターが前に出てきた。

「さあ、いよいよニコニコ早食い対決の始まりです！　まず最初の対決メニュー、ラーメンの登場です！」

　カウンターの後ろで待ち構えていたフードコートの店員が、手に持ったお盆ぼんから、団子坂大一郎と、武蔵川雅の前にラーメンの丼どんぶりを置く。

「お待たせしました！　大盛りラーメンと、特大ラーメンです！」

　きらきらと細かく脂あぶらが浮ういている茶色い醬しよう油ゆ味のスープの下には、うす黄色い細い縮れ麵めんがきれいに重なっているのが見える。

　具はバラチャーシューと、メンマ、ネギ、ナルトが一枚、という実にトラディショナルな、由ゆい緒しよ正ただしい醬油ラーメンである。

　武蔵川の方の大盛りラーメンは、普ふ通つうの丼だが、麵が多く、スープの中から盛り上がっている。そして大一郎の方は、丼そのものが二回りほど大きく、茶色だったらすり鉢ばちと間ま違ちがうほどの大きさである。

「これは美味おいしそうな醬油ラーメンですね。しかも、麵も具もなかなかのボリュームだ。こちらのお店では、普ふ段だんから部活動が活発な樫森高校の生徒さんを常連にしているため、通常のラーメンでも他店より大盛りにしているそうです」

　ふたりの挑ちよう戦せん者が割り箸ばしを手にしたのを確かく認にんして、中矢が合図を出した。

「スタート！」

　掛かけ声と共に、青いランプが点灯した。

　二人は器うつわに向かい、猛もう然ぜんと食べ始めた。

「さて、樫森高校の先せん鋒ぽう、団子坂大一郎君は相撲すもう部所属とのことです。となれば、たとえ特大ラーメンとはいえ、実に容易たやすいことかもしれません」

　だが、その言葉とは裏腹に、大一郎はラーメン丼から麵をつまみあげると、顔を真っ赤にして一いつ生しよう懸けん命めいふうふうと吹ふき始めた。

「おおっと、大一郎君、まず、麵を冷ましにかかった！　ひょっとして大一郎君は熱いのが苦手なのか？　だとすると、この勝負、ちょっと苦しいかもしれません！」

　レポーターの言葉のとおり、ふうふうと吹いて冷ました麵を口に入れた大一郎の顔が苦痛にゆがんだ。

　麵の表面の温度は下がっているが、麵の内部は熱いスープを含ふくんだままだったのだろう、悲鳴にも似た声を上げる。

「あひ！　あひひひ！　あひぃ！」

　一方、対する桜川女子高側の一番手、武蔵川は、見ていて気持ちがよいほどに、豪ごう快かいに麵をすすりたて、口に運んでいた。

　やがて、笑顔センサーが作動する三十秒が近づいた。

『ピッ！　ピッ！　ピッ！』

　一秒刻みの電子音と共に青色のＬＥＤが点滅する。

　熱い麵を口に含んだ大一郎は、前歯で麵を支え、口の左右から息を吸ったり吐はいたりして、冷まそうとしていた。口の中の麵を吐き出すわけにもいかないままその瞬しゆん間かんが経過した。

『ぽーん！』

　電子音と共に赤いＬＥＤが光った。

　二人の後ろにある液えき晶しようモニターに、その瞬間の静止画が映し出され、笑顔を認識するセンサーのアイコンが、目や口のあたりを素す早ばやく動き回る。

　ものの二、三秒で判定が出た。

　麵を口にくわえたまま、無理して微笑もうとして変な顔になってしまった大一郎の顔の上に「×」、にっこり笑った武蔵川の顔の上に「○」が表示された。

「おおっと！　一回目の判定では、樫森高校の団子坂君が笑え顔がおでは無い、と判定されてしまいました！　熱いものが苦手な人間に、熱いラーメンを食べながらにっこり笑えというのはかなり酷こくなことなのかもしれません！　こうしている間にも、時間は無情に過ぎていきます！　間もなく二回目の判定です！」

　熱いラーメンを前に四苦八苦する大一郎の目の前で、再び電子音が響ひびいた。

『ピッ！　ピッ！　ピッ！　ぽーん！』

　二人の後ろにあるモニターに再び静止画が映し出された。

　さっきと違ちがって大一郎の顔は、少しひきつっているものの、ちゃんとした笑顔だった。

　両方の画面に「○」が表示される。

「やりました！　双そう方ほうともに笑顔は満点！　ペナルティはありません！」

　しかしこの時、ラーメンの消費量には大きな差がついていた。

　大一郎のラーメンは、まだ半分以上残っているのに対し、武蔵川のラーメンは、麵も具もほとんど腹に収まっており、あとはスープを残すのみとなっていた。

『ピッ！　ピッ！　ピッ！』

　再び三十秒が経過する音が響きはじめた。

　大一郎と、武蔵川は、同時に箸はしを止めて『ぽーん！』の音と共に、ＣＣＤカメラに向かってにっこり笑う。

　結果は両方とも「○」だった。

　だが、そこで、モニターで成り行きを見守っていた淵田がわずかに顔を曇くもらせた。

「……まずいわね」

　──武蔵川さんはあの通りの立派な体格で食べっぷりもいいわ、でも、ああ見えて彼女は繊せん細さいで恥はずかしがり屋なのよねえ……人前で、それもテレビカメラの前で、丼どんぶりを持ってラーメンのスープを飲むのに抵てい抗こうがあるんじゃないかしら？

　淵田の危き惧ぐは的中した。

　ここまで豪快にラーメンを食べてきた武蔵川は、レンゲを手に取ると、スープをすくって口に運び始めた。

　淵田の隣となりに立って、その光景をモニターで見ていた芽衣が、首を傾かしげて言った。

「さっきまで、ラーメンを一気食いしてたのに、スープはレンゲで飲むなんて……」

「女の子なのよ、わかるでしょ？」

「ええ、わかりますけど……でも、あれじゃあ追いつかれちゃいますよ？」

　芽衣の言葉のとおりだった。

　開始から一分以上が過ぎ、特大ラーメンも、それなりに温度が下がったのだろう、大一郎は猛然と巻き返しを図はかっていた。

「ずっ！　ずずずずずっ！　ずっ！」

　すすり込む音と同時に、驚おどろくほどの大量の麵めんが大一郎の口の中に消えていく。

　それに気がついた武蔵川も、ハイピッチでスープをすくい、レンゲを口に運ぶ。

　次の瞬間、ラーメン丼の底に残った最後のスープを、武蔵川のレンゲがすくい取った。

　口に運び飲み干すのと同時に、武蔵川はラーメン丼の底を審しん判ぱん員いんの中矢に向けて見せた。

　中矢が右手を上げる。

「桜川女子高チーム、ラーメン完食！　時計をストップしてください！」

　武蔵川の前に置かれていたタイムカウンターが二分三十二秒で止まった。

　対する樫森高校大一郎は、それから二十二秒後の二分五十四秒でラーメンを食べ終えた。

「後半の巻き返しも及およばず、樫森高校は、二十二秒という差をつけられてしまいました！　そして、さらにここに笑顔のペナルティが乗せられます！

　団子坂大一郎君は一回、笑顔を作ることができませんでしたので、ここに三十秒のペナルティが加算されます！」

　レポーターの言葉と共に、樫森高校チームのタイムカウンターの表示が三分二十四秒という表示に切り替かわった。

「さて、一番手のラーメン対決は、桜川女子高の勝利に終わりましたが、次の料理は何でしょうか？」

　中矢はにっこり笑って机の上に置かれた、経きよう木ぎで作られた船の形をした皿を持ちあげた。

「はい！　二番目の勝負はこれ、フードコートの定番人気商品のたこ焼きです！

　外はカリっ、中はとろっ！　口の中で弾はずむタコ！　トッピングは、たっぷりソースとマヨネーズ、散らした青のり、踊おどる削けずり節ぶし！　このできたてのたこ焼き三皿ぶん三十個を先に食べ終わった方の勝ちです。

　なお、食べるのはたこ焼き本体だけです、ラーメンスープを飲むように、皿に残ったソースとマヨネーズは舐なめる必要はありません。ご安心を」

　挑ちよう戦せん者席には、樫森高校団子坂三兄弟の次じ兄けいである中次郎と、桜川女子高の紗理野の二人が座っていた。

「さあ、次の挑戦者が席に着きました。フードコートの調理場では、すでにソースたっぷり、アツアツほかほかのたこ焼きが焼き上がっております！　二校の選手たちはどのように攻こう略りやくするのでしょうか？」

　レポーターの言葉と共に、二人の前に焼き立てのたこ焼きが運ばれてきた。

　熱々、焼き立ての証しよう拠こに、たこ焼きの上にふりかけられた花カツオが、ちりちりと踊っているのが見える。

「一皿を食べ終えたらすぐに次の皿が来ます。作り置きではありません。選手の方には、常に焼き立てを食べ続けていただくことになります。よろしいですね、では、ゲームスタート！」

　中矢の合図と共に、会場にエアホーンの『みゅー！』という音が響いた。

　団子坂兄弟の次兄、中次郎は、たこ焼きについてきた細長い串くしを低く構え、眼前に置かれたたこ焼きを見すえ、「はっ！」という掛かけ声と共に串を一いつ閃せんさせた。

　皿の上のたこ焼きはすべて水平方向に真っ二つに割れていた。

「ほっ！」

　次の掛け声と共に中次郎は、水平に切断されたたこ焼きの上半分をひっくり返し始めた。

　割られたたこ焼きから白い湯気が、ふわっと立ち上る。

「おおっと!?　あれは、なにをやっているのでしょう？」

　レポーターの質問に、中矢が答えた。

「焼き立てのたこ焼きは外皮と内部との温度差が極きわめて大きく、油断して口に放ほうり込めば、中のとろとろの部分でやけどをしかねません。そこで中次郎君は、まず二つに割り開くことで表面積を広げ、冷れい却きやくを図はかったのだと思います」

　だが、それを見ていた桜川女子高の紗理野は、怒おこったように言った。

「なんやそれ！　そんなん、たこ焼きの食べ方とちゃう！　たこ焼きっちゅうのは、こうやって、口に放りこんで！」

　関西弁でまくしたてた紗理野は、そう言うなり、たこ焼きを丸ごと口に放りこんだ。

「あひ！　はふ！　へふ、ひひなはら、はへるもんひゃ！」

　口の中のたこ焼きを、ごくん、と飲み込んだ紗理野は、制服の袖そでを腕うでまくりした。

「よっしゃあああ！　乗ってきたぁ！　本場のたこ焼きの食べ方見せたるでぇ！」

　そう言うが早いか、串をたこ焼きに突つき刺さして、ひょいぱく、はふはふ、とたこ焼きを平らげ始めた。

　その姿は、もぐもぐと必死に口を動かしてヒマワリの種を詰つめ込むハムスターやシマリスに、どこか似ていた。

「すごい！　出来立ての熱さをものともせず、なんとも驚きよう異い的てきなスピードです！　えー、こちらのデータによると、桜川女子高二番手の紗理野千恵さんは、昨年関西の高校から編入してきたそうです。関西といえば、たこ焼きの本場。これは、かなりの活かつ躍やくが期待できるかもしれません」

　レポーターが、そう言ったとき。

『ピッ！　ピッ！　ピッ！』

　最初の三十秒が経過する音が響ひびきはじめた。

　中次郎と、紗理野は、同時に串を止めて『ぽーん！』の音と共に、ＣＣＤカメラに向かってにっこり笑う。

　後ろのモニターに、中次郎のぎこちない微笑ほほえみと、青のりのついた白い歯を見せて、にっ！　と笑っている紗理野の笑え顔がおが映った。

　判定は両方とも「○」だった。

「よし！　今度はいけるぞー！」

「ナイス笑顔ー！」

　そんな歓かん声せいの中、華之宮が、一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめた。

　──いいえ、彼女も桜川のために戦っているのです。それを軽けい蔑べつしてはいけません……いけませんが、青のりまみれの笑顔はちょっと……。

　たこ焼きを上下に分割して開き、冷ましていた中次郎は、温度の下がったたこ焼きを、次々に口に放りこみ、最初から丸ごと一個食べている紗理野の後を、猛もう然ぜんと追い始めた。

　だが、その差はなかなか縮まらない。

　やがて、紗理野は一皿目を食べ終わった。すかさず次の皿がやって来る。

　ひと足遅おくれて、中次郎も食べ終わる。

　中次郎は、次の皿のたこ焼きも同じように素す早ばやく開きにした。

「樫森高校チームは、なかなか追いつけないようですね？　どうしてでしょう、わかりますか？」

「ええ、あのたこ焼きを切り開いて、表面積を広げて冷却する、という方法は、確かに冷めるのは早くなりますが、数が増えるということでもあるわけです。一気に口の中に詰め込むことはできますが、その状態では微笑むことができません」

「なるほど、全体の量は変わらないけれど、手間が増えた、という感じでしょうか？」

　一方、桜川女子高の紗理野は、たこ焼きを、ひょいぱく、ひょいぱく、というペースで一気に口に放ほうりこんでいる。

『ピッ！　ピッ！　ピッ！』

　三十秒が経過する音が響きはじめた。

　中次郎は、あわてて串を止めて笑顔を作る。

　紗理野も、同じように笑顔を作ろうとして、口の中のたこ焼きを飲み込んだ。

　だが、あろうことか。

　そのたこ焼きの中のタコは、まだ口の中で冷めてはいなかった。

　熱いトロトロをまとわりつかせたタコが、ダイレクトに紗理野の喉のどの奥に張り付いた。

「ケーッ!?」

　喉を押さえた紗理野が、怪あやしい鳥のような叫さけび声をあげて目を見開いたその時。

『ぽーん！』

　笑顔センサーが働いた。

　二人の後ろにあるモニターに映った静止画は、にっこり笑った中次郎と、びっくりした子ダヌキのように目を見開いた紗理野の顔だった。

　中次郎の顔の上には「○」そして、紗理野の顔の上には当然のように「×」がついた。

「ああっ！　最悪のタイミングでした！　紗理野さんに「×」が付きました！　ここでペナルティが三十秒加算されます！」

　そのペナルティだけではなかった。

　喉の奥に軽いやけどを負ったのだろう、紗理野の食べるスピードが、がくっと落ちた。

　大西が気き遣づかうように呼びかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　紗理野さん！　無理しなくていいのよ！　棄き権けんしたっていいんだから！」

「い、いえ、大丈夫です！　うち、がんばれます！」

　紗理野が喉を押さえながら答えたその声は、裏声、というよりも、どう聞いてもアニメの少女キャラが話す時の声にしか聞こえなかった。

「うちのせいで、うちの高校が負けたりしたら、うちはみんなに顔向けできへん！　やります……！」

　喉を押さえて、半分涙なみだ目めになりながら、紗理野はたこ焼きを口に運ぶ。

「……うちがいかんのや、たこ焼きをナメとったから、たこ焼きを馬ば鹿かにして、食べとったからたこ焼きの神サンが、うちにバチ当てたんやぁ……もう馬鹿にせえへんよ、しっかり食べたる……」

　その、なんとも言いようのない健けな気げさがにじむ少女キャラのような声を聞いたとたん、観客の中にいた楢山高校の生徒たちの間に「ざわ……ざわ……」というざわめきが広がった。

「おい、後ろの方で準備体操し始めたヤツがいるぞ」

「ああ、アニメ研究会がアップし始めたようだな」

「こっちの声優研究会の連中、目の色が尋じん常じようじゃねえぞ」

「俺たちは今、新たなアイドルが誕生するその瞬しゆん間かんを目もく撃げきしたのかもしれない……」

　野や次じ馬うま根こん性じようで勝手に盛り上がる楢山高校の男子生徒たちをよそに、たこ焼き早食い競争は続いていた。

「さあ、いよいよたこ焼きも三皿目に入りました！　双そう方ほうともにラストスパートです！　しかし、喉を痛めた紗理野さんの食べるスピードが、がくんと落ちました！　この間に樫森高校の中次郎君が、ぐんぐん追いついて来ています！　ほとんど同時、いや、速い！　樫森高校が二分の一個ぶんリードしています！」

『ピッ！　ピッ！　ピッ！　ぽーん！』

　二人とも「○」だった。

　この一瞬のタイムラグで、樫森高校は完全に桜川女子高をたこ焼き一個分リードした。

　そして中次郎は、そのまま最後の一個を口に放ほうりこんだ。

　中矢の右手が上がり、樫森高校のタイムカウンターが、六分十八秒で止まった。

　桜川女子高の紗理野が食べ終わったのは、それから三十二秒後だった。

「はい、ではこの時間に、笑え顔がおセンサーのペナルティを加算します！」

　桜川女子高のタイムカウンターに三十秒が加算され、桜川女子高のトータルタイムは六分二十八秒になった。

　会場がどよめいた。

　樫森高校と桜川女子高の生徒たちの歓かん声せいと悲鳴にも似た声が飛ぶ。

「やったぜ！　抜ぬいた！」

「このまま行け！」

「うそうそうそ！　なんで？　なんで抜かれちゃったの？」

「大丈夫！　まだ挽ばん回かいできるって！」

　自分の出したタイムのために、樫森高校にリードを許したこと知った紗理野が泣きながら、大西に謝った。

「ごめんなさい！　大西先せん輩ぱい！　うち……頑がん張ばったんやけど……」

「わかってるわよ、沙理野さん。あんたは頑張ったわ。タイミングが悪かっただけ。だから気にしないで！　次のかき氷対決の志波沢さんに任せましょう」

　涙目で、こくこくとうなずく紗理野に向かって応おう援えんの拍はく手しゆと声せい援えんが飛んだ。

「そうだ！　紗理野さんは悪くない！」

「やけどに耐たえてよくがんばった！　感動した！」

「団子坂！　空気読め！」

　なぜか、男子生徒の声援のほとんどが、勝った団子坂ではなく負けた紗理野に向けられていた。

　挑ちよう戦せん者の席には、三兄弟の末っ子である小こ柄がらな団子坂小三郎と、細身で長い黒くろ髪かみの、おとなしそうな志波沢小雪の二人が座っていた。

「さあ、最後の難関は、このウサギヤフードコートの人気メニュー、かき氷パフェです！」

　レポーターの声と共に運ばれて来たのは、金きん魚ぎよ鉢ばちほどの大きさのガラスの器うつわに、数種のシロップでカラフルに彩いろどられたかき氷が盛られ、その上に特製アイスクリームとフルーツがドーンとのせられているスイーツだった。

　特設ステージの隅すみっこで、メインスクリーンに映るパフェを見上げていた朋絵が、思わず身み震ぶるいする。

「うわあ。美味おいしそうだけど、なんだか、見てるだけで寒くなってきそう」

　テレビの中ちゆう継けいが、再ゲーム会場を映している間のステージの上は、どこかのんびりとした空気が漂ただよっている。

　光明は朋絵の隣となりにやって来て、同じようにメインスクリーンを見上げてうなずいた。

「だよなあ。そうでなくても秋口で気温も低い上に、かき氷だもんなあ」

「まるで他人ひと事ごとみたいに言ってるけど、対決メニューはあなたが決めたんでしょ？」

「まあ、そうなんだけどね。こうやって実際に見ると、インパクトあるね」

　とぼけた調子で答えた光明を、華之宮が忌いま々いましそうに見た。

「テレビ映りを優先したってことなんでしょうけど、それに挑戦する生徒の身にもなって欲しいものですわね！」

　だが真行寺は、その華之宮の言葉に首を振ふってみせた。

「いや、所光明どのは、別に悪意があるわけではない。今回の早食い対決のメニューは、このゲームのために作られた特別メニューではない。常つね日ひ頃ごろ、あのウサギヤのフードコートで提供されているメニューだ。

　テレビ映りのために、ことさらに強調したり演出を加えたわけではない。あのかき氷が出てくることは、我々は了りよう解かい済みだったのだからな」

　華之宮は、少し赤くなった。

「そんなことは、言われなくてもわかっています。ちょっと愚ぐ痴ちを言いたくなっただけですわっ。それよりも、ちょっとリードしたからといって……ずいぶん余よ裕ゆうですわね」

「別にリードしたゆえの余裕ではない。リーダーたるもの、部下を信じるのは当然のことだ。部下の心配をするのもリーダーの仕事だが、部下を信じて任せるのもリーダーの仕事だ」

「私だって、信じていますわ！」

　華之宮はそう言うと、むくれたように唇くちびるを尖とがらせた。

　その時、メインスクリーンに映るかき氷早食い勝負を見上げていた光明の視野に、ステージの袖そでで手招きする藍山の姿が映った。

「あ、藍山さんだ」

「え？　ホントだ。何の用なんだろう？」

「数字の報告に来てくれたんだと思うよ」

「数字？」

「うん、このイベントの客の数とかリアルタイム視し聴ちよう率りつとか」

　藍山は、光明の顔を見るなり、にっこり笑った。

「絶好調よ、イベント自体の集客数もすごいけど、番組の視聴率もすごいみたい。

　樫森町、楢山町、桜川町だけじゃなくて、県内の五百世帯に対して電話でアンケートを取ったリアルタイム視聴率の数字は、四十パーセントを超こえているわ。日曜日の昼過ぎの時間帯としては破格の数字みたいね。プロデューサーさんから聞いた話だと、この勝負を編集したコンテンツを、全国ネットで流すことが決まったそうよ」

「へえ、すごいですね……」

　藍山は、微笑ほほえんだまま小さく首を振った。

「何言ってるのよ。すごいのは、あなたよ。プロデューサーの人とか、みんな、あなたを欲しがってるわよ。あなたの才能をね！」

「それは、どうも……ありがとうございます」

　そう言って頭を下げた後で、光明は、ちょっと真しん剣けんな目になって藍山に聞いた。

「例のアンケート、どうなりました？」

「え？　ああ、あれね。ちゃんと予算が付いたから、この放送が終わってすぐに実じつ施しすることが決まったわ。範はん囲いも拡大したわよ、県内全域と、隣の県の一部を含ふくむ、今日の高校対決のこの番組が映る地域全体に実施するわ」

「そんなに大規模な調査になったんですか？　そりゃあすごいや！」

　目を輝かがやかせる光明を見て、朋絵が聞いた。

「何がそんなにすごいの？　アンケートって何のこと？」

「中学生に、入りたい高校、遠くからでも通ってみたい、あの高校に入れば楽しい高校生活が送れそうだ、あの高校に入りたい！　って高校はどこ？　というアンケートを取るのさ」

「でも、高校って偏へん差さ値ちで決まっちゃうから、入りたくても成績が悪ければ入れないよね？　入りたい高校じゃなくて、行ける高校に行く、ってのが普ふ通つうじゃないのかな？」

　怪け訝げんな顔をする朋絵を見て、光明はうなずいた。

「そのとおり、高校にはそれぞれの学力レベルがある。行ける高校は偏差値で振り分けられちゃうというのが本当のところかもしれない。高校なんてどこも同じだって思ってる人が多いのかもしれない。

　でも、高校の雰ふん囲い気きって、外からじゃわからないよね。高校に進むときに、中学生の知ることができる情報なんて、せいぜい、今までの大学進学率の数字とか、学校の写真が載のっているだけの無む味み乾かん燥そうなパンフレットがいいところだ。

　親しん戚せきとか、知り合いにその高校に通っている生徒がいれば、なんとなくウワサは聞こえてくるかもしれないけど、文化祭とか、そういったイベントでもなければ、高校の中の雰囲気はわからない。漠ばく然ぜんとしたイメージでしか、高校を捉とらえることができないよね。つまり、中学生のほとんどは、情報を持たないで、ただ自分の成績で行ける高校、というだけの理由で選んでいるってことなんだ」

　光明の言葉を聞いていた朋絵は、何かに気づいたように、はっと目を見開いた。

「もしかして……この高校対決を、学校のアピールのために使うつもりなの？」

「そうさ。今回のイベントを見た親も中学生も、楢山高校、桜川女子高、樫森高校、それぞれの高校のいろんな部分を見ることができたんじゃないかって思うんだ。

　その中にはきっと、あの高校に入りたいっ！　って思った中学生もいるはずだ。

　あの高校に入れば、楽しい高校生活が送れそうだ、あの高校に入りたい、そのためには成績を上げて頑がん張ばるぞ！　って生徒を一人でも増やせば、その高校の生徒数は減らない……違ちがうかい？」

「うん、そうなってくれれば、言うことは無いけど……そんな風に上手うまく行くかしら？」

　心配そうな顔をする朋絵を見て、光明は笑ってみせた。

「うん、実際に上手く行くかどうかわからない。だから藍山さんに、アンケートをとってくださいって頼たのんだのさ。樫森町、桜川町、楢山町に通学可能な範囲の中学生全員にアンケートを取って、この三つの町にある高校に通いたいと思うかどうか、それを聞いて欲しいってね」
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　藍山は肩かたをすくめた。

「願望とか、机き上じようの空論で人を動かすことは難しいけど、その願望や空論に、ちゃんとした数字で表されたデータの裏付けがあれば、話は別よ。数字は噓うそをつかないから……でも、役所が一度決めたことを見直すってのは、よほどのことがないと無理よ？」

「わかってます。でも、それって逆に言えば、よほどのことさえあれば、見直すってことですよね？　だったら、よほどのことを起こせばいいんじゃないでしょうか？」

「あんたって子は……」

　にっこり笑って答えた光明を見て、藍山が半分呆あきれたようにため息をついたとき。

　メインスクリーンの向こうでは、いよいよ早食い対決の最後の勝負が始まろうとしていた。

「桜川女子高の最後の挑ちよう戦せん者は生物部の志波沢さんです。果たして、リードされた時間を逆転して勝利に結びつけることができるでしょうか？　そして樫森高校の団子坂三兄弟の末っ子小三郎君は、兄が勝ち取った時間を守りきって、勝利を手にすることができるでしょうか？　いよいよスタートです！」

　席に着いた長い黒くろ髪かみの女子生徒と、小こ柄がらな小三郎は、そびえ立つかき氷パフェを前に、スプーンを手に取った。

「よーい、スタート！」

　中矢の声と共にエアホーンの『みゅー！』という音がウサギヤに響ひびき渡わたった。

　団子坂小三郎は、眼前のかき氷パフェを見すえた。

　──ええい、負けるものか。こんなもの、単なる水の固形物を粉ふん砕さいして身体からだに悪そうな人工着色料をぶっかけただけのものじゃないか！

　自分にそう言い聞かせると、勢いよくスプーンを突つき刺さし、すくい上げた氷の塊かたまりを一気に口に運ぶ。

　が、途と端たんに頭をかかえてがくっと、机に突っ伏ぷした。

「く～～っ、痛たたた！」

「ややっ、小三郎君、ものすごく苦しそうです。おそらく、かき氷を食べると頭がキーンと痛くなる、あれですね！」

　しかし、小三郎は顔を上げ、自らに言い聞かせるようにつぶやいた。

「……ええい、臆おくするな小三郎。これは『アイスクリーム頭痛』と呼ばれる生理反応の一種にすぎない！　冷たさを感じる神経が、強い刺し激げきを勘かん違ちがいして痛さとして認にん識しきしているだけのことだ！　ていっ！」

　小三郎は自分に活を入れると、再び一気に氷を口にかきこんだ。

「ぐわあああっ！　り、理り屈くつはわかっていても、痛いものは痛い！」

　机の上で頭を押さえて、のたうちまわる小三郎を尻しり目めに、対戦者の志波沢は黙もく々もくとかき氷を食べ続けている。ペースが落ちる気配すらも無い。

　その様子を見ていた大西は、勝利を確信するかのようにうなずいた。

　──さすが『氷の女王』と異名をとる志波沢さんだわ。もともと低体温症しようの彼女にとって、冷たいものは、空気も同じ！　この勝負、勝った！

　三十秒ごとの笑え顔がおセンサーチェックを二回経過した時点で、かき氷の減り具合は圧あつ倒とう的てきな差が付いていた。

　小三郎の器うつわには、まだアイスクリームが残っており、肝かん心じんのかき氷も半分以上原形を保っているのに対し、志波沢の方はトッピングのアイスクリームもフルーツもとっくに食べ終え、あとは半分以下になったかき氷を残すのみとなった。

　だが、ここまで来たとき、志波沢の動きが急に遅おそくなった。

　ただでさえおとなしく無表情っぽい顔が、さらに無表情になり、心なしか目がとろ～んとして、どことなく眠ねむそうだ。

「志波沢さん！　どうしたの？　眠っちゃダメよ！　今は勝負中なんだから！」

　大西の声ではっと、目を開いたが、すぐに眠そうな表情に戻もどってしまう。

「どうしたのかしら、なんで、急に眠くなっちゃったんだろう？」

　あわてる大西に、武蔵川が言った。

「……もしかしたら。志波沢さんは、自己暗示にかかっちゃったのかもしれません！」

「自己暗示？　どういうこと？」

「ええ、志波沢さんは、低体温症だってことを逆手にとって、自分はヘビ女だ！　冷血動物だから、かき氷を食べてもなんともないんだ！　って自分に言い聞かせていたんです。

　その自己暗示が効きすぎて、もしかして、冬とう眠みんしかかっているんじゃないかと……」

「冬眠ですって!?」

　大西は目を丸くした。

「そ、そりゃあヘビは、冬になれば冬眠するけど。そこまでなりきるものなの？」

「志波沢さんは真面目まじめですから……」

　武蔵川の言葉を聞いた大西は、あわてて志波沢に呼びかけた。

「志波沢さん！　あなたはヘビ女なんかじゃないわ！　正気に戻って！」

　大西の言葉を聞いても、志波沢の表情は変わらない、それどころか、目をつぶってしまった。

「ああ……冬眠しちゃう！　このまま来年の春まで目が覚めなかったらどうしよう！」

「あかん！　寝ねちゃあかんでー！」

「志波沢さん！　志波沢小雪さん！　しっかりして！　目を覚まして！」

　武蔵川と、紗理野の二人が必死に呼びかけるその声を聞いた時、大西の脳のう裏りに一つのアイディアがひらめいた。

　──志波沢小雪……そうよ、小雪って名前をつかって、違ちがう暗示をかければいいのよ！

　大西は、呼びかけ方を変えた。

「小雪ちゃん！　小雪ちゃん！　あなたはヘビ女なんかじゃないわ！　あなたは雪女なのよ！　寒ければ寒いほど、冷たければ冷たいほど、生気を増して元気になる、雪女なのよ！　目を覚まして！　雪と氷はあなたの友達よ！」

　志波沢の目が、ゆっくりと見開かれた。

「ゆき……おんな？　私が？」

「そうよ、あなたは雪女よ！　冷たい微び笑しようで男を虜とりこにする、雪女よ！　その冷たさがあなたの魅み力りよくなのよ！」

　大西の言葉を聞いた志波沢の目に光が戻ってきた。

「冷たさが……魅力？」

「そうよ！　クールビューティよ！　さあ頑がん張ばって！　後少し！　さくっと食べちゃいましょう！」

　志波沢は、しっかりと目を見開くと、大きくうなずいて、かき氷の残りを猛もう然ぜんと口に運び始めた。

　除雪車が道みち端ばたに積み上げられた雪の壁かべを吸い込むように、器の中のかき氷が、見る見るうちに口の中に吸い込まれていく。

　やがて志波沢はかき氷の最後のひと口をゆっくりと口に運び、器の底にたまったシロップをストローできれいに飲み干した。

　それを見届けた審しん判ぱん員いんの中矢が高らかに宣言する。

「桜川女子高、完食！　トータル時間、九分五十八秒！　ペナルティ無し！　よって、この時間がそのまま桜川女子高の記録となります！」

　中矢は、樫森高校のタイムカウンターを確かく認にんした。

「樫森高校のトータルタイムは……今、九分五十八秒を経過しました！　樫森高校の選手は、いまだにかき氷の完食に至っていません！　よって、この時点で、桜川女子高の勝利が決定しました！」

　中矢の宣言と共に、ウサギヤに詰つめかけていた桜川女子高の生徒と、その応おう援えん団から、歓かん声せいが沸わきあがった。

「やったわよ！　ウサギヤを手に入れたわ！」

「これでポイントは全部こっちのものよ！」

　抱だき合って喜ぶ桜川女子高の選手たちを背景にしたレポーターが、カメラの方を向いた。

「というわけで、ウサギヤの再ゲームは、見事桜川女子高の勝利に終わりました！　このウサギヤの権利は、樫森高校から、桜川女子高へと移ることになりました！　カメラをそちらにお返しします！」

　フロアディレクターのサインと共に、特設ステージの前のテレビカメラのランプが点灯した。

　光明が話し始める。

「はい！　再ゲームの結果、ウサギヤの権利は樫森高校から桜川女子高へと移りました！　これに伴ともなって、ウサギヤのポイント二千八百点が、桜川女子高へと移動します！」

　電光掲けい示じ板ばんの数字が一回点てん滅めつして、切り替かわった。

　この時点で、樫森高校の得点は１９５０ポイント。それに対し桜川女子高は６８４０ポイントとなった。

　会場にいる樫森高校の生徒とその応援団の間に、絶望のうめき声が広がった。

「うわああ！　なんだよ、あの得点差！」

「無理だよ！　挽ばん回かいのしようがないじゃないか！」

「ちくしょう、ここで終わりかよ！」

　その時、ステージに、ちょっと変わった音楽が流れた。




『ちゃらん、ちゃらん、ちゃちゃちゃちゃちゃーん』
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「何なの？　この音楽は……」

　いきなりステージに流れた奇き怪かいな音楽を聴いて、怪け訝げんな顔をする華之宮に、真行寺が答えた。

「これは……映画『ピンクパンサー』のテーマだな」

「ピンクパンサー？」

「うむ、泥棒の登場シーンなどによく使われる曲だ」

「泥棒……」

　華之宮は何かに思い当たったように電光掲示板の数字を見上げた。

「そういえば……確か、ルールに、どちらかのポイント数が二倍以上に達したとき、多い方のチームが引くアクシデントカードに、新たに大泥棒カードが追加される……って」

　光明は、にっこり笑った。

「はい、そのとおりです！　桜川女子高のポイントは、樫森高校の二倍を超こえましたので、これより、桜川女子高の引くアクシデントカードに、大泥棒カードが加わります。

　このカードを引くと、大泥棒の石川五右衛門が出現して、丁半ばくちのサイコロ勝負を挑いどみます。勝負に勝てばサイコロ一個を振ふって、出た数字に百をかけた数のポイントを盗ぬすんで行きますが、勝負に負ければ、サイコロを二個振って頂いて、出た数字に三百をかけた数を盗んで行きます」

「サイコロ二個の数字の三百倍ですって！」

　華之宮は、その形の良い眉まゆを逆立てた。

「最低でも六百ポイント……最大で三千六百ポイントも盗まれちゃうってわけ？　そんなの理り不ふ尽じんよ！」

　光明は涼すずしい顔でうなずいた。

「はい、盗とう難なんとか事故とか天災は、いつ襲おそいかかって来るかわからない理不尽なものです……というわけで、桜川女子高の引くカードに、大泥棒カードが入りました。きっと今いま頃ごろ、ステージの後ろでは、石川五右衛門がスタンバイしている頃ですね。

　華之宮さんも、きっと彼に会いたくてうずうずしていると思います。運命の出会いがあることを期待して、ゲームを続けましょう！」

「会いたくなんかありません！」

　華之宮は、光明にそう言い返してから、テレビカメラに向かって言った。

「淵田さん！　なるべく、大泥棒カードを引かないようにお願いします！　いいですね！」

　商店街を回っていた淵田は、モニターの中から呼びかける華之宮を見て、ぼやくようにつぶやいた。

「引きたくは無いけど……こればっかりは運だからなあ……」

　だが、その「運」と出会うのは、意外と早かった。

　華之宮はその後、二回続けて一を出した。このときに淵田が引いたカードは「マイナス二百ポイント」と「ブティック・ライラックへの二百ポイントアップ」というカードだった。

　プラスマイナスゼロで、トータルのポイント数が変わらないまま、華之宮は次の回で四を振った。

　マスを四つ進んで、もうすぐスタート地点に戻もどって来る……というところで、淵田がカードを引いた。

「えーと、これっ！」

　淵田が引いたカードを見た芽衣が、にっこり笑って叫さけんだ。

「おめでとーございまーす！　大泥棒カードでーす！」

「ええっ！　うそ！」

　淵田は引いたカードをひっくり返した。

　そこには、太いゴシック体のフォントで『大泥棒』と書いてあった。

　ステージの上に立っていた光明がにっこり笑って言った。

「はい、淵田さんが大泥棒カードを引きました！　というわけで、大泥棒、石川五右衛門さんの登場です！　どうぞ！」

　ステージに『いよぉぉーっ!!　ポンポンポンポン！』という能楽の掛かけ声と鼓つつみを叩たたくＢＧＭが流れ、下手から『ばしゅーっ！』という音と共に白いドライアイスの粉末によるスモークが噴ふき出した。

　そのスモークの中から登場したのは、百日かずら、という頭のてっぺんを茫ぼう々ぼうと伸のばしたカツラをかぶり、石川五右衛門の衣装を着込んだ霧島だった。

　霧島は、ステージの中央にやってくると、華之宮を見てにやりと笑った。

「これはこれは、会長さん、そんなに大金を持ちあるいちゃいけねえよ。金のあるところ、泥棒あり。この石川五右衛門が、戴いただきに参った！」

「持ち歩いてなんかいないわよ！　それにお金じゃなくてポイントよ！」

　華之宮に言い返された霧島は、一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった後で、素すの口調で弁解した。

「あ、いや、確かに持っているわけじゃないし、お金じゃないけど、そこはそれ、言葉のあやで……」

　いきなり素に戻った霧島を見た観客たちの間から笑いが起こるのを、ステージの袖そでで見ていた長篠が、やきもきするように言った。

「……なんで、そこで、素に戻っちゃうのよ！　ホント、あいつってアドリブ利きかないんだから！」

　後ろにいた朋絵が、なだめるように言った。

「霧島君、良くやってると思うわよ。うちの光明みたいに、ぶっつけ本番で、しれっとステージの上で司会が出来る方が珍めずらしいのよ」

「え？」

　長篠が振り返って朋絵の顔をまじまじと見て言った。

「ふうん……」

「な、なに？　急に、どうしたの？」

「朋絵も言うようになったわねえ……」

「え？」

　──私、何か言ったっけ？

　朋絵の脳内に、自分の言葉がプレイバックする。

『うちの光明』

　──あ！

「あ、いや、あの！　違ちがうのっ！　違うのよ！　うちの光明ってのは、別にそういう意味じゃなくて……」

「ふーん、そーかそーか、あんたの光明なんだ……」

　長篠は、にやにや笑ってそう言った後で、朋絵の肩かたに、ぽん！　と手を置いた。

「安心しな。みーんな知ってるから」

「知ってるって……何を？」

「所くんが、あんたのものだってこと」

「ええっ？　だって、そんな……」

　長篠は、やれやれ、という顔で話し始めた。

「一年生の時に、総代としてあんたが生徒会の執しつ行こう部ぶに入ったときのことを覚えてる？　あんたは、嫌いやがる所くんを無理やり、生徒会に引っ張って行って、書記に立候補させたでしょ？」

「あれは、無理やりなんかじゃないわよ！　確かに光明は乗り気じゃなかったけど、立候補したのは光明の意志よ？」

　長篠はうなずいた。

「そうよ、あんた、所くんが、なぜ立候補する気になったんだと思う？

　一年のとき、私、同じクラスだったから、あんたらの真横で聞いていたけど、あのとき、あんたはこう言ったんだよ。『入学したばかりなのに、いきなり学年総代とかやらされて、生徒会とかもやらなくちゃならないなんて、怖こわい……』って」

　朋絵は、必死に記き憶おくの中をまさぐった。

　──それって、楢山高校に入学したばかりの頃ころの話だよね？　えーと、あのとき、担任の先生に呼び出されて、楢山高校では、一年生の学年総代は入試の成績や中学の時の内ない申しんを見て、先生が決めることになっている、君にやってもらう……っていきなり言われて……教室に帰って来て……。

　朋絵は小さく目を見開いた。

　──言った。

　うん、覚えがある！　教室に戻もどった私は、そこにいた光明に向かって、愚ぐ痴ちみたいなことを言ったんだ。やりたくない、とか、一人で生徒会に行くのは心細い、とか、そんなこと言った覚えがある……。

　長篠が、ふっと笑った。

「思い出したみたいね？　私、あの時、隣となりにいたから覚えているんだけど、あんたが『困った』『一人じゃ嫌だ』『どうしよう？』とか言うたびに、所くんの顔がどんどん真しん剣けんになっていったんだよ？」

「え？　でも、あいつ、あの後私が『心細いから、あんたも書記になんなさい！』って言ったら、『えー、めんどくさい』とか言ってたじゃない！」

「そんなの、男の子の照れかくしに決まってるじゃない！　男の子って、大たい概がい、心に思ってることの反対のことを言うものなのよ」

「え？　そうなの？」

　長篠はため息をついた。

「少女向けのマンガとか小説に出てくる男の子って、はきはきして、スパッと何でも割り切れて、カッコ良く告白してくれるけど、あれって、全部女の子の願望なのよ。勘かん違ちがいしちゃダメ。本物の男の子がそうじゃないから、こうだったらいいなあ、ってのを書いてるの。

　だから、男の子ってそういうものだって思ってたら、口先だけのチャラい男に騙だまされちゃうわよ？」

　長篠は笑いながら、ステージで一いつ生しよう懸けん命めいセリフを棒読みしている霧島を指差した。

「でもまあ、あんたは安心だよね。所くんに横からちょっかい出してくるような女の子はいないもん、あいつと違って……」

「え？　それって……」

　ちょっとむっとしたような顔になった朋絵を見て、長篠はあわてて弁解した。

「あ、気を悪くしないでね、別に所くんの悪口言ったつもりはないの。その逆。本気になってる所くんって、なんか、こう、次元が違うの。

　惚ほれるとか好きになる、とかそういった対象じゃなくて、なんて言うのかな、ぽかん、と口を開けてて『すごい……』とつぶやいて眺ながめている、みたいな。そんな対象なのよ」

「わかるわ……光明に、本気を見せなさいよ！　ってけしかけたのは、私なんだけどね……なんか、もう、違う世界で戦ってるのよね、最近の光明って……」

　長篠は肩をすくめて微笑ほほえんでみせた。

「いいんじゃないの？　一いつ緒しよに剣けん振ふりまわして、モンスターと戦う女戦士になるだけじゃなくて、お城で勇者の帰りを信じて待つお姫ひめ様さまになるってのも、それはそれで女の子の夢の形の一つだと思うよ？」

　そして、ステージにいる霧島に視線を投げて、長篠はため息をついた。

「あいつみたいに、実にわかりやすいところで戦ってくれるのは、ありがたいことなのかもしれないわね……」

　ステージの上では、石川五右衛門役の霧島が、華之宮と戦っていた。

「さあさあ俺と勝負しろ！　まずは丁半を決めてから、俺様が一個、お前さんが一個サイコロを振ふる。二つのサイコロの合計した数字が偶ぐう数すうの丁か、奇き数すうの半か、こいつで勝ち負けを決めるんだ、いいな？」

「丁半ばくちというのは、サイコロを振って、壺を置いてから、どちらかに掛かけ金を置くのではないのですか？　時代劇とかで見るばくちのシーンではそうやっているのを見たことがありますけど？」

　怪け訝げんな顔で質問する華之宮を見て、霧島はまたも素すに戻って答えた。

「えーとだな、確かに、本当の丁半ばくちってのは、そうやってやるものだ。でも、テレビで見ている人や、観客の人にも見えるようにサイコロがでかくなっている。このサイズのサイコロを入れる壺は無い。だから、こいつはテレビ向けの特別ルールというわけだ……」

　そこまで素に戻って説明した後で、霧島は、はっと役にもどって口調を変えた。

「……ってえわけだ！　得心いったか？　いったなら、さあさあ、俺と勝負勝負ぅ！」

　華之宮は、ちょっとびっくりしたように眼めを見開いた後で、にっこり笑った。

「役作り、ご苦労様です」

「あ、どうも……」

　思わず頭を下げてしまった霧島に、またしても観客席から笑いが起こる。

　いや、笑い声だけではなかった。石川五右衛門が霧島だということが分かったのだろう、あちこちから黄色い声が飛ぶ。

「きゃー！　霧島さーん！　がんばってー！」

「照れるとカワイイッ！」

「華之宮会長！　霧島君をいじめないでくださーい！」

　それをステージの袖そでで聞いていた長篠が、歯は嚙がみするような口調でつぶやいた。

「あああ、なによ、無視しなさいよ！　なんでそんな風に、声をかけた子の方を向いて笑うのよ！　あんたはタレントじゃないんだから、人気取りなんて必要ないじゃない！」

　心の底からやきもきしている長篠を見て、朋絵は小さくため息をついた。
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　──ホント、長篠さんは大変だわ。

　ステージの上では、いよいよ丁半ばくちの勝負が始まった。

「哀あわれな獲え物ものよ、どうせお前のポイントをたんまり頂くのだから、せめて丁半を決める順番くらいは譲ゆずってやろう！　さあ、丁半どっちを選ぶ！」

　華之宮は胸を張って言った。

「私は、きれいに割り切れる偶数が好きです！　偶数の丁を選びます！」

「そうか、わかった、じゃあ俺は半だ！」

　霧島はそう言うと、サイコロを一個、華之宮に手て渡わたした。

「同時に振るぜ？　いいか？　どっちが負けても恨うらみっこ無なしだ！」

「望むところです！」

「よし！　一、二の、三！」

　掛け声と共に、二人の投げたサイコロがステージ上を転がった。

　すかさず、ハンディカメラがそのサイコロを追う。

　霧島の投げたサイコロが、二の目を出して止まる。そしてその横で、華之宮の投げたサイコロが、くるくると回る。

「二！　四！　六！　来いっ！」

　華之宮が叫さけんだ。

　しかし、サイコロは、ころん、と五の目を出して止まった。

「二、五の半！　俺の勝ちだ！」

　霧島の言葉に、会場から、一いつ斉せいにブーイングが起こる。

「あー！　ひどーい！」

「華之宮会長が可哀かわい想そう！　頑がん張ばったのに！」

「おにー！」

「さいてー！」

　霧島は、苦笑いを浮うかべて首を振った。

「なんと言われても、投げたサイコロは、戻もどせねえ。さあ、この勝負あんたの負けだ。今度はどれだけあんたのポイントを盗ぬすめるか、その数字を決めてくれ！」

　華之宮は、緊きん張ちようした表情で、サイコロを手に取った。

「盗まれるポイント数は、サイコロ二個の数字×三百……でしたよね？」

「そうだ、悔くいのねえように、しっかり願をかけて振った方がいいぜ」

「当然、願はかけます。このサイコロに、我が桜川女子高の命運が、かかっているのですから……」

　華之宮はそう言うと、二個のサイコロを積み上げるように重ねて持って、目をつぶった。そして何やら小声でつぶやいた。

　目を開いた華之宮は、思いつめた表情でサイコロを、「えいっ！」という掛かけ声と共に投げた。

　観客たちが息を殺して見つめる中で、二個のサイコロは、ころころと転がって、五と五のゾロ目を出して止まった。

　会場に、悲鳴にもにた声が響ひびき渡わたった。

「うわわぁあああ！」

「なによあの数字！　なんであんな大きな数字が出るのよ！」

「え？　十？　ってことは、十×三百ってこと？　え？　じゃあ三千点も持っていかれちゃうの？」

「ひどーい！　何よそれ、イカサマじゃないの？」

「やり直してよ！」

「そうよそうよ！　サイコロ振ふり直し！」

「振り直し！　振り直し！」

　一人が言いだした「振り直し」の言葉に付ふ和わ雷らい同どうして、周りの生徒も同じように「振り直し！」と叫び始めた。

　その声が、広がり始めたその時。

　華之宮が、観客席で騒さわいでいる桜川女子高の生徒たちを、きっ！　とにらんで叫んだ。

「お黙だまりなさい！」

　華之宮の鋭するどい声と剣けん幕まくに、会場が、しん、と静まり返る。

「私は、願いを込めてサイコロを振りました。この目はその結果です！　私は、自分の出した結果から目をそらし、やり直しを要求するような、恥はずかしい真ま似ねはしません！

　あなた方は、恥ずかしくないのですか？　自分のやっていることが美しいとでも思っているのですか？

　人間の美しさとは、外見ではありません！　自分を律し、立ち居い振ふる舞まいに心配りが出来なければ、どれほど着き飾かざっても、化け粧しようしても、その人は醜みにくいままです！

　いやしくも我が桜川女子高の生徒であるならば、校こう是ぜである『真、善、美』の三文字にふさわしい行いをしなさい！」

　そして、華之宮は静まり返った観客席から視線をステージの上にいる霧島と光明に移して胸を張った。

「さあ、石川五右衛門さん。三千ポイント、どうぞお持ちになってくださいな！」

「え？　あ、ああ、わかった！　じゃあ、三千ポイント、戴いただいて帰るぜ！」

　霧島は、華之宮の堂々とした態度に気け圧おされたようにうなずくと、ステージの下手に去って行った。

　華之宮と霧島の対決をステージの袖そでで見ていた真行寺が、感心したようにつぶやいた。

「……女にしておくのがもったいないな。あれほど潔いさぎよい人間は、男女問わず珍めずらしい……」

　朋絵がうなずいた。

「女め々めしいとか、男らしいとか、あんまり使いたくないけど。確かに、潔い女の人って、あまりいませんよね。女の子ってやっぱり、色々引きずっちゃう人が多いし、甘えればなんとかなるんじゃないか、って本気で信じてる人も多いし……」

　真行寺は、うなずいた。

「死んだ祖父が言っていた。勝った時より、負けた時が大事だ……潔い負けっぷりは人が集まり、汚きたない負けっぷりは人が離はなれる……とな。

　負けてもなお集まってくれた人が、本物だ、とも言っていた。この勝負、簡単には勝たせてくれんということだろうな……」

　ステージでは、光明が、ポイントの説明をしていた。

「さあ、大おお泥どろ棒ぼうカードを引いて、石川五右衛門を召しよう喚かんしてしまった桜川女子高チームは、なんと三千ポイントという大金を盗まれてしまいました！　桜川女子高の所持ポイント数から三千ポイントを引いてください！」

　光明の言葉と共に、電光掲けい示じ板ばんが点てん滅めつし、６８４０ポイントあった数字が、一気に３８４０ポイントに下がってしまった。

　桜川女子高の生徒や応おう援えん団の上げる落らく胆たんのうめき声と、樫森高校の生徒や応援団の上げる歓かん声せいが、ステージの前にある観客席と、商店街のあちこちに設置されているモニターの前に集まっている観客の中から聞こえて来た。

「見ろよ！　たった千点差だぜ！　ほとんど変わらない！　どっかの物件が白紙化されて、こっちに転がりこんだら一気に半分埋うまるぜ！」

「すげえ！　これで追いつける！　いや、抜ぬけるぞ！　追い抜ける！」

　樫森高校の生徒たちの言うとおり、この時点で樫森高校のポイント数は２９５０ポイントであり、三千ポイントを失った桜川女子高とは八百九十ポイントの差しかない。

　実じつ況きようアナウンサーの声が、割って入った。

『さあ、とんでもないことになりました。圧あつ倒とう的てきな差をつけてリードしていた桜川女子高ですが、アクシデントカードに含ふくまれた大泥棒カードのおかげで、なんと三千ポイントを失い、あっという間に、樫森高校と並んでしまいました！

　これで勝負は、ほとんど振り出しに戻もどったも同然！　残すところあと一周！　この一周で勝敗が決まります！　目が離せなくなってきました、高校対決！

　ＣＭの後も勝負は続きます！　チャンネルはそのままでお待ちください！』




　ＵＨＦローカルのチャンネルを映していたテレビの画面に、パチンコ店のローカルＣＭが流れ始めた。

　リビングのソファにもたれかかって、テレビを見ていた中学生くらいの男の子が、頭の後ろで両手を組んで、背筋を伸のばしながらつぶやいた。

「……このゲームのルールは、勝敗を決めることだけじゃなくて、常に参加者と、見物人のモチベーションを維い持じし続けるという、ヤーキズ・ドットソンの法則に合わせて作られているんだな……楢山高校って、面おも白しろそうな高校だよなあ……」

　リビングの片かた隅すみで、渓けい流りゆう釣つりの道具の手入れをしていた父親が、そのつぶやきを聞きつけたのだろう、笑いながら言った。

「じゃあ、楢山高校に行けばいいじゃないか。健けん吾ごの成績なら充じゆう分ぶんだろう？」

「お父さんと同じ樫森高校でなくてもいいの？　最も上がみ家の男は、代々樫森高校に入るんだってお父さん言っていたじゃない」

　父親は、釣つり竿ざおを目の高さに上げて、曲がりが無いかどうかを確かめながら笑って答えた。

「樫森高校は進学校だからな。お前に勉強させるためにちょいとプレッシャーをかけたのさ。まあ、お祖父じいさんも、お父さんも、樫森高校出身というのは本当だけどな。

　こないだからやっている、高校対決を見ると、楢山高校ってのも面白そうな高校じゃないか。高校ってのは、一度入ったら三年間はそのままだし、十五の春はやり直しがきかないからな……じっくり選んで、健吾の好きな高校に行けばいい。後こう悔かいしないようにしろ」

「うん……」

　健吾、と呼ばれた中学生は、そう言ってうなずくと、そろそろＣＭが終わりそうなテレビの画面に視線を戻した。
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『樫森町の商店街を舞ぶ台たいにした実物モノポリーは、大おお泥どろ棒ぼうカードのために、桜川女子高の大量リードが消しよう滅めつし、樫森高校との得点差はわずか八百九十ポイントしかない、という状態で、いよいよ最後の一周を迎むかえようとしています！

　桜川女子高の淵田さんは、スタート＆ゴールとなる特設ステージまで、後二マス。というところまで来ています！　さあ、ここで華之宮会長が振ふるサイコロの目によって、二周目のゴールが決まります！』

　メインスクリーンに映った実況アナウンサーの言葉を聞いていた淵田が、ステージ上の華之宮に声をかけた。

「会長！　さくっと振ってください！　後二マスでゴールすれば、先着ボーナスの千点が入ります！　敵を引き離はなせますよ！」

　淵田の横にくっついている、悪あく魔ま役の芽衣が、泣きまねをしながら言った。

「あそこにゴールしたら、お姉さまとも、お別れなんですね！　しくしく」

「あ、そうか、悪魔ともおさらば出来るんだ！　やった！　これで勝てる！」

「ああ、ひどい！　こんなにもお姉さまのために尽つくしてきたのに、捨てちゃうなんて！」

「まあ、ウサギヤを白紙化したときは、確かに世話になったわね。それだけはお礼を言うわ。でも、大泥棒カードでチャラだけどね」

　淵田の言葉を聞いていた華之宮が怒おこったように言った。

「チャラなんかではありません！　あの大泥棒カードは、悔くやんでも悔やみきれません！　とにかく！　これで悪魔とはおさらばです！　さようなら、悪魔さん！」

　華之宮は、そう宣言すると、サイコロを投げた。

「ていっ！」

　サイコロはころころ、と転がって、二の目を出して止まった。

『二！　ジャストです！　きっちりゴールしました！　桜川女子高、見事二回目も先行しました！　先行した桜川女子高チームには、ボーナスポイント千点が加算されます！』

　実じつ況きようアナウンサーの声が、ステージに響ひびき渡わたる中で、電光掲けい示じ板ばんが一回点てん滅めつして４８４０に変わった。

　観客席にいる桜川女子高の生徒たちから、きゃあきゃあという歓かん喜きの叫さけびが上がる。

「二千点差よ！　二千点！　これで勝てるわ！」

「物件の白紙化カードとか引かない限り、何とかなるわ！」

「でも、まだ、カードが残ってるわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ！　悪魔は樫森高校に行っちゃうんだから、もう、アンラッキーカードを引くことは無いわよ！」

　その生徒の言葉のとおり、ステージ上では、今まで淵田にくっついて回っていた悪あく魔ま姿の芽衣と、本俵についていた、天使姿の麻衣が、ハイタッチして入れ替かわっていた。

『二周目のゴールの結果、桜川女子高には天使が、そして樫森高校には悪魔が取りつくことになりました！　どうですか？　解説の黄金さん、ここに来ての悪魔と天使の入れ替わりは、どういう意味を持つとお考えですか？』

　解説者は、言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

『実に難しい質問です。確かに桜川女子高はここで二千ポイントのリードを得て、さらに悪魔と離れ、天使を手に入れました。一見するといいことずくめのような気もしますが、実を言うと、天使の持つラッキーカードは、自分にとって良いことが起こるというカードばかりではないのです。相手の持つ物件のポイントが増加するカードもあるわけです。ですから、禍わざわいが転じて福になるように、福が禍に転じることも充じゆう分ぶんに考えられるわけですね』

『わかりました。要するにこのゲームは、どう転ぶかわからない、一いつ瞬しゆんにして立場が入れ替わる、ラストまで気が抜ぬけないゲームである。ということでよろしいですね？』

『ええ、そのとおりです、実に良くできていますね』

　メインスクリーンに映る解説者の顔を見上げていた真行寺に、本俵のところに向かう悪魔役の芽衣が、すれ違ちがいざまに、にっこり微笑ほほえんで頭を下げた。

「あ、よろしくお願いしまーす！　悪魔でーす！」

　五マス向こうに立つ本俵のところに向かう芽衣を見送った真行寺は、忌いま々いましげにつぶやいた。

「ゲームとして良くできている、ということは、つまるところ、楽なゲームではない、ということだな……」

　一方、天使役の麻衣は、華之宮と淵田に笑え顔がおで迎えられていた。

「やっと戻もどって来てくれたわね！　歓かん迎げいするわ！」

「来たと思ったら、すぐに入れ替わっちゃったものね。いよいよ最後の一周なんだから、幸運の天使としての力を存分に発揮してもらうわよ！」

　麻衣は、にっこり笑ってうなずいた。

「はい、がんばります！　では、アクシデントカードを引いてください！　ラッキーカードですから、損をすることはまず無いと思います！」

「そうよね、今度は、安心してカードが引けるわ」

　淵田はそう言うと、麻衣の持っているラッキーカードに手を伸のばして、一枚抜きとった。

「えいっ！」

　そして、そのカードをひっくり返したとたん、期待に満ちた目でカードを見た淵田と華之宮が『え？』という怪け訝げんな表情になった。

　そのカードには、大きく『反転！』と書かれていた。

「これは、どういうカードなの？」

　光明がマイクを握にぎった。

「おおっと！　ここで、桜川女子高チームが反転カードを引きました！　このカードを引いたチームは、その瞬しゆん間かんにマスの進行方向が逆になります！　つまり、いままで回っていた方向とは反対に一周していただくことになります！

　スタート直後にこれを引けば、あっという間にゴールできる、でもゴール直前にこれを引けば、ゴールは遠くなる、という裏表のあるカードでしたが……桜川女子高チームは、スタート地点でこのカードを引きましたので、プラスマイナスゼロです！」

　光明の言葉を聞いた華之宮が、ほっとしたように言った。

「良くないカードよりはマシ、というところですわね……」

　だが、自分の進行方向を確かく認にんしていた淵田は、目を見開いた。

「いえ！　ダメです！　会長！　こっちにスタートすれば、悪あく魔まの取りついた、樫森高校とすれ違います！　また、悪魔をなすりつけられちゃいますよ！」

「なんですって！」

　目を見開いた華之宮は、光明に向き直った。

「この反転カードで逆方向に進むのは、引いたチームだけなんですか？　このゲーム全体の進行方向が逆になるのではないのですか？」

「ええ、このゲームのルールは、カードの効力は、引いたチームだけに作用するようになっています。結果的に相手の不利益になることはあっても、相手を積極的に妨ぼう害がいするような攻こう撃げき型のカードは入れないようにしてあります」

「確かに……わかりました、それがルールなのですから仕方ありません。ルールの上で戦って勝つことこそが、ゲームの醍だい醐ご味みですわ！」

　華之宮は、胸を張ってきっぱりと言い切った。

　その言葉を聞いていた真行寺が、敬意を払はらうように小さく一礼して、サイコロを手に取った。

「では、樫森高校もルールにのっとって正々堂々と戦わせていただく！　てぃっ！」

　真行寺の投げたサイコロは、二の目を出して止まった。

　本俵が、二マス進んで止まると、すかさず小悪魔姿の芽衣がカードを差し出した。

「さあ、悪魔のカードだよ！　アンラッキーカードの詰つめ合わせ！　どれもこれもいわくつきの逸いつ品ぴん！　さあ、さくっと一枚引いてちょうだい！」

「いわくつきの逸品という言い方もすごいな……」

　苦笑いを浮うかべた本俵に向かって、芽衣は、にやっと笑って小声で言った。

「麻衣ちゃんに戻って来て欲しかったら、この八枚のカードの中にある、一回休みを引くことね！　動けないけど、そうすれば嫌いやでも向こうから来てくれるわよ！」

　本俵は目を見開いた。

「そうか！　アンラッキーカードの中には、一回休み、というのもあるのか！」

　真行寺が叫さけんだ。

「本俵！　万ばん難なんを排はいし、一回休みカードを引くのだ！　それが、彼女が今持っているカードの中で、ポイントが減らない唯ゆい一いつのカードだ！」

「わかりました！」

　本俵は大声で返事をすると、芽衣に向き直った。

　芽衣は、挑ちよう戦せんするようにいたずらっぽい微笑みを浮かべて、八枚のアンラッキーカードを扇おうぎのように並べて、本俵に突つき出した。

「さあ、引いてちょうだい！　確率は八分の一！　ほかのカードはすごいわよ。物件白紙化に、五百点マイナスに、物件を一個相手にプレゼント、なんてのもあるわよ？　最後の一周でこんなの引いちゃったら再起不能よ？」

　本俵は腕うでを組んでうなった。

「うむむ……」

　しかし、すぐに腕を解いて、大きくうなずいた。

「悩なやんでいても仕方が無い！　運を天に任せよう！　引くぞ！」

「どうぞっ！」

　本俵の手が、八枚のカードの上を右から左にすーっと動いて、やがて、右から二枚目でぴたっと止まった。

　──うわ、よりによってそれを選ぶの？　それって、物件をそっくりそのまま相手にプレゼントしちゃうカードだよ？

　芽衣の内心の動きは、表情には出なかった。しかし、その緊きん張ちよう感かんを、本俵は見み逃のがさなかった。

　芽衣の身体からだに走る緊張感を捉とらえたとき、本俵の身体は無意識に動いた。

　このカードは危険だ！　という意識が浮かぶより早く、指がすっと動いて、その隣となりのカードをつかんでいた。

　──これでいいのか？　いや、もうつかんでしまったからには後あと戻もどりはできない。

　ええい、運は天に任せたんだ！

　本俵は覚かく悟ごを決めて、そのカードを引き抜いた。

　本俵がカードをひっくり返すのと、芽衣が叫ぶのは同時だった。

「ぴんぽーん！　大当たり！　一回休みカードでーす！」

　真行寺が叫んだ。

「でかしたぞ本俵！　二回目の奇き跡せきだ！　お前の右手を今日から『ゴッド・ハンド』と呼ぼう！」

「あ、いえ、会長。私は柔じゆう道どう部員でして、空手部ではありませんので……」

　真面目まじめに答える本俵を見て、芽衣は胸の中でため息をついた。

　──ホント、直球勝負しかしない人ねえ。

　おとなしい麻衣ちゃんとは、ある意味お似合いかもしれないな。

　真行寺は、にやりと笑って、華之宮に言った。

「と、いうわけで我々は一回休みだ。さあ、サイコロを振ふりたまえ。本俵が君たちに悪魔をプレゼントするためにあそこで待っている」

　華之宮は、きっ！　と真行寺を睨にらみつけた後で、サイコロを手に取った。

「私は、逃にげも隠かくれもしません！　ルールはルール！　正々堂々と勝負いたします！」

　そう言って投げたサイコロは、三の目を出して止まった。

「三ですね……」

「では、会長！　行ってきます！」

　淵田は、元気良く言うと、本俵たちのいる方向に向かって走り出した。

　あわてて、天使の格好をした麻衣が後を追う。

　ステージから三マスめのエリアに来た淵田は、くるりと振り向くと、後ろから追いかけてきた麻衣に言った。

「さあ、ラッキーカードを引くわよ！　ポイントが増えるカードを引いて、貯金を作っておかないと、この後、悪あく魔まがくるからね！」

　麻衣は、抱かかえていたＡ４サイズのカードをあわてて広げた。

「あ、はい！　どうぞ！」

　淵田は、迷うことなく、ど真ん中のカードを引いた。

「よし、これっ！」

「おめでとうございます！　それ、物件のポイントが二倍になるカードです！」

「やったあ！　って、喜んでいる場合じゃないわよね。さっき引いたときは、相手の物件だったものね。えーと、物件名は……」

　淵田はカードの下の方に書かれている物件名を読み上げた。

「樫葉湯！　やったあ！　うちの物件よ！」

　メインスクリーンに、にっこり笑った淵田の顔が映ると、観客席から拍はく手しゆと歓かん声せいが上がった。

「やった！　プラス五百ポイントよ！」

「これで二千五百ポイントの差だわ！　このまま行けば、なんとかなる！」

「よくやりました、さすが淵田です！」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむ華之宮のところに、真行寺がサイコロを持って来た。

「さあ、もういちどサイコロを振りたまえ。我々は一回休みなのでね」

　華之宮は、ちらっと真行寺をにらんだ。

「私たちのところに、悪魔を押しつけることができるのが、よほど嬉しいようですわね？」

「それはそうだ。悪魔のカードの中には、まだ引かれていない白紙化カードがある。〝あれ〟をぜひとも君たちに引いて欲しいからな……」

　ぎくっとしたように眼めを見開いた華之宮を見て、真行寺は小さくうなずくと、自分たちが立っている特設ステージを指差した。

「君もわかっているようだな。そのとおり、午前中のデリバリー競争で君たちのものとなった、この中央公民館だ！

　物件ポイントは二千五百！　ここが白紙化されて、再ゲームで我々が勝利すれば、逆転も夢ではない！」

「ウサギヤの、意い趣しゆ返がえし……ということですね？」

　そう言ってにらみつける華之宮を見て、真行寺は、ちょっと首をひねった。

「意趣返し、というのとは少し違ちがうな。どちらのチームにも、平等にチャンスとピンチが訪おとずれるように、しっかり計算されている、ということだ。そもそもこのゲームは、やられたから、やり返す、とかそういうものではあるまい」

　華之宮は、少し赤い顔になってうなずいた。

「確かに、言われてみればそうです。私の了りよう見けんが狭せますぎたようですわ。この勝負は、そういう次元のものではありませんものね……」

　そして華之宮はサイコロを振った。

　出た目は四だった。

「淵田さん！　四が出ました！　悪魔を受け取って、四つ進みなさい！」

　モニターに映った華之宮の指示を聞いた淵田は、大きく、ふう、とため息をついた後で、自分に力を入れるように両手に握にぎりこぶしを作って、気合いを入れた。

「よしっ！　行くわよ天使さん！」

「はいっ！」

　麻衣が、淵田の気合いに応こたえるように元気よく答えると、淵田は、にっこり笑った。

「ありがと！」

「え？」

　なぜ、礼を言われたのかわからない、という顔をする麻衣を見て、淵田は微笑んだ。

「元気づけてくれたでしょ？　だから、ありがと！　って言ったのよ」

「あ、はい、私にできることってそれくらいしかありませんから……」

　恥はずかしそうに答える麻衣を見て、淵田は思った。

　──最初、天使のコスプレ見たときは、あざとさが鼻についたけど、今は違うな。この子に似合ってるとしか思えないわ。

　やがて、本俵のいるマスに来たところで悪魔の芽衣と天使の麻衣はハイタッチして、取りつく相手を交こう換かんした。

「えへへへへ、来ちゃった……」

　淵田の横に来て、コケティッシュに笑う芽衣を見て、淵田はおおげさにため息をついてみせた。

「誰だれ？　あんた、知らない子ね」

「ひ、ひどい！　そんな！」

　その場に、よよよ、と泣き崩くずれた芽衣は、お腹なかを押さえて芝しば居いを続ける。

「お腹の子にせめて優しい言葉の一つでも、と思ってここまで会いに来たのに！」

「私は女だーっ」

　その、コントのようなやり取りを見ていた観客の間から笑いが起こる。

　──よし、受けた！　私、この子とコンビ組んで芸人目指そうかしら。

　淵田が、半分やけくそでそんなことを考えていた頃ころ。

　本俵と麻衣は、赤くなった互たがいの顔をちらちら見ながら、頭の下げ合いをしていた。

「ま、また、よろしくおねがいしますっ！」

「こ、こちらこそ、よ、よろしく……」

「い、いえっ！　こちらこそ！」

「いやいや、俺の方こそ……」

　その光景を見ていた樫森高校の生徒たちから、やっかみ半分のヤジが飛ぶ。

「本俵さん！　何やってんすか！」

「デレデレじゃないっすか！」

「鬼おにの本俵カタ無しっすよ！」

「う、うるさい！　女の子と話したことなんかないんだから仕方ないだろうが！」

　本俵は真っ赤になったまま、観客席にいた樫森高校の生徒に言い返した。

　その言葉に、麻衣がさらに頰ほおを赤くする。

　──お……『女の子』……！

『さて、最後の一周がはじまりました！　反転カードのため、桜川女子高チームと樫森高校チームの進行方向は逆になり、交差した時点で悪あく魔まと天使が再度入れ替かわりました！　現在の時点で二千五百点リードしているとはいえ、悪魔を背負った桜川女子高チームが、このリードを守りきるのか、それとも、ここで天使を手に入れた樫森高校チームが逆転するのか!?　勝負の行方ゆくえは全く分からなくなりました！』

　樫森商店街を略図にしたゲームボードを示して解説者が答えた。

『ここで、交差した桜川女子高と樫森高校は、このまま進めば一周するまでの間に、このどこかで再び交差することになります。その時点でまた悪魔と天使が入れ替わるわけですね。

　カードの枚数も残り少なくなってきた、この状態でどうやってポイントを維い持じするか、それが最大の問題でしょう』

　実じつ況きようアナウンサーと解説者の声がメインスクリーンから流れる中で、真行寺がサイコロを手に取った。

「あとはひたすらゴールを目指し、なにがなんでも先着ボーナスをもぎとるぞ！　あの千点は、今、喉のどから手が出るほど欲しい千点だ！　行くぞ本俵！」

「了りよう解かいしました！」

　本俵の言葉を聞きながら、真行寺はサイコロを振ふった。

　出目は五だった。

　麻衣を連れた本俵が、ステージに帰って来て一礼した。

「ただいま帰着いたしました！」

「うむ、ご苦労！　よくぞ天使を連れて戻もどって来てくれた！　この真行寺、心から礼を言うぞ！」

　真行寺がそう答えると、本俵の後ろについていた、麻衣もあわてて頭を下げた。

「え？　あ、はい！　ふつつか者ですが、どうかよろしくお願いします……」

　モニターでその挨あい拶さつを見ていた芽衣が思わず顔に右手を当てた。

「あちゃー、あれじゃまるで嫁よめ入いりだよ」

　一方、自分が嫁入りの挨拶をしてしまったとは気づかぬまま、麻衣は本俵にカードを差し出した。

「どうぞ、お引きください！　ラッキーカードです！」

「よし！」

　本俵は真ん中の一枚を引いた。

「おめでとうございます！　釈しやく放ほうカードです！　刑けい務む所しよに送られていた選手全員復帰できます！」

「刑務所？　あ、そうだ忘れていた。おみくじ対決のときに何人か刑務所に送られたままだったんだ！　いかんいかん！」

　光明が笑いながら答えた。

「推理研究会のメンバーの方が二人ほど、刑務所送りになっています。では解放しましょう！」

「ちょっと待ってください！」

　華之宮が手を挙げた。

「申し訳ありません、私も忘れておりました。桜川女子高のオカルト研究会のメンバーも釈放してください！　保ほ釈しやく金を支し払はらいます！」

「桜川女子高は三名ですね、では、一人当たり十ポイントで三十ポイントを引かせていただきます！」

　桜川女子高のポイントは、これで５３１０ポイントとなった。

　対する樫森高校は２９５０ポイントのままである。

　華之宮はにっこり笑った。

「勝利の時は、やはり全員で迎むかえたいものです」

「そうだな、目先の勝負に気を取られて忘れるところだった、選手には申し訳ないことをした」

　その後、カードバトルは一進一退を続けた。

　桜川女子高はポイント数を六百五十落とし、４６６０ポイント。樫森高校は五百二十ポイント増やし３４７０ポイントになったところで、ぐるりと反対方向に回った淵田と本俵は、再び顔を合わせることとなった。

　ステージの上で、メインスクリーンに映るその光景を見ていた華之宮が、ふっと笑った。

「また会いましたわね。もう一度ここですれ違えば、私たちのところについている悪魔はあなたのところへ、あなたについている天使は私のところにやって来ますわね。ここで悪魔がとりつけば、もうポイントは追いつけないでしょう？」

「いや、そうでもない。あの悪魔の持っているカードを見たまえ」

　華之宮は、あわてて、メインスクリーンに映っている芽衣が持っているカードの束を見た。

　そこには、もう四枚のカードしか残ってはいなかった。

　真行寺は、勝ち誇ほこったように言った。

「中央公民館が白紙化される確率は、四分の一。ここで、再ゲームに持ち込めば、我々にも充じゆう分ぶん勝ち目はある！」

「それまでに、ゴールしてしまえば、こちらの勝ちよ！」

「どうかな？　残りのマス数は、二十四、六を四回連続して出さねばゴールできん。それに引き換かえこっちが白紙化カードを引く確率は四分の一だ！」

「白紙化されたからといって、この物件が、あなた方の手に落ちるとは限りません！　それこそ、とらぬ狸たぬきのなんとやら、ですわ！」

「確かにそうだ。だが、勝つ可能性があれば、あきらめることなくその可能性を追い求めることこそが、リーダーの素質だ！　私には、全校生徒を勝利に導く責任がある！」

「その責任は、私にもございます！」

　真行寺と華之宮の視線は、ステージの上で激しく火花を散らした。

　本俵が最初に引いた悪あく魔まのカードは、物件の価値が半分になってしまうカードだった。

　物件名は神明神社だった。

　これで、樫森高校のポイントは二百五十下がって３２２０ポイントとなった。

　一方、桜川女子高は、サイコロ×五十ポイントのボーナスカードを引き、百五十ポイントを手に入れ、４８１０ポイントに増やした。

　そして、運命の二回目。

　本俵が芽衣から引いたカードは……。

「ぱんぱかぱーん！　やりました！　地じ雷らい爆ばく発はつ！　大爆発！　物件白紙化カードでーす！　物件名は中央公民館！　ポイント数二千五百ポイントという、超ちよう重要物件です！」

　うぉおおおおおお！

　特設ステージの周りが大おお騒さわぎになった。

「来た！　最後に来た！　こいつで勝敗が決まる！」

「二千五百がどっちに行くかだ！」

「どんなゲームなんだ？　ちくしょう、最後の最後にとんでもないイベントだぜ！」

「ええええっ！　どうなるのよ！　ここで二千五百ポイント取られたら……負けちゃうじゃない！」

「先着して、千点もらっても……ダメだわ、届かない！」

「じゃあ、このゲームで決まっちゃうってこと？」

「そういうことよ！　このゲーム何が何でも負けられないってこと！」

『さあ、とんでもないことになりました！　まさかの物件白紙化再ゲーム！　なんとその物件は中央公民館です！　評価ポイント数は二千五百ポイント！　ここに来て、これだけの点数が動くことは、これは実質的に勝負を決めることになります！』

　解説者がうなずいた。

『そうですね、樫森高校が勝てば、桜川女子高のポイントは２３１０ポイント、樫森高校のポイントは５７２０ポイント。もし、桜川女子高が先にゴールして千点のボーナスをもらっても、とても足りません。そして、もし、桜川女子高が勝って現状のまま樫森高校が先にゴールしても４２２０ポイントにしかなりませんから、樫森高校は勝てません。高校の存亡をかけた、天王山になるでしょう』

『文字通り、最後の決戦ということですね。さあ、どんなゲームなのか。所君の解説を待ちましょう！』

　実じつ況きようアナウンサーから話を振ふられた光明は、参ったな、という顔で頭を搔かいた。

「えーと、すごい前振りをしてもらったんですけど、実は、この中央公民館の白紙化に伴ともなう再ゲームは、双そう方ほうの生徒会長による、一対一の直接対決ゲームなんです」

　華之宮と、真行寺は同時に目を見開いた。

「ええっ？」

「直接対決だと？」

「ええ、こういうゲームです、ちょっと、持ってきて頂けますか？」

　光明が声をかけると、朋絵がワゴンの上に透とう明めいなアクリルで作られた箱を載のせて、ステージの真ん中にやってきた。

　その箱の中には、グラニュー糖をまぶした大きな赤い円えん錐すい形の飴あめが一個と、黄色い小さな飴がたくさん入っており、その飴から伸のびたタコ糸が、箱の上に束になって伸びている。

「なんですか、これ……飴ですか？」

「どうやらそうらしい。昔、縁えん日にちで見た覚えがある」

　光明はうなずいた。

「ええ、そうです。隠かくし物件に使わせていただいた、鈴木商店から提供していただきました、『飴釣り』という当てもの菓が子しです。

　この数十本のタコ糸の先せん端たんは、飴につながっています。この中のどれか一本だけが、この大きな飴につながっています。真行寺君と、華之宮さんには交こう互ごに糸を引いていただいて、この大きな飴を当てた方が勝ち、となります」

　観客席の間から「なんだよそれー！」「スケールが小さーい！」というブーイングが聞こえた。

「ええ、確かに決戦にはどうかと思いますが、まさか私も命運をかけた大勝負になるとは思ってもいなかったので……申し訳ありません」

　頭を下げる光明を見て、真行寺は首を振った。

「いや、大事を決めるのは小事、という言葉もある。飛行機や新幹線を支えているのが、一本のネジであるように、人生とか世の中とか、そういうものは、取るに足らない小さなことで決まるものだ。勝負に、小さいも大きいもない。支えているもの、背負っているものが大きいだけで、勝負は勝負だ！」

　真行寺の言葉を聞いた華之宮も、その通り、という風にうなずいた。

「真行寺さんのおっしゃる通りだと思います。勝負は勝負！　自分たちの高校の命運を決めるこの勝負に、私が関かかわれることを感謝こそすれ、文句を言う筋合いはございませんわ！」

　そして華之宮は、真行寺に右手を差し出した。

「私は、あなたと正々堂々と戦えたことを誇ほこりに思います！」

　真行寺は、一いつ瞬しゆん目を見開いたが、すぐに真しん剣けんな表情になって、その手を握にぎり返した。

「こちらこそ！　あなたと戦えたのは、私の誇りだ！　ありがとう！」

　その光景を見ていた、桜川女子高、樫森高校双方の生徒から、ぱちぱち、という拍はく手しゆが起こった。

　やがてそれは、会場全体に、そしてそれぞれの物件に広がっていった。

『さあ、とんでもないことになりました！　ここに来てまさかの逆転フラグ！　中央公民館二千五百ポイントの行方ゆくえを左右するゲームは、なんと飴を引くくじ引き勝負！　解説の黄金さん、これはなんともしょぼい、と言ってはなんですが、地味なゲームでの決着になりましたねえ』

『ええ、ここで二千五百ポイントという大きな数字が動いてしまえば、あとは何をやっても、数字の優ゆう劣れつは変わりません。ゴールを目指す必要が無くなってしまったわけです。この時点で、樫森高校と桜川女子高の対決はエンドマークを打たれることになります。文字通りの最終決戦ですね』

『さあ、その高校の命運を賭かけた最終決戦が始まろうとしています！　二人の生徒会長が箱から伸びたタコ糸をひく。それだけのゲーム！　そして、その糸の先についているのは飴。しかし、それはただの飴ではありません！　飴の形をした、自分たちの高校の未来なのです！　泣いても笑ってもこれが最後！　運命の綱つな引ひきならぬ、運命の飴引きが、今、始まろうとしています！』

　実況のアナウンサーの言葉が終わったタイミングを見て、光明が宣言した。

「では、最後のゲームを始めます！　順番に糸を引いてください！　赤い飴を引いた方が勝ちです！　まず物件を持つディフェンス桜川女子高側からどうぞ！」

　会場が、しん、と静まり返った中で、華之宮が進み出た。

　アクリルの箱から伸びる束になったタコ糸の一本を選びそれをつまむ。

「選びましたね？　それでいいですね？」

　光明が念を押す。

　華之宮は、こくり、とうなずくと、思いつめた表情で、タコ糸を引いた。

　会場にいる全員の視線が、透明なアクリルの箱の中の飴に集中する。

　するする、と引かれたタコ糸が動き出した……その先には小さい飴がついていた。
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「残念！　はずれです！」

　会場全体に『はあぁあああああ！』というため息が満ちた。

「では、真行寺君、どうぞ！」

　真行寺が進み出てタコ糸を選んだ。

　再び、しん、と静まり返った会場の中でタコ糸がするすると引かれ……小さい飴が動き出した。

　会場に、またもや重いため息が満ちる。

　アクリルの箱を載せたワゴンを押さえている朋絵も、思わずため息を吐はいた。

　──すごい緊きん張ちよう感かんだわ。

　ゲームがどんなに単純でもそのゲームが背負っている重さによって、こんなにも緊張感が違ちがうなんて思わなかった。

　他ほかのゲームに変えた方がいいんじゃないか？　ってディレクターさんが言ったけど、光明が、これで行きます！　って決断したのは、それがわかっていたからなんだ。

　緊張感を詰つめ込んだような飴引き対決は、その後、何度か繰くり返し……ついに、最後の二本を残すだけとなった。

『さあ、息いき詰づまる決戦もとうとう残すところ二本！　どっちがどれを選ぶか、当たりは二本に一本です！　いやあ、地味なゲームでしたけど、ここまで息詰まる戦いになるとは夢にも思いませんでしたねえ』

『いや、まったくまったく……』

　残り二本となったアクリルの箱を見て、華之宮が光明に言った。

「最後は、二人で同時に引く、というのはどうでしょう？　どうせ、ここで決まるのですから、最後のチャンスは公平にあった方がいいと思うのですが……」

　光明は、うなずいた。

「ええ、真行寺君に異存が無ければ構いません。どうしますか？」

　真行寺は、しばらく無言のまま、箱の中の飴を見つめていたが、やがて小さく首を振ふった。

「いや。順番で言えば、ここは華之宮さんが引くべきだ。先に選びたまえ」

「いいのですか？　勝ちを譲ゆずることになるかもしれませんわよ？」

　真行寺は、首を振った。

「いや、いい。先んずれば人を制す、というのは事実かもしれないが、事ここに至っては、先も後もあるまい。先を急いでも、さもしいだけだ」

　華之宮は、感心したようにため息をつくと、うなずいた。

「なるほど、レディファーストなどという美び辞じ麗れい句くで飾かざった女性蔑べつ視しが理由でしたらお断りしましたが、そういう理由でしたら喜んで先に決めさせていただきます！」

　そして華之宮は、樫森高校と桜川女子高の全校生徒、そしてその応おう援えん団が息を止めて見守る中で、前に進み出ると、ゆっくりとタコ糸を引いた。
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　ゲームが終わると同時に、撤てつ収しゆうが始まった。

　中央公民館の駐ちゆう車しや場じようでは、生徒たちが特設ステージのパネルをはずし、垂れ幕を下ろし、並べた机や椅い子すを運んでいる。

　勝った桜川女子高の女生徒たちは笑え顔がおで語り合いながら。

　そして、負けた樫森高校の男子生徒たちは厳しい顔で黙だまったまま、後片付けを手伝っている。

　その、対照的な光景を見ていた朋絵が、複雑な顔でつぶやいた。

「勝者がいれば、敗者もいるのよね……」

　同じように後片付けを手伝っていた光明が答えた。

「気になるのかい？　今までのゲームでも、そうだったよ」

「うん。私たちは勝者の側だったから、負けた学校の様子まではよく見てなかったけど……ここまで、悲ひ愴そうな顔になってたっけ？」

　前回の桜川女子高との戦い、前々回の樫森高校との戦い、いずれも負けた側の生徒の表情は悔くやしそうではあったが、ここまで暗くはなかったように朋絵は思う。

「これまでは負けたといっても、まだ後が残っていた。だけど、今回の戦いは最終戦だからね。敗者復活戦はない」

「敗者復活戦はない……か。樫森高校が消えてなくなるのは、これで確定なのよね」

　朋絵の視線は、後片付けの作業手順書を元に、大会議室の一角で指示を出す樫森高校生徒会長、真行寺に向けられた。

　真行寺の表情も、声も、動きも、普ふ段だん通りだった。気落ちした様子はなく、むしろ周囲を元気づけるかのように大きな声を張り上げている。

「あれは、虚きよ勢せいよね。真行寺会長も、本当は泣き出したい気分でしょうに」

「滑こつ稽けいに見えるかい？」

「まさか！」

　光明の問いに、朋絵がポニーテールが跳はねるほど強くかぶりを振った。

「尊敬するわ。私、対戦前のこともあって、これまで真行寺会長には良い印象がなかったけど、今は違ちがう。彼は立派な人よ。最後まで勝負をあきらめなかったし、負けた今も、周囲のことを考えて行動している。武士の鑑かがみみたいな人よ。ただ……それだけに、ちょっと、心配かな」

　朋絵は語ご尾びを濁にごした。

　一方、大会議室の別の一角では、華之宮を中心にした桜川女子高の生徒会のメンバーたちが、後片付けにかかっていた。

　公民館の外にいた女生徒が次から次へと部屋に入って来ては、華之宮と淵田、そして大西たちに報告に来る。

「おめでとうございます！　オカルト研究会、神明神社の片付けが終わり、撤収しました！」

「はい、神明神社の撤収にチェック、と……では、点呼の後解散です。学校に戻もどる生徒は、公民館から送そう迎げいバスが出ますので、公民館に集合です」

「おめでとうございます！　ウサギヤから撤収、完かん了りようしました！　フードコートの責任者の氏うじ家いえさんから桜川女子高の勝利を祝ってたこ焼きの引ひき換かえ券けんの差し入れをいただきました！」

「わかりました。ウサギヤ、撤収にチェック、と。引換券はどこの誰だれからもらったのか、所属と名前を明記した上で大西さんへ預けてください」

「おめでとうございます！」

「おめでとうございます！」

「やりましたね、華之宮会長！」

　報告をするというよりは、喜びを分かち合うために顔を出す各チームの代表者に、華之宮は自らも笑みを返しつつ、丁てい寧ねいに対応した。

　それがようやく一段落したところで、華之宮は自分たちとは対照的な大会議室の反対側に視線を移した。

　樫森高校の生徒会が片付けをやっているその一角は、まるで『お通つ夜やの席』のようだった。

「……少し、心配ですわね」

　華之宮は、思わずひとりごとをつぶやいて、自分の胃のあたりを押さえた。

　──この戦いに負けるということは、自分たちの高校が廃はい校こうになるということなのよね。

　私、これまでずっと平気な顔をしてきたし、強気で押してきたけど、本当はこの一週間……いいえ、この勝負が決まってからずっと不安だった。

　──もしも、負けたら？

　伝統ある桜川女子高が自分の代で終わってしまったら？

　桜川女子高を、廃校にした生徒会長として私の名前が永遠に残ることになる……。

　──それが怖こわかった。嫌いやだった。

　理り屈くつで言えば、永遠に残る学校などない。特に少子化と空くう洞どう化かのダブルパンチを受けた地方の高校など、今度のような話がなくとも、生徒数の減少によっていずれは消えてなくなっただろう。生徒数の減少、という根本的な問題に関しては、どんな高校の生徒も学校も、全く無力なのだ。

　廃校という責任は、一いつ介かいの生徒会長が背負うには、正直、荷が重すぎる責任なのだ。

　そして目の前にいる真行寺は、その責任を今まさに、背負わされている……。

「華之宮会長！　おめでとうございます！……華之宮会長？」

　考え事をしていた華之宮は、はっと顔を上げた。

「あ、ごめんなさいね。何かしら」

「鮮せん魚ぎよ店てんからの撤てつ収しゆうが完了した報告にあがり……」

　報告に来た女子生徒たちが、そこまで言ったとき。後ろにあった大会議室のドアが乱暴に開けられ、どかどかと、数人の壮そう年ねんの男たちが入ってきた。

「邪じや魔まだ！　どけ！」

「きゃ！」

　背広姿の男たちは、女子生徒を乱暴に押しのけると、真行寺の元へと近づいていく。

「何よ、あれ。感じ悪い！」

「あれ、樫森高校のＯＢのおじさんたちよ。町会議員さんとか」

「青筋たててるわね。あ、真行寺会長が謝ってる」

　さすがに周囲を気にしてか、声は低い。しかし、男たちの表情と真行寺の態度をみれば、彼らがねちねちと真行寺を責めているのは容易に想像できた。

　その光景を見ていた華之宮の胸のなかに、言葉では言い表せない、もやもやとした怒いかりがこみあげてきた。

　──あの姿は、他人ひと事ごとじゃない。

　もし桜川女子高が負けていれば、あんなふうに責められるのは私だったんだわ。

　ＯＧの先せん輩ぱい方に取り囲まれて、ねちねちと、しつこく言い立てられたに違ちがいないもの！

　華之宮は思わず、つかつかと真行寺に歩み寄った。

　怒りと、それとは違う別の何かが、華之宮を突つき動かしたのだ。

　華之宮は、丁寧ではあるが有う無むを言わせぬ勢いで、真行寺を取り囲む人々に割って入り、真行寺に声をかけた。

「真行寺会長！　少しよろしいでしょうか？　この後の作業手順で確かく認にんしておきたいことがありまして！」

　華之宮に周囲の視線が集中した。

　桜川女子高からは驚おどろきの目が、樫森高校ＯＢからは警けい戒かいの目が、そして真行寺からは感謝の目が華之宮に向けられた。

　それらの視線をすべて受け止めたまま、華之宮は胸を張って、真行寺を見つめていた。

　真行寺は、自分を取り囲んでいる樫森高校のＯＢたちに向かって深々と頭を下げた。

「申し訳ありませんが、少し外します」

　樫森高校のＯＢたちは、言い足りなさそうな表情のまま、うなずいた。

「では、こちらでお話をします！」

　華之宮はそう言うと、先導するように、真行寺を人のいない大会議室の隅すみっこへと連れて行った。

「ここなら誰だれもいませんね、ここでお話をしましょう」

「うむ、で？　私に確認したいこととは何だ？」

「えっ!?　えーと、あの……それは……」

　はたっと我にかえった華之宮は、焦あせりながら、何かないかと自分が持っていたホッチキス止めされた作業手順書の束をぺらぺらとめくった。

　もちろん、何もない。ゲームの舞ぶ台たいとなった商店街の撤収作業はほぼ終わっている。あとは生徒会メンバーを集めて、送そう迎げいバスで桜川女子高に戻もどるだけだ。

「ですから、その……」

　作業手順書をめくりながら華之宮が口ごもると、真行寺が、ふっと表情を緩ゆるめて小声で礼を言った。

「ありがとう。君は私を助け出してくれたのだろう？」

　華之宮の脳内に、ずぼしッ！　と音が響ひびいた。

「あ、いえ、そんなつもりは！」

　うろたえた華之宮の脳内で考えだけがぐるぐる回る。

　──何かないかしら、何か聞くこと……。

　華之宮のさまよっていた視線が、傍かたわらに置かれていた、重箱を包んだ風ふ呂ろ敷しきに行き当たる。

　──あれは、確か私が持ってきたお昼ご飯のおにぎりが入っていた……そうだっ！

　華之宮は顔を上げると、食ってかかるような勢いで聞いた。

「真行寺会長！　桜川女子高生徒会長として、あなたに確認したいことがあります！」

「な、なんだろうか？」

　その勢いに気け圧おされた真行寺の言葉がつっかえる。

「蕗ふき味み噌そは、お好きですか？」

「ふ、蕗味噌？」

「ええ、そうです、蕗味噌のおにぎりです！　私、蕗味噌を使ったおにぎりが得意ですのよ……」

　そこまで口にしたところで、華之宮はまたしても、はた、と正気に戻った。

　──何をバカなことを言ってるのですか、私はっ？

　心の中でぽかぽかと自分の頭をなぐる。

　──今は秋でしてよ。蕗のとうは、春の山菜ですわ！

　問題は、そこではない。まだ半分くらいしか正気に戻っていないようだった。

「うむ、蕗味噌は好きだ。だが残念なことに、まだ蕗味噌を使ったおにぎりは食べたことがない。我が家では父も祖父も蕗味噌が好きなので、祖母が春先に蕗を収しゆう穫かくして味噌にすると、あっという間に無くなるのだ。おにぎりにするほど残ったことがない」

　だが、真行寺は真面目まじめに答える。

「そうですか。では……そうですわねっ、ええ、私が今度、蕗味噌のおにぎりを作って差し上げますわっ」

　──だから何を脈みやく絡らくのないこと言っているのですか、私は!?

「私のために、か？」

「もちろん──もちろん、違いますわっ！　蕗味噌のおにぎりは、評判がいいので毎年大量に作るのですが、全部すぐに食べられてしまうのです」

　──我ながら、意味が分かりませんわ！　アホですか私は!?

「そうか、それでは仕方ないな」

　いささか残念そうな真行寺の言葉に、華之宮はあわてて、

「い、いえ！　ですから……！」

　──どうしたいんですの私!?　一体全体、どう……。

　そう、どうしたいのか。

　──あ。

　唐とう突とつに。

　すうっと華之宮の中で、得心がいった。

　──ああ、なるほど。そうですわね、難しく考える必要は、何もないのですわ。

「ええと、その、あの……」

　だが、難しく考えないからといって、華之宮が想おもいを簡単に口に出せるかというと、それはまた別の話である。

「つまり、ですわね、ええと……全部なくなる前に、私がですね、私が、あの、家族に内ない緒しよでこっそり持っていきますので、ぜひ食べて、いただきたいと……」

　語ご尾びが華之宮の口の中で消えていく。『あう』とか『はう』とか、意味のなさない音ばかりになってしまう。

　華之宮はそのまま黙だまってしまった。

　これではまるで、お付き合いをしている男女の会話ではありませんの!?　と、華之宮が思ったのはこの後しばらくしてからで。このときは、もう、ここまで言うのが精せい一いつ杯ぱいであった。

「分かった。その機会があれば、ありがたくいただこう」

　黙りこくった華之宮に、真行寺はそう答えた。

「約束……ですわよ？」

「もちろんだ」

　それを聞いて、華之宮は自分のペースをようやく取り戻したのか、

「なら、許してさしあげますわ」

　薄うすい胸を張って、鷹おう揚ようにうなずいてみせたのだった。

「光明、あのふたり、なんだかいい具合になってない？……て、あれ？　どこ行っちゃったのよ、あいつ」

　作業をしているフリをしてふたりの会話に聞き耳をたてていた朋絵が、光明に話しかけようとすると、光明はいつの間にか消えていた。

　あたりを見回した朋絵の目が見つけたとき、光明は、先ほど真行寺を取り囲んでいた樫森高校のＯＢたちと、なにやら話をしていた。

「……そういうことであれば……」

「……それが通れば我々にとっても……」

「はい。これはお互たがいに利益を得られる話ではないかと思います」

　そんな言葉が、漏もれ聞こえてくる。

　──光明ったら、何の話をしているのかしら？　ＯＢの人たちの顔つきが、さっきとずいぶん違ちがうけど……。

　朋絵がそんなことを考えていると、樫森高校のＯＢたちは、明るい表情になってうなずき始めた。

「よし！　分かった。さっそく持ち帰って検討しよう」

「真行寺会長、すまないがこれで失礼するよ」

　樫森高校ＯＢは、華之宮と話をしている真行寺にそう声をかけると、足早に大会議室を出ていった。

「こら、光明。今度は何をたくらんでいるのよ」

　朋絵が戻もどってきた光明の胸を人差し指でつつく。

「たくらむというか、落とし所を考えているだけだよ」

「落とし所？」

「この企き画かくは、もともと、三町合がつ併ぺいをスムーズに進めるために、まず三つの高校を統とう廃はい合ごうしよう、ということから始まったんだ。三町の合併どころか、高校統廃合の話も、まるで進んでいなかったからね。君も見ただろう？　あの会議」

「うん、大人たちが勝手なことばかり言ってたあの会議ね」

「そう、あの会議で俺が最初に疑問に思ったのが、『あれだけ意見のまとまらない大人たちが、どうして学校の統廃合にだけは反対しないのだろう？』だったんだ。あの会議は、統廃合に反対するためじゃなくて、どの高校を潰つぶすか、でもめていたからね。それで、あれこれ聞いて回って分かったことが、生徒数の減少と維い持じ費の負担だったんだ」

「生徒数の減少って、あれのことでしょ？　少子化ってやつよね」

「うん、それもあるけど、若い人がみんな東京に出て行ってしまって、人口が減ったってことも理由の一つだね。とにかく、人口が減れば税金も減る。三つの高校は県立高校だけど、高校の維持のために、三つの町は相応の負担を強しいられているんだ。そして、その額は町の規模からすれば、もう、限界ギリギリの金額だったんだよ。

　つまり、三町合併の話が出るその前から、高校の統廃合は決まってたんだ。だから、それを決めるのに高校生のゲーム大会みたいな冗じよう談だん企き画かくが通ったわけさ」

　朋絵は腕うでを組んで、光明を見た。

「難しいことはよくわかんないけど、要するに、光明は何を考えているの？」

　光明は、にやっと笑った。

「みんなが……まあ、とりあえずは……ほどほどに満足する方法」

「とりあえず……ほどほどに？　何それ？」

　怪け訝げんな顔をする朋絵を見て、光明はいたずらっぽく笑ってみせた。

「正しい方法でも、唯ゆい一いつの方法でもなく、なんとなくみんなが受け入れやすい方法さ。今日の戦いで樫森高校が負けたことで、実現の可能性は少し上がったと思う」

　朋絵は、今一つ納なつ得とくできない、という表情で答えた。

「むう……今日はもう時間がないからいいけど、後でちゃんと説明しなさいよね」

「もちろん」

　大会議室での片付け作業が終わり、三校の生徒会メンバーは公民館前の駐ちゆう車しや場じように出た。机と椅い子す、パネルのたぐいはすべて撤てつ去きよされているが、大型液えき晶しようディスプレイや電源ケーブルをはじめとする機材やステージはまだそのままだった。

　これらの機材は専門の業者が片付けることになっている。

　大西が走って来て、華之宮の前で報告した。

「華之宮会長！　送そう迎げい用バスが少し遅おくれるそうです！　到とう着ちやく予定時間は予定から三十分後になります」

「分かりました。この時間は道路が混雑するから、仕方ありませんね。桜川女子高生徒会のメンバーに、公民館の敷しき地ち内から出ないように伝えて、とりあえず解散！　三十分後にまたここに集合よ！」

「わかりました！」

　そう答えて去っていく大西を見送った後で、華之宮は、朋絵と光明に声をかけた。

「楢山高校の皆みなさんはどうしますの？」

「えーと、うちの生徒は各自、自由行動で、それぞれに学校に戻ります。私と光明は、生徒会メンバーと一いつ緒しよに駅に出て、電車で楢山町まで戻ります」

「そうですか。ではここでお別れですね。今日はお疲つかれ様でした」

「お疲れ様でした！」

「お疲れ様でした。桜川女子高の勝利、おめでとうございます」

　楢山高校の一同がいなくなると、公民館に残るのは桜川女子高の女生徒だけとなった。

「樫森高校も撤てつ収しゆうを終えたようですわね。バスで移動かしら？」

「地元ですから、自転車で戻る人も多いみたいです。真行寺会長も、さっき駐ちゆう輪りん場じようで見かけましたよ」

「え、そうですか？　駐輪場で……そう、ですか」

　と、華之宮はうなずいてから、何を思ったか、ふらふらと歩き出した。

「あれ？　華之宮会長、どちらへ？」

「駐輪……いえ、お手洗いへ」

　どこか頼たよりない足取りで公民館の建物に向かう華之宮を見送りながら、桜川女子高生徒会のメンバーが、聞こえないくらいの小声で、ぼそぼそと呼びかける。

「華之宮会長ー、お手洗いはそっちじゃありませんよー」

「バスが来るのは三十分後ですから、ごゆっくりー」

「まだ時間はありますから、いい子を産んでくださいねー」

　それは、どう聞いてもただのツッコミだった。

　視界から華之宮の姿が消えると、とたんに声が大きくなった。

「ところで誰だれか駐輪場に用事のある人いない？」

「わたし自転車ないけど用はあるわよ？」

「なんの用よ、なんの！」

「デジカメあるから、貸すわよ？」

「ダメよ。それはマナー違い反はんです！」

　暴走しかけた他ほかの生徒会メンバーを、淵田がぴしり、とたしなめる。

　しかし、それくらいで収まるわけがなかった。

　生徒会の一人が、手に持った携帯電話をマイクに見立てて、淵田に突つきつけた。

「淵田さん、お母さん役としてどうお考えです？　華之宮会長と真行寺会長のロミオとジュリエットな恋こいについて」

「えーと、まだ恋、ではないでしょうね。華之宮も、真行寺会長も」

「あそこまでふらふらのぼせ上がっていて、まだ恋じゃないんですか？」

「ええ。華之宮のあれは、男女の恋ではなくて、戦場で芽生えた敵味方の友情のようなものです。負けた樫森高校はこのままでは廃はい校こうが確定ですから、同情もあるのでしょう」

「同情ですか、分かる気がします」

「ですよね。最後の飴あめ釣りに負けていたら、ウチの学校が廃校だったんですよね」

「そう考えると、ちょっと可哀かわい想そうよね。どっちの学校が優すぐれていたってわけじゃないんだから」

「むしろ理り不ふ尽じんよ。ウチもそうだけど、樫森高校だって悪いことは何もしてないのに廃校だなんて」

「今日だって、樫森の男子がんばってたよね。礼れい儀ぎ正ただしいし、負けても堂々としてるし」

「うん。樫森って勉強もスポーツもできるけど、何よりいい意味で『男らしい』男子が多いと思うな。廃校にするなんて可哀想」

　そうだそうだと同意する女生徒たちが多いのを見て、淵田は目を見開いた。

　──驚おどろいたわね。樫森高校への感情が、すごく良くなっているわ。

　このゲームをやる前に、そうなればいいとは思ったし、なってなければ誘ゆう導どうしようと思ってたけど、その必要はなかったみたいね。

　淵田は小さくうなずくと、公民館の建物の脇にある駐輪場へ目を向けた。

　──あの向こうでどんな青春ドラマが繰くり広げられているにせよ、両校の関係にはプラスになるでしょうね。

　が、しかし。駐輪場の青春ドラマは淵田が予想した、その斜ななめ上を突っ走ぱしろうとしていた。




　時間は桜川女子高生徒会の面々が駐ちゆう車しや場じように出てくるちょっと前にさかのぼる。

　駐輪場では、撤収するときに積み忘れたのだろう、模造紙やガムテープが詰つめ込まれた樫森高校とマジックで書かれた段ボール箱を、真行寺が自転車の前かごに押し込んでいた。

　生徒会の備品である、今時珍めずらしい古いタイプの自転車を駐輪場から押し出し、ふと見上げると、公民館の正門脇わきに立つポールには、樫森高校と桜川女子高の校旗が掲かかげられていた。

　真行寺の目に映る、樫森高校の校旗が、不意ににじんだ。

　──卒業された先せん輩ぱい方の期待を裏切り。

　在校生から託たくされた信しん頼らいを全まつとうできず。そして……。

　自転車のハンドルを握にぎる拳こぶしが震ふるえた。

　──そして、樫森町の子供たちに、まだ見ぬ後こう輩はいに、あの旗を伝えることができなかった。

　そのことが、真行寺にとって、一番悔くやしいことだった。

　たとえ樫森高校がなくなったとしても、ＯＢと在校生の胸には、あの校旗と、それが示す伝統と誇ほこりが刻まれている。そしてそれは、何十年たとうが、樫森高校を卒業した全員にとって心の支えとなるだろう。

　──それを次の代へとつなげることこそ、現げん役えき生徒会長である私の役目だった。

　真行寺にとってせめてもの救いは、今日の勝負で在校生がみせた不ふ屈くつの闘とう志しであり、負けてなお潔いさぎよい態度だった。

　試合後、一部のＯＢから、判定にクレームを入れてでも勝負をひっくり返すべきだった、なぜやらなかったと叱しかられたが、真行寺はそのような恥はずべき行こう為いを在校生が、そして自分がやらなかったことに感謝し、そして誇りに思っていた。

　──この勝負は、多くの人の注目を受け、テレビでも放映されている。

　愛校心に基もとづく行為であっても、それが醜みにくいと感じられる行為であれば、他者の支持を受けることはない。

　正々堂々と戦ったのであれば、負けたとしても悔くいはない。真行寺は今日の勝負そのものには、何ひとつ恥じることはなかった。結果は残念であったが、良い勝負であったと負け惜おしみではなく思う。

　──そう思えるのも、桜川女子高が尊敬すべき対戦相手だったからだな。

　それを率いた華之宮も、また見事だった。

　あふれる涙なみだを堪こらえるためにへの字に結ばれた真行寺の唇くちびるが、昼に御ご馳ち走そうになった華之宮のおにぎりのことに思い至ったとき、わずかにゆるんだ。

　だが、真行寺はそれを振ふり払はらうように首を振った。

　──よそう、未練だ。

　その時、首を振った拍ひよう子しにハンドルが動き、駐ちゆう輪りん場じようの通路と駐車場の間の段差に、自転車の前輪が落ちた。

　がくんと跳はねたタイヤの反動で、前かごに入れてあった、筒つつ状じように丸めた模造紙が地面に落ちた。

　──や、しまった。

　真行寺は自転車のスタンドを立てて、自転車から離はなれ、落ちた模造紙の筒つつを拾おうと右手を伸のばしてしゃがみこんだ。

　その時だった。

「ダメです！　死んではなりません！」

　唐とう突とつに、華之宮が背中から真行寺に体当たりしてきた。

「うおっ？」

　不意打ちでもあり、中ちゆう腰ごしになっていた真行寺はたまらず前のめりに転てん倒とうした。その上にのしかかるようにして、華之宮が叫さけぶ。

「勝敗は時の運ですわ！　ここで負けても人生は死ぬまで何度でも再挑ちよう戦せんのチャンスがあります！　あきらめてはいけません！」

「む、むう!?」

　真行寺は華之宮が何を言っているのかさっぱり分からぬまま、首をひねってその顔を見つめた。

　背中にまたがり、大声でわめきたてるような女性は、真行寺にとってはエイリアンも同然。魅み力りよくなどかけらも感じられないはずであった。

　にも拘かかわらず。

　夕日に煌きらめく長い髪かみを振り乱し、必死の形相で叫ぶ華之宮のことを、

　──美しい、な。

　真行寺は素す直なおにそう感じた。

「いいですか、あなたは私の蕗ふき味み噌そおにぎりを食べる権利が……ではなくて！　義務！　そうっ、義務があるのです！　それまで死ぬことは許されません！　許しません！　断じてっ！　許しませんわっ！」
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　真行寺の背中に座り、右手と膝ひざで真行寺の右手を上から押さえた姿勢の華之宮が言う。

　──美しいが……一体なぜ、こんなことに、なっている……？

　ぐりぐりと力を加えられながらも、真行寺はたずねた。

「死ぬ？　私が？　なぜ？」

「なぜもなにも、この刀で切腹しようとしていたではないですかっ！」

　華之宮が、地面に転がった刀──と思っていたものをつかみ上げた。

　べこり。

　模造紙の筒がつぶれた。

「……」

「……」

　二人の視線が、模造紙のつぶれたところに集中する。

　ひゅう、と風が吹ふいて、自転車の前かごからもう一つ、模造紙の筒が転げ落ち、転がっていく。

　ころころ。

　二人は、あらためてお互たがいの顔を見合わせた。

　──終わってしまいましたわ。

　華之宮は内心でそうつぶやいた。

　駐輪場に入った華之宮が見たものは思いつめた表情の真行寺と、その目から流れる涙。そしてしゃがみこんで棒のようなものを手にする姿だった。

　そして、それを見た瞬しゆん間かん、華之宮の脳内は、ひとつの考えで一いつ杯ぱいになってしまったのだ。

　──真行寺さんが敗北を悲観して、切腹しようとしていますわ！

　少しでも冷静になって考えてみればありえない話なのだが、このときの華之宮は『少しも』『冷静』ではなかった。頭よりも心、心よりも身体からだが先に反応していた。

　だが。

　模造紙である。仮にも薙なぎ刀なたなどの武道を修めた自分が、模造紙と刀を見み間ま違ちがえるとは。

　──アホですか、私は。いいえ、アホですわね、どう見ても。素す晴ばらしいまでに、アホの道どう化けですわ。

　今すぐここから逃にげ出したい、と思いながらも、その目は真行寺から離はなすことが出来なかった。

「私──私は──ワタ、ワタクシハ──」

　壊こわれたレコーダーのように繰くり返す華之宮を、真行寺は手で制した。

「また心配をかけてしまったようだな。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「心配だなんて……そういうわけではないのですが……」

「そして、見事な組み打ちだった。右みぎ腕うでがまるで動かん」

　真行寺の右腕は、駐輪場のコンクリートの地面に縫ぬい留められたかのように、華之宮の右膝で極きめられていた。

「え？　きゃっ、ごめんなさい！」

　スカートをひるがえして華之宮が立ち上がる。あわてて裾すそを直した華之宮が見やると、ようやく起きあがれるようになった真行寺の胸はコンクリートで真っ白になっていた。

「あ、ああああ！　ご、ごめんなさい！……少し動かないでくださるかしら」

「ん？　ああ、うむ」

　ハンカチを取り出した華之宮は、真行寺の胸の埃ほこりを叩たたいてぬぐった。真行寺はおとなしくされるがままになっている。

　──広い胸ですこと。学生服ごしにも筋肉の弾だん力りよくと熱が伝わって……えと、その、生物学的な興味がわいてきますわっ。筋肉の発熱量、どうなってるのかしらっ！

　思考がなにやらあらぬ方向に暴走しそうになりながら、真行寺の胸を見つめ続ける。

「蕗味噌……」

　ためらいがちな真行寺の言葉に、華之宮が顔をあげる。

「え？」

「蕗味噌のおにぎり、楽しみにしている」

　きゅっ、と。ハンカチを持つ華之宮の手が拳こぶしを作り、そっと真行寺の胸に添そえられた。

「私も……私も、楽しみにしておりますわ」

　同時刻。駐輪場出口にある植え込みの陰かげで。

　右から順に、ハンカチで感激の涙なみだをぬぐう淵田、メガネをずり落とした大西、小声できゃいきゃい歓かん声せいをあげる桜川女子高生徒会メンバーが、ふたりの様子をうかがっていた。

「華之宮……良かったわね、うん、本当によかったわ……」

「何よこの急展開！　会長が押し倒たおしてからラブラブになるまで、三分とかかってないわよっ！」

「今は女が男を押し倒す時代なんですねー」

「アレは餌え付づけの一種だから、昔ながらの手法のバリエーションだと思うなー」

　騒さわぐ女生徒たちの後ろで、桜川女子高との間を結ぶ送そう迎げいバスがクラクションを鳴らした。

「おおーい、お嬢じようちゃんたちー、乗らんのかねー？」
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　翌日の放課後。

　樫森高校生徒会の会議室に重苦しい空気が立ち籠こめていた。

　長机四個を井い桁げたに並べた窓側には、真行寺会長、本俵副会長、書記、会計ら生徒会メンバーが顔から表情を消して並び、入り口側の長机には樫森高校のＯＢたちが、苦にが虫むしを嚙かみつぶした表情で並んでいた。

　真行寺は、この場で昨日の桜川女子高との勝負での敗北を叱しかられ、ねちねちと嫌いやみと小言をいわれるものと覚かく悟ごを決めていた。だが、ＯＢからの叱しつ責せきはほとんどなく、話はすぐにおかしな方向に行きはじめた。

　樫森高校同窓会の幹部である、六十歳を過ぎたくらいの白はく髪はつの老人が、ゆっくりと口を開いた。

「さて……困ったことになってしまったな。このままでは伝統ある我が樫森高校の廃はい校こうが決まってしまう。しかし、我々樫森高校同窓会役員は、この件で諸君を責めるつもりはない」

　その隣となりに座っていた五十過ぎの太った男がうなずいた。

「うむ、そうだ。考えてみれば、たかがゲームで、地域に根ざした公立高校の統とう廃はい合ごうを決めるなど、あってはならんことだ。そうは思わんかね？

　そもそも、廃校の責任を生徒に負わせるなど、教育機関のありようとして不健全に過ぎる」

　白髪の老人は、尊大な口調で真行寺に言った。

「真行寺会長、君が樫森高校生徒会を代表して、この勝負の結果に──いや、勝負そのものに異議の意思表示をしてくれれば、我々が後のことは引き受けよう」

　真行寺は怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「異議の意思表示……とは、どういうことですか？」

「こんな茶番に意味は無い、従うつもりはない、と君の名前で声を上げてくれ、ということだ。当事者として、君の名前が必要なんだ。

　なに、文部科学省でも、今回の件には不満を抱いだいている役人が大勢いる。自分たちの縄なわ張ばりを土足で踏ふみ荒あらされたに等しいからな。彼らと組むことができれば、生徒同士の勝負で統廃合を決めるという仕組みそのものの無効申し立てができる」

　太った男が、追従するような口調で言った。

「こちらの会長さんは、今は野党となっているが、前の文部科学省大臣の先生に、太いパイプをお持ちだ。すでに協力の内ない諾だくを得ているのだよ」

　真行寺は、予想もしない展開に、最初は困こん惑わくしていた。

　だが、ＯＢの本音が明らかになるにつれ、怒いかりがこみあげてきた。

　──この人たちは、これまでの勝負を含ふくむすべてを、なかったことにしようというのか！

　この人たちの気持ちは理解はできる。あの勝負に参加できなかったＯＢたちが、樫森高校存続のために政治的に動くのもわかる。

　──でも、その策さく謀ぼうに私たち在校生を巻き込もうというのであれば、これは断固拒きよ否ひせねばなるまい。

　もしこれが、樫森高校が三校の勝負に勝ち抜ぬいて存続が決まったのであれば、学生同士の勝負で廃校を決めるという展開に、樫森高校代表として異議申し立てすることに何の問題も無い。私は、楢山高校、そして桜川女子高と勝負したことで両校が素す晴ばらしい学校であり、その生徒も優すぐれた資質を持っていることを知った。どちらが廃校になるのもできれば止めたい。

　しかし、現実に敗北したのは樫森高校だった。

　それも、正々堂々と全力での勝負の結果としての敗北である。それに異議を申し立て、政治力で無かったことにしよう、などということは、真行寺には考えられないことだった。

　それはなにより、人としてやってはならないことだった。

　真行寺は、顔を上げた。

「先せん輩ぱい方の樫森高校を愛する気持ち、この真行寺ありがたく受け取らせていただきます」

「おお、では──」

「しかし！」

　真行寺は強い口調でＯＢの言葉をさえぎった。

「双そう方ほうが納なつ得とくして受けた勝負を、負けたからといって無効だと申し立てるつもりは、私にはありません！」

　ＯＢたちは互たがいの顔を見合わせて苦く笑しようを浮かべる。

「やはり……な」

「若い……いや、青いですな」

　太った男が、心のどこかで馬ば鹿かにしたような、ニヤニヤ笑いを浮かべて答えた。

「真行寺君。君たちはまだ若い。もしも樫森高校が廃校となれば、未来ある君たちの人生の汚お点てんとなるんだ。

　大学進学にせよ、その後の就職にせよ、樫森高校を廃校にした生徒会役員と履り歴れき書に書かれることになるわけだからね」

　白髪の会長がうなずいた。

「うむ、君の覚悟は見事だ。まさしく我が樫森高校の生徒会長としてふさわしい、武人の心構えを持っている男だというのは良くわかった。

　確かに……すでに決まったことを自分の都合でひっくり返すということは恥はずかしい行こう為いかもしれん。だが、人の上に立つ者は、その恥はじを忍しのんででも、やらねばならぬことがあるのだということを覚えておくべきだ」

「君たちの顔と名前はマスコミには出ないように我々が手配しよう。騒さわぎはあるだろうが、攻こう撃げきの矢や面おもてに立つのはこっちじゃない。あの生意気な藍山とかいう役人だ」

「そうそう、だから、すべて我々に任せておけばいい。世の中を動かしているのは、我々大人なんだ。君たちの知らない、大人のやり方で世の中は動いているんだからな」

「悪いようにはしないよ。ここで、我々の言うとおりにしてくれれば、大学を出た後の君の就職に関してはきっちり面めん倒どうを見ようじゃないか。こう見えても我々の中には中央官庁の人事に太いつながりを持っている者も多いのだ。ましてや君のように優ゆう秀しゆうな人材なら財務官かん僚りようにすることなど容易たやすいことだ」

「官僚は、薄はつ給きゆうでこき使われるから嫌いやだ、というのなら、メガバンクはどうだね？　民間企き業ぎようのトップにもいくらでも顔が利く。我々に任せれば、この先の君の一生は安あん泰たいだ」

　脅おどし、すかし、懇こん願がんする。明らかに矛む盾じゆんすることや、どう考えても空約束に終わりそうなことを、まくしたてる。

　ＯＢたちの言葉を聞いていた真行寺は、胸の中で舌を巻いていた。

　──これが、大人の駆かけ引きというものか。私や本俵ならともかく、これでは他ほかのメンバーは根負けしてしまいそうだな。

　真行寺は横目で自分の左側に並ぶ生徒会メンバーを見た。

　危き惧ぐした通り、本俵をのぞく生徒会メンバーはＯＢの言葉に激しく動どう揺ようしていた。確かに生徒会のメンバーは、この樫森高校の中では一目置かれている、しっかりとした生徒たちだ。

　だが、学校を離はなれて、社会的な地位で見れば、ただの未成年の高校生にすぎない。

　責任だの将来だの進路だのを振ふりかざされて脅されれば、動揺しない方がどうかしている。

　真行寺は、内心の焦あせりを感じながら考えた。

　──どうする？　ここで話を打ち切って帰ってもらうか？　あるいは検討だけ約束して先延ばしにするか？　だが、先輩方は目的を達成するまであきらめることはあるまい。

　真行寺は目の前にいるＯＢたちの顔を見て考えた。

　──この人たちの目的は樫森高校廃はい校こうを阻そ止しすること。そしてそのために、樫森高校現生徒会を利用して、この勝負の取り決めそのものを無効化しようとしている。

　──だが、ここにいる先輩方には申し訳ないが、それが通ることはあるまい。

　勝負そのものの無効化を求めて騒ぎを起こすことはできる。

　あること無いこと言い立ててスキャンダルにしてしまえばマスコミも飛びつくだろう。しかし、その騒そう動どうの果てにあるのは、三校のうちの一校、あるいは二校を廃校にせねば立ちゆかないという現実だ。

　真行寺は、ゆっくりと、しかし、良く通る声でＯＢたちにたずねた。

「先輩方にお聞きしたいことがあります。今回の勝負が無効になれば、樫森、楢山、桜川の三校の統廃合は白紙化されます。少子化と、地方行政の債さい務む超ちよう過かという問題を抱かかえた今、この三校の統廃合は三町合がつ併ぺいと並んで急務です。

　それに対し、どのように対応なされるおつもりでしょうか」

　真行寺の問いかけに、ＯＢたちは虚きよをつかれた表情になった。

「あ、いや、それは……」

「樫森高校の存続だけが問題であって、それ以外のことは関係ない」

「いや、彼の言うことにも一理ある」

「だが、そこまで責任は持てんぞ」

　ＯＢたちは、がやがや、と顔を突つき合わせて、何やら相談した後で、やがて話がまとまったのだろう、太った男が答えた。

「その件については、ここでは返答しかねる。我々は、他校のことや、町の合併にまでは責任は持てない。まず白紙化して、その後でまたあらためて考えればよいことであり、ここで論議することではないだろう」

　真行寺は、小さくうなずいた。

「わかりました。では、残念ながらご協力することはできません！」

「なんだと？」

「君は、自分が何を言っているのかわかっているのかね？」

　怒いかりの表情をあらわにするＯＢたちに向かって、真行寺はきっぱりと言った。

「何らかの対策、代案もなく、ただ異議だけ申し立て、白紙化を要求する行為は、ただのわがままであり、駄だ々だっ子が地べたに寝ね転ころがって、嫌だ嫌だとわめいているのと何ら変わりません！　そんなことをすれば樫森高校は非難を浴び、その名は地に墜おちるでしょう。

　日本中から、わがまま高校だ、自己中高校だ、と笑いものにされるだけです！

　生徒会を預かるものとして、そして樫森高校の名前を背負うものとして、それだけは避さけねばなりません」

　真行寺はきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

　続くＯＢの反論をさえぎったのは、それまで黙だまりこくっていた本俵だった。

「その件に関し、真行寺会長と、先せん輩ぱい方に提案とお願いがあります。提案については、これから資料をお渡わたしします。まず、それをご覧ください」

　本俵はそう言うと、机の下に置いてあったカバンの中から、Ａ４サイズのプリント用紙の束を取り出して、生徒会の生徒に指示した。

「これを、皆みなさんにお配りしてくれ」

　生徒が資料を配り始めると、それに目を通したＯＢの中から「ほう……」とか「なんと……」という驚おどろきの声が上がり始めた。

　資料に目を落として驚く真行寺を見て、本俵は小さく頭を下げた。

「会長にお話ししていなかったことは申し訳ありません。しかし、ＯＢの方々の提案と、会長のご意思を確かく認にんするまでは、このことについては黙っていた方が効果的だと思いましたので……」

「いや、お前の言うとおりだ。最初からこれを出したのでは、変な方向に話が行ってしまったかもしれない。ＯＢ連中の腹の内がわかった今、出してこそ意味がある……」

　資料に目を落とした真行寺は、唇くちびるの端はしに皮肉な微笑ほほえみを浮うかべ、小声で言葉を続けた。

「……あれほど誇こ示じしてみせた政治力やらコネクションとやらを、この案を実現させるために使ってもらおうではないか。その方がはるかに建設的だ」

　本俵は黙って頭を下げた。




　一方それと同時刻。桜川女子高の特別応接室でも、昨日の勝利を祝うため、桜川女子高ＯＧによる茶会が催もよおされていた。

　この特別応接室は、桜川女子高の生徒にテーブルマナーを教えるために設けられた部屋で、テーブルや椅い子すなどの調度品は、すべて国こく賓ひんを迎むかえる迎げい賓ひん館かんのそれに倣ならったものでそろえられている。

　招待された華之宮たち生徒会メンバーはセーラー服姿であるが、その反対側にずらりと並んだ桜川女子高のＯＧたちは、ドレスや見るからに高価そうな和服で着き飾かざっている。

　いつもなら、ここで見み栄えの張り合いと、お互たがいの装いの品定めが始まるのだが、今日はそのようなこともなく、いずれもご満まん悦えつで、口々に華之宮たちを褒ほめ称たたえていた。

「本当に良かったわぁ」

「これも私たち卒業生の連帯と、在校生の皆さんのがんばりあってのことですわねぇ」

「ウチの主人は樫森高校のＯＢなんですけどね、昨日の勝負の無効化を図はかっているようですわ。注意いたしませんとね」

「私の夫もそうですわ。男というのは本当に往おう生じよう際ぎわの悪いものですわねぇ。ですが私たちＯＧが団結すれば、桜川女子高は永遠でしてよ」

「まさしく永遠！　おほほほほ！」

　桜川ＯＧの口ぶりが、華之宮たち在校生ではなく自分たちを褒め称えるものから、男たちを謗そしる流れになっていくのを聞いていた華之宮は思った。

　──潮時ね。

「皆みな様さまのご指導、ご声せい援えん、まことにありがとうございます」

　椅子に座った華之宮が、背筋を伸のばし、ＯＧたちに向かって深々と頭を下げた。

　続いて淵田も頭を下げる。

「これからもよろしくお願いします。桜川女子高に、これからがあれば、ですけれども」

　淵田の物ぶつ騒そうな物言いに、座が凍こおりつく。

　地方議会の代議士をやっている桜川女子ＯＧの代表が眼鏡めがねをくい、と上げた。

「それは──どういう意味でしょう？」

「言葉通りの意味です。桜川女子高の危機は、まだ終わっていないと私は思います」

　淵田は落ち着いて答えた。立て続けの〝暴言〟に凍りついていた座がざわつきはじめる。

「副会長の淵田さん……でしたわね。そうおっしゃるだけの根こん拠きよはあるのかしら？」

「はい。そもそも、三校の統とう廃はい合ごうは、今回のイベント前からの懸けん案あん事じ項こうでした。その理由は皆さんもご存じのように、生徒数の減少です」

「ですわね。三町合がつ併ぺいに合わせて高校の数をひとつ、ないしふたつにすれば、生徒数もそれに応じて増える。ですから──」

　ＯＧ代表が言葉に詰つまった。周りにいるＯＧたちも目を伏ふせて、言葉を探すように目の前に置かれたノリタケの最高級ティーカップの皿に沿って指先を動かすばかりだ。

　淵田は、ゆっくりと言った。

「お気づきになった通りです。樫森高校が廃校になろうがなるまいが、桜川女子高の生徒数の増加にはつながらないのです。元より樫森高校は男子校。廃校になってもその生徒は桜川女子高ではなく共学の楢山高校に吸収されるだけです」

　ＯＧが互いに顔を見合わせる中で、ＯＧ代表は淵田ではなく華之宮に問いかけた。

「華之宮さん、あなたはどうお考えなのです？」

　華之宮は、胸を張って、静かに、しかし力強く答えた。

「はい、私も先日、この件で淵田から相談を受けました。

　淵田の申す通り、生徒数減少という桜川女子高の危機は、樫森高校を廃校にしても何ひとつ解決いたしません。三校のうち一校を廃校にして残り二校の生徒数を確保するなら、その一校とは、楢山高校しかありえなかったのです」

「なるほど。でも、楢山高校は他ほかの二校との勝負に勝っていますわよ？」

「はい。となれば、残された道は、桜川女子高が女子校ではなく、共学となって樫森高校の生徒を吸収するという方法しかありません！」

　華之宮の爆ばく弾だん発言に、ＯＧは一いつ斉せいに顔をしかめた。

「我が桜川女子高が、共学の桜川高校になるわけですか。名前は残りますが、実質的には新しい高校になるのと同じですわね。女子校ならではのカリキュラムの多くが、消えてしまうわけですから」

　ＯＧ代表がずばりと本質を突つき、他のＯＧが一斉にうなずく。

「華之宮さん。そろそろ本音をお聞かせなさいな。あるのでしょう？　あなたが本当に選びたい方策が？」

「はい、ございます……桜川女子高の伝統を守るためには……」

　──淵田から、あの所光明の策を聞いた時にはありえない、ありっこない、と思いました。でも、あの策にはちゃんと裏付けがありました。

　ありえない、ありっこない、だけでなく『あるかもしれない』と思わせる裏付けが……。

　そして私の言葉が、こうしてＯＧの方々に聞いてもらえるのも、私たちが樫森高校に勝ったからこそ！

　華之宮は、一いつ拍ぱく間を置いた後で、きっぱりと言った。

「……三校すべてが合併すべきであると考えます！」




　その頃ころ、楢山高校の生徒会室では、光明の提案を聞いて、その場にいた全員が目を丸くして絶句していた。

「全部合併？　三校全部？」

「うん。これが一番合理的なんだ」

　朋絵が、呆あきれたように言った。

「そりゃ合理的だけど……その合理的な意見が不可能だから、こんな風に揉もめて、三校でのバトルになったんじゃない」

「そうだよ。そして俺たちの楢山高校が勝ち抜ぬいた。もしこの勝負に俺たちが負けていれば、楢山高校は廃校になり、男子校の樫森高校と、女子校の桜川女子高だけが残る。勝負が始まる前に大人たちが考えていたのは、そういう筋書きだったのさ」

「あ……うちの学校が先に二校と勝負するスケジュールになってたのは、そういうわけだったんですか！」

　宇佐見の言葉を聞いた芽衣が唇くちびるをとがらせる。

「うちが樫森と桜川女子に負けるのが、前提だったわけ？　失礼しちゃう！」

　光明は小さくうなずいた。

「そのとおり。だけど、俺たちが勝利した結果、その筋書きは大きく変わって、廃校になるのは樫森高校か桜川女子高のどっちかということになった。

　問題は、男子校と女子校のどっちを廃校にしても、残りの学校の生徒数が増えることはないということだ」

「そうよねぇ。樫森高校の男子が全員女装して桜川女子高に入るわけにはいかないものねぇ……うぇ」

　真行寺や本俵が桜川のセーラー服とスカートを着ている場面を想像したのだろう、朋絵がげんなりとした表情になる。

「絵的には、桜川女子が詰め襟えりの学生服で樫森高校に行った方がマシよね。いえ、むしろそうあるべきかしら」

「長篠さん、そういう問題じゃありませんってば！」

　目に妖あやしい光を宿し始めた長篠の妄もう想そうに、麻衣が釘くぎを刺さす。

「ええっ！　いいじゃない、それはそれで実にいいと思うわよ。麻衣ちゃんも明日から学生服を着る練習始めてみない？」

「嫌いやです！」

　長篠と麻衣のやり取りを聞いて、ため息をついた朋絵が、光明に向き直った。

「で、話は最初に戻もどるけど、三校が一校に合がつ併ぺいということになると、楢山高校が樫森高校と桜川女子高を吸収するってことでしょ？　昨日の勝負で負けた樫森高校はともかく、勝った桜川女子高がそれを受け入れると思う？」

「完全な合併なら、不可能だね。だいたい、生徒数がいくら減少したからといって、両校の生徒を吸収できるだけの校舎も設備も楢山高校にはないよ」

　宇佐見が、やきもきするように答えた。

「完全な合併が不可能ってことは、不完全な合併なら可能ってことですか？　所副会長、そろそろ正直に、全部話してくださいよ！」

　光明はにっこり笑って答えた。

「名前を捨てて実を取るのさ」

　光明は、視線を窓の外に投げた。

「高校対決をやってみて、良くわかったんだ。この楢山町の商店街も樫森町の商店街も、そして桜川町の商店街も、ほとんど人がいない。でも、人口が減ったのだから当たり前だ、と言って受け入れてしまえば、それで終わりだ。

　逆なんだよ。人口が減ったからこそ、新しい魅み力りよくを作り出して、お客さんを呼びこまなきゃいけない。

　閉まってしまった店てん舗ぽを、レンタルスペースとして他ほかの業種に貸し出すとか、若くてまだ店を持てないファッション関係の業者に入ってもらうとか。そういった努力は、個人では無理でも、商店会とか町の議会とかで力を合わせれば、動かすことができる。

　高校だって同じなんだよ。現状を受け入れて、生徒が減った、少子化だ、もうダメだって座り込んでたら、そのまま終わりだ。

　生徒が減った、子供が減った、だからこそ、高校の魅力をアピールして、遠くからでも生徒になりたい！　って人をかき集める努力をすべきなんだ」

　光明の言葉を聞いていた霧島が、目を見開いた。

「そうか！　テレビ局や役場、商工会を巻きこんだ、この高校対決そのものが、そのアピールの場だった、ってことなのか！」

　光明は笑ってうなずいた。

「その通り。将来の高校生、つまり現げん役えきの中学生たちに『ああ、あの高校に行ってみたい！』『あの高校で勉強してみたい！』そう思わせる。そうやって生徒数を確保する。それこそが、高校統とう廃はい合ごうの原因になった、少子化と生徒減少に対する最も効果のある処しよ方ほう箋せんなのさ」

　霧島は、頭を振ふって叫さけんだ。

「ああくそ、なんてことだ！　俺は自分の高校の勝ち負けだけを見ていた！　勝って高校を残すこと、それしか見ていなかった。

　違ちがうんだ！　本当の目的はそんな近視眼的なことじゃなかったんだ！」

　光明は、肩かたをすくめてみせた。

「いや、実のところ、俺がそれに気がついたのは、つい最近なんだ。最初は、霧島と同じように、この高校対決をどう勝ち抜ぬくのか、ってことしか考えていなかったのさ。

　樫森高校と桜川女子高に勝って、初めてそこまで考えが回ったんだ。別に俺がすごいんじゃないよ。立場が変われば、きっと誰だれでも俺と同じようなことを考えるようになると思うね」

　霧島は、大きく、ふう、とため息をついた。

「いやいや、とてもそんなことまで考えが及およばねえよ。自分の高校が勝って大喜び、それで終わりだ」

　朋絵もうなずいた。

「私もそうね。勝った勝った、打ち上げだ！　祝賀会開け！……で、終わっちゃいそう」

　光明は、真面目まじめな顔になった。
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「うん、打ち上げは打ち上げで、ちゃんとやりたい。今日は、その件で話し合おうと思うんだけど、いいかな？」

「ちょっと待ってよ、だから、三校合併の話はどうなったのよ！」

「ああ、その件か。あれはもう、俺たちがどうのこうのできるレベルじゃなくなっちゃったからね。どうなるかは、専門家に任せて、俺たちは見守るくらいしかできないよ。

　楢山高校の卒業生は、権力とか政治とかに縁えんのない人ばかりだしね……」

　光明は、視線を窓の外に投げて、言葉を続けた。

「でも、あの人ならやってくれると思うよ……なんだかんだ言われているけど、日本の官かん僚りようは優ゆう秀しゆうだからね……」




　それから一週間が過ぎた頃ころ。

　楢山町の中心部にある地方庁合併推進課の藍山の執しつ務む室では、野上がほとほと感心した様子で藍山の作った資料を読んでいた。

「楢山、樫森、桜川の三校を、三町合併で誕生する新しい市の新設公立高校に統合する。ただし、校舎もカリキュラムも、基本的には従来のまま、ですか……よく通りましたね、こんな案が」

　藍山は、手に持ったレジュメを指差して言葉を続けた。

「まだ通ってないわよ。そいつは根回し用の素案。詳くわしいことはこっちに書いてあるけど、今回の高校統廃合の一番良い落とし所は、この三樹市総合高等学校制度しかないと思うの。

　三つの高校を一つの高校として統合して、事務処理と施し設せつの合理化を図はかることで、維い持じ費の削さく減げんを図り、なおかつそれぞれの高校の独自性も確保する。

　これと同じ方法は、もうすでに富山県で始まっているわ。だから、前例がないということにはならない。でも、それを県ではない、地方都市のレベルでやれるかどうか、それは微び妙みようなところね。これからきっちり根回しして、そいつを『案』からランクアップさせるのが、私とあんたの仕事よ！」

　野上はうなずいた。

「根回しですか……こっちの添てん付ぷ資料の方はすでに文部科学省にも流れているようですね。すでに何人ものやんごとなき方から、『こいつには、ちゃんとソースがあるのかね？』とか『大だい丈じよう夫ぶか？　ねつ造していないか？』みたいな、裏付けを求められてます」

　野上が見ている資料を指差して、藍山はため息交じりに答えた。

「そりゃあ、疑われるのも無理は無いわよね。自分で言うのもなんだけど、普ふ通つうならありえないデータなんだから……ネット時代の今でも、テレビの力は偉い大だいだわ、やっぱり」

　添付資料に書かれていたデータとは、楢山、樫森、桜川の三校への進学を希望する周辺地域の中学生の数だった。

　比ひ較かくのため去年までの進学希望者数と進学者数の推移を示す表とグラフが書かれているが、こちらはゆるやかな減少傾けい向こうにあった。

　それが、今年は一転して増加に転じていた。それも、楢山城攻こう防ぼう戦せんがテレビ放映されてからというもの、爆ばく発はつ的てきな上じよう昇しようにつながっている。

「勝った楢山高校や桜川女子高だけでなくて、負けた樫森高校も進学希望する中学生が増加しているんですねえ……」

「そうよ。樫森高校には、今は生徒数減少で使われてないけど、学生寮りようがあって、以前は県外からの生徒も受け入れていたの。その話がまだ伝わっていたらしくて、県外からの志望者数は他ほかの二校よりもはるかに多いわね」

　資料に添付されていた参考資料の項こう目もくを読んでいた野上が、笑いながら言った。

「この、進学を希望する理由という欄らんの書き込みがすごいですね。〝楢山高校に買い食い同好会があるから〟〝テレビで見た樫森高校応おう援えん団がカッコ良かった〟〝桜川女子高の炊たき出しおにぎりが食べたいです〟……中学生くらいなら、普通は学校までの距きよ離りと成績くらいしか、進学希望の理由に書かないものだと思っていたんですけど、こういう理由もアリですよね！」

「ええ、調査をお願いした教育局の方が驚おどろいてたわ。これまで進学先の学校について、校風やカリキュラムを生徒たちに伝えようと努力してきた。でも、いくら広報しても、中学生の認にん知ち率は低いままだった。こんなことは初めてだって……」

　野上は、うんうん、という風にうなずいた。

「そういう情報って、中学生から見れば、学校から押しつけられる情報にしか見えないのかもしれませんね。ググればたいていの情報は出てきます。だから逆に、興味のない情報は遮しや断だんしちゃうんですよ。でないと、情報におぼれちゃいますから」

「それについては、県の教育委員会の人が、昔の中学生に比べて今の中学生は、自分で調べる能力に欠けていると思ってたけど、興味さえもてば驚くほど高い情報収集能力を示すことが分かった、って言ってたわね」

「そりゃそうですよ。携帯電話も普ふ及きゆうしてますし、ネットもあります。仲間同士で協力すれば、ひとりが知ったことを全員が知ることになります。今の子供たちは、ツールもノウハウも持っているんです」

　藍山は、ぼやくようにつぶやいた。

「なかったのは、興味だけ……ってことね」

「ええ、学校対たい抗こうの合戦を見て、興味が芽生えたんでしょうね。そして、自分から調べたおかげで、三校のそれぞれに愛着がわき、進学希望者が殺さつ到とうした。これなら、三校の統とう廃はい合ごうはなしでいいんじゃないですか？」

　藍山は頭の後ろに両手を回して組むと、伸のびをするように背筋を立てて答えた。

「うーん、そうしたいのは山々なんだけどね、最初の企き画かく段階で統廃合を謳うたっちゃってるから、統廃合そのものを無しにして強行すると抵てい抗こうが大きいのよ。それに、三町合がつ併ぺいで新たに誕生する市の名前を冠かんした高校ができるのは、統合推進にも弾はずみをつけるわ」

　藍山は、三校への進学希望者数の推移を示すグラフをパソコンの画面で開いた。

　右みぎ肩かた上あがりのライン──それは、彼女がさんざんバカにし、もうそんな時代じゃないと周囲に言い続けたものだった。

「何よりこの調査で一番驚いたのは、このグラフを見た時の私の心の動きよ。……なんて言ったらいいのかな？　楽しいというか……いや、違ちがうわね……嬉うれしかった？　そう、すごく嬉しかったのよ……」

　野上がうなずいた。

「確かに、右肩上がりのグラフって美しいですよね。借金とか経費でなければ……」

「日本全体でみれば、少子化は今も続いているわ。リストラすべきことも多い。私たち合併推進課の仕事はまだまだ残ってる。でも、未来に希望がもてないまま、リストラが必要だから削けずれと言っても、上手うまくいかないのよ……」

　藍山はゆっくりと、嚙かみしめるような口調で言葉を続けた。

「……私はこれまで、ずっと合併に抵抗を続ける人や組織を、バカにしてきたわ。

　現実が見えてない、時代が分かってないって……でも、見えてない、分かってないのは私だったのかもしれない。

　進学希望者数の増加を示す、この右肩上がりのグラフがすべてだったのよ。

　三町合併へ消極的な抵抗を続けてきた人たちが、みんな、このグラフを見て賛成に回ったわ。あの人たちは、このグラフに未来への希望を見たんだと思うな……。

　人間ってね、希望があるから、苦しい現実に立ち向かう勇気を持てるのよね……そのことに、このグラフは気づかせてくれたのよ。私もまだまだ未熟よね」

　野上が、情けなさそうな声で聞いた。

「藍山さんで未熟なら、僕はどうなるんですか？」

「あら、簡単よ。未熟同士、補い合っていけばいいだけのことじゃない」

　今までと少し違う柔やわらかな笑え顔がおに、野上の鼓こ動どうが跳はね上がる。

「どうしたの？　顔、赤いわよ？」

　野上は、あわてて首を振ふった。

「な、何でもありません！」

「そう？　それなら、いいけど」

　藍山は、パソコンのモニターに映る『右肩上がり』のグラフを見つめ、自分自身に気合いを入れるように、机の上に置いた両手の握にぎりこぶしに、ぎゅっと力を入れた。

「さあ、戦うわよ！　この右肩上がりのグラフで、霞かすみが関せきに巣くう、事なかれ主義と、前例踏とう襲しゆうの塊かたまりを切り崩くずすんだからね！　しっかり頼たのむわよ！」

「はいっ！」

　個人的な未来への希望のひとつを見つけた野上が、元気良く返事を返した。
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「た、大変です！　宇佐見会長！　殴なぐり込みです！　樫森校舎の騎き馬ば軍団が攻せめてきました！」

　楢山校舎の生徒会室のドアを開け、一年生らしい女生徒が息を切らして飛び込んで来た。

「落ち着けよ、殴り込みじゃなくて、来週行われる戦国祭りの打ち合わせだろう？　それに、騎馬軍団じゃなくて、生徒会長が乗った馬が一頭だけのはずだ」

　一年生の女生徒は、きょとん、とした顔で、宇佐見の顔を見て言った。

「そ、そうです……馬に乗った、樫森校舎の生徒会長が……って、なんでわかるんですか？」

「え？　あ、まあそりゃあ、生徒会長たるもの、それくらいは推察できなきゃね」

　自じ慢まんげに答えた宇佐見を、一年生の女生徒は、尊敬するような目で見た。

「すごいですね、さすが会長！　いつも、副会長の尻しりに敷しかれているばかりだと思っていたけど、やるときはやるんですね！」

「ま、まあね」

　宇佐見がそう言って自慢げに胸を張ったとき、生徒会室のドアを開けて、芽衣が入ってきた。

「健けん一いち！　樫森校舎の生徒会長が恒こう例れいの『宣戦布告』を持って来たわよ！　応接室に行くから用意して！」

　宇佐見は情けなさそうな顔で答えた。

「その、健一っての、やめてくれないかなあ？　学校で名前で呼ばれるのって、なんか妙みようだよ？」

　芽衣は腰こしに手を当てて怒おこったように言った。

「何言ってるのよ！　あの所先せん輩ぱいだって、早乙女会長に光明って、呼ばれてたじゃない。私も早乙女先輩みたいになりたいから真ま似ねしてるのよ！　文句があるなら、あんたもあの所先輩みたいに、奇き策さくをどんどん繰くり出して、この楢山校舎を勝利に導いてみなさいよ！」

「無む茶ちや言うなよ。あんな諸葛孔明の生まれ変わりみたいな伝説の先輩と同じことなんかできるわけないじゃないか！」

　芽衣は、額に右手を当てて、ため息をついた。

「できるわけない、って言っているうちは、絶対にできないの！　できるかもしれない、って思わなくちゃダメなの！　じゃあ、どうしようか？　って考えることができないまま、ただ、あきらめが早いってのは、美徳でもなんでもないのよ！」

「わかったよ。だから、いつもどうしようか？　ってみんなに聞いて決めているじゃないか。僕は、確かに所先輩みたいな知ち恵えもないし、早乙女会長みたいな決断力もないけど、それでも一いつ生しよう懸けん命めいやっているから、みんなが付いてきてくれるんだと思うんだ」

　芽衣は、小さく頭を下げた。

「うん、それはわかってるわ。私もちょっと言い過ぎちゃった、ごめんね」

「偉い大だいな先輩がいる後こう輩はいは、つらいよなあ……」

　宇佐見がそういってため息をついたとき、生徒会室のドアをノックする音がした。

「失礼するよ、宇佐見会長はいるかな？」

　その声を聞いた芽衣が、目を見開いた。

「あれ？　もしかして……霧島先輩ですか？　どうぞどうぞ！」

　ガチャリ、とドアを開けて姿を見せたのは、すっかり青年になった霧島と、化け粧しようっ気の少ない、落ち着いた風ふう貌ぼうの長篠の二人だった。

「お邪じや魔まするわね」

「長篠先輩も！　どうしたんですか？　今日は二人して。もしかして結けつ婚こんが決まったとか！　きゃあああ！　すてき！　式はいつですか！　日曜日ですか？　万ばん難なんを排はいして出席させていただきます！」

　霧島は赤い顔で芽衣をにらんだ。

「違ちがうよ馬ば鹿か、騒さわぐな。今日はテレビの取材だ」

「テレビ？　ああ、そういえば、三町合がつ併ぺいと高校統合について、テレビが取材に来るとかなんとか先生が言っていましたね。校舎内にカメラが入るから、恥はずかしい真似はするなって……同好会の連中に」

　長篠は苦く笑しようした。

「まだ、馬鹿なことやってるんだ、楢高の同好会は」

「やってますよぉ！　それがやりたくて、この校舎に来た連中ばっかりなんですから！」

　にこにこ笑って答える芽衣の言葉を聞いて、霧島がつぶやくように言った。

「そうか、もう、楢山高校じゃなくて、楢山校舎なんだ……」

「ええ、名目は三樹総合高校。ここは、その楢山校舎ですからね。やってることはほとんど変わらないんですけど。

　三樹市に変わってから、元の三つの町を巡じゆん回かいするバスとかができて、通学が楽になったって人も多いし。部活動なんか、統合してやれるようになったので選手層が厚くなったって喜んでいる人もいますよ」

　芽衣はそう答えた後で、何かに気がついたように目を見開いた。

「あ、もしかして、霧島さんと長篠さんが来たってことは、早乙女会長と所副会長も来るんですか？」

「ああ、ここで待ち合わせすることになっているんだ」

　霧島の答えを聞いた芽衣の顔が、ぱあっと明るくなった。

「やったね！　健一！　軍師様が来てくれるって！　何か策を授さずけてもらいなさいよ！」

「え？　あ、ああ、うん……」

　浮うかない顔で答えた宇佐見を見て、芽衣がぺちん、と頭を叩たたいた。

「いちいち先輩を頼たよりたくないってのはわかるけど、聞くべき人にはちゃんと頭を下げて聞くの！　優すぐれた人に教えを請こうのは、別に恥ずかしいことじゃないんだから！」

「うん、それはわかってるけど……」

　宇佐見がそう答えたとき、霧島たちの後ろから、また聞きなれた声がした。

「宇佐見君、いる？　先生が呼んでたわよ。樫森校舎の生徒会長が来ているって！」

「待たせると悪いから、早く行った方がいいぞ」

「早乙女会長！　それに、所副会長！」

　芽衣と宇佐見は顔を輝かがやかせた。

「よお、元気そうだな」

　振ふりかえった霧島を見て、光明が笑った。

「霧島も、見るたびに肩かた幅はばが増えているみたいだな。さすがレスキュー志望」

「まだ、駆かけ出し消防士だけどな。身体からだ鍛きたえるのだけは欠かさないぜ」

　白い歯を見せてにやっと笑った霧島の後ろから顔をのぞかせた長篠が、朋絵を見て羨うらやましそうに言った。

「うわあ、朋絵も花の女子大生って感じねえ！」

「何言ってるのよ、長篠さんだって学生じゃない」

「学生でも、看護短大だから、やっぱり地味なのよねえ。実習があるから化粧っ気も少ないし」

　色々よもやま話が始まりそうになったとき、芽衣が宇佐見を見て言った。

「健一は早く行かなくちゃ！　先生と、樫森校舎の会長さんが待ってるわよ！」

「え？　ああそうか、仕方ない、ちょっと行ってくる」

　後ろ髪がみを引かれるような表情のまま、生徒会室を出て行った宇佐見を見送って、芽衣がため息をついた。

「ホント、健一って何をやるにもドン臭くさいんだから……」

「あら、そんなことないわよ、よくやっている方じゃない！」

　朋絵が言うと、長篠がうなずいた。

「うん、一年生の頃ころに比べたらずいぶんしっかりしているわよ。見み違ちがえるくらい」

「そうですかぁ？」

　怪け訝げんそうな顔をする芽衣を見て、長篠がいたずらっぽく笑った。

「宇佐見君がしっかりして来たら、芽衣ちゃんの言うことなんか聞かないかもしれないわよ。お前みたいなウザい女は願い下げだ！　って捨てられちゃうかもしれないわよ、それでもいいの？」

「え？　そ、そんなことあるわけないじゃないですか！

　だって、私、健一の……会長の切り札なんですよ？　所先輩みたいになれたらって、ずっと思って来たんです！」

　と、こちらはあまり変わっていない胸を張る芽衣に、朋絵が脅おどかすような口調で返した。

「憧あこがれるのはいいと思うんだけど……宇佐見君に、もうちょっと優やさしくしてあげないと、会長の捨て札にされちゃうかもね」

　ふふん、と朋絵が意地悪く笑うと、芽衣はそれまでの威い勢せいのいい表情を、折り紙を握にぎりつぶすように、くしゅっ、と歪ゆがませて、

「そ、そんなの嫌いやですぅ！」

　半べそをかき始めた。

　涙なみだを浮かべる芽衣を見て、生徒会室にいた一年生たちが驚おどろいたように顔を見合わせた。

「見ろよ、副会長が泣いてるぜ」

「あの副会長を泣かせる人がこの世にいるとは思わなかった……あれ、誰だれだ？」

　生徒会室の奥の方に座っていた一年生の男子が、ため息をついて言った。

「戦いくさ乙女おとめ巴ともえ御ご前ぜん……俺の姉貴。後ろにいるのが、所光明さん。この高校を廃校の危機から救った軍師だよ」

「すげえ！　伝説の二人じゃないか！」

「おーい誰か光画部の連中呼んで来い！　記念写真撮とろうぜ！」

「ケータイじゃダメかしら？」

「うーん、画素数が小さいと等身大に引き延ばしたときに荒あれるからなあ」

「どれだけ伸のばすつもりよ！」




　わいわい言いながらバタバタ走り回る後輩たちを見て、朋絵は思わず、ふふっと笑った。

　横に並んでいる光明が聞く。

「何か面おも白しろいものでもあったの？」

「ううん、なんでもないわ。当たり前のことがあっただけ！」

　朋絵はそう言うと、もう一度嬉うれしそうに、ふふっ、と笑った。

　──そうよ、この光景は、当たり前の光景。

　いつもの、どこにでもある、高校の生徒会室の中のできごと……。

　私たちが卒業した後も、そして、この子たちが卒業した後も、ずっと続いて行く学校生活の日常の日々。

　特別のものでもなんでもない、日常。

　でもね、光明。

　あなたがいなければ、この光景は残らなかったんだよ。

　朋絵が、横に立っている光明の腕うでを取って、ぎゅっと握り締しめたとき、生徒会室のドアが開いて、どやどやと生徒たちが部屋の中に入ってきた。

「拙せつ者しや、忍にん者じや同好会二十七代目の会長百もも地ち三さん太だ夫ゆうと申します！　伝説の軍師所光明殿がいらっしゃっているというウワサを耳にし、ぜひともお会いしたく参った次し第だい！」

「俺は、買い食い立ち食い同好会の吉よし野のと言います！　今年の文化祭で販はん売ばいする買い立ちミシュランに対するご意見を伺うかがいたく！」

「お、俺は暗あん渠きよ排はい水すい路ろ同好会の……」

「私はサバイバル同好会の柘植つげというもので……」

　あっという間に埋うめ尽つくされた生徒会室の中で、朋絵はつぶやいた。

「楢山高校は、未み来らい永えい劫ごうに不ふ滅めつだわ……」








会長の切ジヨりーカ札ー・ＥＮＤ









　あとがき




　どうも、鷹見一幸です。

『会長の切ジヨりーカ札ー　逆転プランの用意あり！』いかがでしたでしょうか？

　この巻で、楢山町、樫森町、桜川町の三つの町の合がつ併ぺい推進協議会に端たんを発した、三つの高校の統とう廃はい合ごうをめぐるサバイバル合戦に終しゆう止し符ふが打たれます。

　光明の考えていた方法は「今まで誰だれも思いつかなかった一番の方法」ではありません。彼は「誰もが思いつくような、二番目か三番目の方法」を確実に、そして誰もが納なつ得とくがいくようなやり方で、この問題に終止符を打ちます。

　あとがきからお読みになる方のために、その具体的な方法は、ここでは書きません。

　現実の日本は、少子化が進み、過去十年間で減少した小学校数は、全国で千八百校を超こえています。一年あたり、約二百校近い小学校が消えていることになります。

　この流れが、そのまま中学校、高校へと進むのは当然のことで、子供の人口という絶対数が減少して行く以上、高校が消えて行くのは、時の流れと同じで仕方ないことなのかもしれません。それを「仕方がないことだ」として何もせずに受け入れるのは楽です。でも、光明や朋絵は、その「楽」な生き方を選びませんでした。

　私が、この『会長の切ジヨりーカ札ー』で書きたかったことは、どうせなら、楽な生き方より、楽しい生き方を選ぼうじゃないか、という一言に尽つきます。




『会長の切ジヨりーカ札ー』が、それなりに人気が出た理由は、何と言ってもイラストでキャラクターに魂たましいを吹ふき込んで頂いたＫｅＧさんのおかげだと思います。特に華之宮姫子のキャラクターは、あのイラストが無くては確立しなかったと思います。

　全体の構成などのアドバイスを頂いた銅あかがね大だいさん、セリフや、エピソードに加筆して、キャラクターの魅み力りよくを引き出して頂いた椎しい出で啓けいさん。またもやギリギリまで仕上げられずに胃に穴を空けかけた担当の上野くん。

　そして、ここに名前を挙げきれない、数多くの友人の協力を得て、なんとかこの物語を終わらせることができました。感謝の言葉をいくら並べても足りません。




　しかし、私の中に作り上げた、この物語世界は、実を言うとまだ終わってはいません。

　次のお話も、この『会長の切ジヨりーカ札ー』と同じ世界のお話になりそうです。

　楢山町の中心部から少し離はなれた山やま間あいにある、小さな温泉町にある中学校には、図書委員や美化委員という、ごく普ふ通つうの、どこにでもある委員会の中に混じって『防衛委員会』という名前の謎なぞの委員会があります。仰ぎよう々ぎようしい名前の委員会ですが、実は名前だけの委員会で、これといって何も活動はしていません。

　そもそも、なぜ、そんな委員会が出来たのか、そして、その委員会の目的は？

　──というお話で、『会長の切り札』の物語世界と同じ世界を舞ぶ台たいにしたお話です。

　私たちが暮らすこの日常の世界の中に、非日常の世界が潜ひそんでいたとしても、それに気がつく人が一人もいなければ、どんな非日常な存在でも、それは存在していないのと同じことです。

　それに気がついてしまった主人公と、それによって不本意ながらスーパーパワーを手に入れてしまった中学生の女の子が、小さな温泉町を舞台に繰くり広ひろげる愛と勇気のドタバタを、面おも白しろおかしく描えがくことができればと思っています。

　このお話の主人公とヒロインは、この四巻の中に、ちょこっとだけ顔を出しています。

　もしかしたら、次の物語にも高校を卒業した後の光明や朋絵、そして真行寺や華之宮たちが、同じようにちょこっと顔を出すことがあるかもしれません。

　イラストは『会長の切ジヨりーカ札ー』と同様に、引き続きＫｅＧさんにお願いしております。実にかわいらしいヒロインと、凜り々りしい主人公のイラストが出来上がっておりまして、早くも私の脳内で、わいわい言いながら動き始めていますので、期待してお待ち頂ければと思います。





（いつもの定番、ポテトチップならうす塩味の）　鷹見　一幸
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